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　すりすりすり。

　すりすりすりすり……。

「ぬふぅ……。これは、なんとも……」

「もう、変な声だしちゃって。ジュノったら、ちゃんと聞いてるの？」

「も、もちろんだスピカ。はぁ、はぁ……。一週間の調査の結果、魔族と人間族の共存具合は上々だ……という話だったな」

　すりすりすり。

　すりすりすりすり……。

「ええ、そうよ。前に抗争が起きかけてた、西の国境近くにあるポッテ村とかヤルガの街でも、今では関係が改善されてるみたいだったわ」

　スピカは手もとのメモ帳に視線を落とし、満足げに笑みを浮かべた。

「まあ、ときどき小競り合いは起きてるらしいけど、自分たちの力で解決できる規模みたいね。魔族と人間族が協力し合って、しっかり自じ浄じよう作さ用ようを発はつ揮きしてるのよ」

「ふ、ふむ。なるほどな……」

　すりすりすり。

　すりすりすりすり……。

「うぐっ……ぬふぅぅ……」

「あ、そうそう。ジュノとアルテミスへの信仰心も、けっこう高まってるわよ。……ふふっ。二人とも、民からの祈りにはしっかり応えてきたものね」

　ここはマカイノ村の工房。そのエントランスである。

　調査任務から帰還したスピカに、さっそく状況報告をしてもらっているのだ。

　それにしても……なんたる美しさだろう。

　スピカと顔を合わせるのは、じつに一週間ぶりである。そのせいか、彼女の美び貌ぼうがいっそうまぶしく感じられる。

　たおやかに流れるロングの金髪。

　パッチリとした大きな瞳ひとみに、雪色の美肌。

　日々の鍛たん錬れんによって引きしまった四し肢しは、惚ほれ惚ぼれするほどしなやかである。短いスカートから伸びている美脚など、今すぐ撫なで回まわしたくなるほどだ。

　そしてなにより、乳ち房ぶさである。

　乳房といえばスピカ。スピカといえば乳房なり。

　華きや奢しやな肩口。浮き出た鎖さ骨こつ。そこから大きく張り出した膨ふくらみへと続く曲線美には、我が股こ間かんにそびえし肉の大剣とて、反応せざるを得ない。

　すりすりすり。

　すりすりすりすり……。

「と、ところで、スピカよ」

「どうしたの？　なにか気になることでもあった？」

　すりすりすり。

　すりすりすりすり……。

「い、いや。そういうわけではないのだが……」

「もう、さっきからどうしたのよ。一週間ぶりに会ったからって、ぎこちなさ過ぎるわよ？」

　すりすりすり。

　すりすりすりすり……。

「すぅぅ……はぁぁ……」

　俺はゆっくりと深呼吸を交えた。

　これは、是ぜが非ひでも問わねばならない。

「ス、スピカよ。一つ教えてほしいのだが……」

「……？　え、ええ。私にわかることなら……」

　すりすりすり。

　すりすりすりすり。

　すりすりすりすりすりすり……！

「スピカ……!!」

　俺は彼女の大きな瞳をまっすぐ見つめ、意を決して訊たずねた。




「──なぜ、さきほどから俺の股間をすりすりしているのだ!?」




　そういうことだ。

　マカイノ村の工房へ帰還し、俺に状況報告を始めた直後のことである。

　スピカはメモ帳の内容を読み上げながら、おもむろに手を伸ばし、俺の股間をすりすりし始めたのだ……！

　ズボン越しに伝わる、スピカの長い指と、ひんやりとした手のひらの感触。

　先端部分を爪でカリカリ引ひっ掻かいたと思ったら、肉にく竿さおの根元から中腹あたりを、何度も何度も手のひらが往復していった。ときには暗黒黄金球が格納された皮袋を、手のひらで柔やわ々やわと転がしたり……。

　必然、肉鉄砲は肉大砲へと変へん貌ぼうを遂げる。

　すると、スピカのすりすりは勢いを増した。まるで白はく濁だく砲ほう撃げきを促うながすかのように、積極的にすりすりすり、すりすりすり……と。

　……たいへん気持ちよかった。

　ゆえに、しばらくそのまま放っておいたのだが、いよいよ暴発の危険が感じられた。ズボンの中で暴発させれば、結果は悲ひ惨さんである。工房の洗濯メイドにドロドロのズボンを提出する気恥ずかしさは筆舌に尽くしがたい。

　そこまで想像力を働かせた結果、じつに名残なごり惜おしいが、ここらでストップをかけることにしたのである。

　だが、当のスピカは。




「……？　なによ、すりすりって」




　怪け訝げんな顔で小首を傾かしげてみせたのだ！

「無意識──だと!?」

　すりすりすり。

　すりすりすりすり……。

　すりすりすりすりすりすり……！

　無論、その間もすりすりは続いている。むしろ勢いが激しくなっている！

　腰の奥に、甘ったるい痺しびれが走った。射しや精せい欲よくに浮かされて、背筋がゾクゾクと粟あわ立だっていく。あぁ……これはまずい。いよいよまずいぞ。
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「な、なんということだ。さすがは【性欲】八八〇にして【知力】二〇の元王女。ならば……！」

　俺は切実な思いで、【性欲】八八〇の少女を見つめた。

「スピカよ。そのままゆっくり、視線を下に向けるのだ」

「え？　え、ええ。わかったわ……？」

　ジュノは何を言ってるんだろう？　と言わんばかりの、疑問符たっぷりの返答だ。

　が、しかし。スピカは素直である。

　俺の言葉に従い、ゆっくり、ゆっくりと視線を下へ向けていく。

　そして──。

「!?!?!?!?!?」

　スピカは、見た。

　自らの手のひらが、目前にいる男のシンボルを激しくすりすりしている現場を!!

　すりすり、すり。

　すり……すり……。

　結果、スピカのすりすりはスローダウンしていった。すぐに手を引っ込めないところが、じつにスピカらしい。

「あ、あぅぅ……。あうぅぅぅ……」

　雪白の美肌が、カ～ッと赤く染まっていく。瞳は潤うるみ、すぐに全身がカタカタと震え始めた。

　ズボンの中心をこんもりと隆りゆう起きさせたまま、俺は訊ねる。

「無意識……だったのだな？」

「無意識……だったわ。……うぅぅぅ。私ったら、どうしてすりすりなんて……！」

「……まったく。どれだけ飢うえていたのだ？」

　そんな俺の一言に、スピカが嚙かみついてきた。

　眉まゆを吊り上げ、頰をぷーっと膨らませる。

「な、なによ！　……そ、そんなの、当然じゃない。一週間も……その、シ、シてなかったら……それは……飢えるわよ」

「ぬ？」

「ぬ？　じゃないわよ！　私、一週間ガマンしてたんだもの！　一週間、一人でシなかったことなんて今まで無いのに！　いっぱいガマンして、マカイノ村に帰ったら、ジュノとたっぷり……き、気持ちよくなろうと思って、それで……！」

「我慢に我慢を重ねたうえで俺と対面したものだから、つい無意識に股間をすりすりしてしまった……ということか？」

「そうよ！　悪い!?」

　ヤケクソ気味に言い放つスピカ。もう涙目だ。恥じらいが爆発しているせいか、顔はおろか首筋まで真っ赤である。

　そんな彼女に、俺は──。

「ありがとう。スピカ……」

　壊れ物を包むような、やんわりとした抱ほう擁ようをプレゼントした。

「俺のことを、それだけ強く想っていてくれたのだな。一週間に及ぶ長期の禁欲……大儀であったぞ」

「あぅぅ……」

　スピカは小さく喉のどを鳴らし、俺のハグを受け入れる。こちらの背中に腕を回すと、二つのたわわな膨らみをむにゅうぅ、と密着させてきた。

　これは──返礼が必要だ。

　というわけで、俺は股間を押し当てることにした。スピカのすりすりによって膨ぼう張ちようを果たした魔界の宝剣を、彼女の腹部にグリグリと。

「あぁぁ……おっきぃぃ……」

　スピカが熱い吐息をこぼす。しきりに太ももを擦り合わせている。

　短いスカートの中で、一体なにが起こってるのか……。ククク、それは今からたっぷり確かめるとしよう。

「スピカよ。ともに快楽を分かち合おうではないか」

　耳もとでささやくと、彼女はピクッと肩を震わせ、

「んっ……」

　消え入りそうな声で、しかし性なる儀式を快かい諾だくしたのだった。恥じらいながらも少女が行為を求める瞬間は、いつだってオスの本能を刺激する。さあスピカよ、もっと恥じらうがいい……！

「ククク……どこで何をしたい？　スピカが望むプレイ……いや、儀式をしてやろう。たっぷりと淫みだらな想像を巡らせるがいい！」

　自らが快楽を得る手段を、少女自身に決めさせる。

　その愉悦たるや、緊急白濁クエストである。

　スピカは色濃く頰を染め、喉を鳴らして言葉をためらい、視線を右往左往させた。

　あぁ、なんたるいじらしさだ！　一体どのようなプレイ……いや、儀式で快楽を貪むさぼろうとしているのだろう。気になって仕方がない！

　恥じらいの黙考を経て──。

　スピカはこちらを上目づかいに見つめてきた。




「お外が……いいわ。二人で裸になって……お外で、シたい……」




　──お、おぉう。

　可愛らしく恥じらっていた割りに、思いのほか大胆な提案をしてくるではないか……！

　だが、そこがスピカのいいところでもあるのだ。

　ゆえに俺は平静を装い、

「……よかろう。森の泉で、ともに裸族の心意気を堪たん能のうしようぞ……！」

「んっ……」

　──儀式、承認。スピカと肩を寄せ合い、工房の扉を押し開く。当然ながら、そのあいだも空いた片手で彼女の尻をスカート越しに揉もみ続けている。

　俺たちを照らすのは、午後の西日。

　夕食の時間には、まだまだ余裕がある。

「日没までに五発……いや、六発か……？」

　俺が今後の射精プランに夢を膨らませていると、

「あら？　あれ……何かしら？」

　傍かたわらのスピカが何かに気づいたようだ。我が尻揉みから離脱し、小走りで駆けていく。

　彼女は工房の正門あたりで立ち止まり、身をかがめた。

　地面に置かれていたのは、籐とう編あみのバスケットである。サイズは大きめ。刺し繡しゆうが入った白い布が被せられている。

「いつから置いてあったのかしら。帰ってきたときは気づかなかったわ」

「ふむ、そうか……」

　スピカに追いつき、言葉を交わした刹せつ那な。

「んぁ～」

　バスケットの中から、声が発せられたのだ!!

「なに!?」

「い、今のって……！」

　俺たちは顔を見合わせた。間違いない。この中には、おそらく──。

　俺は慌あわてて、バスケットを覆っていた布を取り去った。

　予感、的中。

「んん～……ばぶぅ～」

　バスケットの中には、一人の赤ん坊がすっぽり収まっていたのだった。

　年齢は……よくわからない。

　人間族に換算すると、一歳か二歳ぐらいだろうか？

　それはともかく、青い髪が印象的な赤ん坊だ。

「まさか、捨て子だろうか。クッ、一体誰が……」

　子を捨てるとは、不届きな輩やからがいたものだ。何か事情があるのかもしれないが、無言で置いていくとは何事だろう。

　俺が邪悪なる良心に火をつけていると、

「あら、これは……」

　スピカがバスケットの中から、二つ折りの紙切れを手に取った。
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「むっ。手紙か？」

「そうみたいね。……開けるわよ？」

「う、うむ」

　……ゴクリ。

　スピカとともに喉を鳴らし、俺は手紙の文面に目を凝らした。

　そこに記されていたのは──。














魔王ジュノ様へ。

この子の名はネーメ。

あなたの娘です。
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「…………」

「…………」

　スピカとともに工房のエントランスへ戻っていく。

　彼女は謎の赤ん坊が入ったバスケットを抱え、視線は前方へ一直線。見事なまでに、まったく俺と目を合わせようとしない。

「…………」

「…………」

　くっ、沈黙が気まずすぎる。体温が急落するのを感じつつ、俺はスピカに話しかけた。彼女を刺激しないよう、努めて優しい声色で。

「ス、スピカ？」

「…………」

「お、おい、スピカ……？」

「…………」

　無視である。

　完かん膚ぷなきまでに、無視である。

　スピカはバスケットを抱き直すと、いきなり歩調を速めた。ほとんど小走りである。

「ま、待つのだ！」

「…………」

　俺も釣られて走り出し、彼女を追いかける形で工房の扉をくぐった。股こ間かんにそびえし肉欲の権ごん化げは、いつの間にかシワシワである。

「ふぅ……」

　というのは、スピカのため息だ。

　彼女はエントランスのテーブルにバスケットを置くと、ようやくこちらを向いてくれた。……ただし、その眼光は果てしなく鋭い。

「ごくり……」

　俺は思わず喉のどを鳴らした。いくら魔界を統すべし魔族の王でも、このシチュエーションで強気に出ることなど不可能である。

　スピカは真剣なまなざしで俺を捉とらえ、

「で？」

　威圧感たっぷりの低音ボイスを響かせた。当然のごとく詰きつ問もん調ちようである。

「……で？　とは……？」

　俺は……たじろぐばかりである。

「さっきの手紙に書いてあったこと……アレ、本当なの？」




　魔王ジュノ様へ。

　この子の名はネーメ。

　あなたの娘です。




　二つ折りの手紙に書かれていたのは、そんな突拍子もない文言だった。

　ここで曖あい昧まいな返答は禁物だ。取り返しのつかないことになりかねない。ゆえに、俺はスピカの大きな瞳ひとみを真っ向から見つめ返した。

「──俺に娘はいない！」

「じゃあ息子はいるの？」

「ククク。それは我が股間に……」

「そういうのいいから」

「……う、うむ」

　今のは俺が悪かった。

　スピカの眼光はますます鋭くなっていく。これはいけない。おふざけはヌキだ。早めに決着をつけなければ……！

「いいか、よく聞くのだ。俺に子供など一人として存在しない。この手紙は、何者かが仕組んだ罠に違いないのだ」

「でも……！」

　食い気味に言い募るスピカ。

　その瞳に垣かい間ま見みえたのは……不安、だろうか。

「……ジュノって、すごくえっちじゃない？」

「それは……否定せぬ」

「だから私と出会う前に、どこかの女の人と、その……〝仲良し〟しちゃったとしても、不思議じゃないかなって思って……」

　性交を〝仲良し〟と表現するスピカに、若干の微笑ほほえましさを覚える。

　が、ここは毅き然ぜんとした態度で臨まなければ。

「スピカと出会ったのは、俺が三〇〇年ぶりに復活を遂げた当日だ。他の女人と交わる時間などなかった」

「えっ。そ、そうだったの？」

「うむ。復活直後、リリスに十数回、精液を搾しぼり取とられたがな。が、あくまで挿そう入にゆうはしていない。風呂場での手しゆ淫いん、口こう淫いん、素す股またによる発射のみだ」

「……そ、そう。リリスになら、まぁ……」

　おぉ！　スピカがまとうオーラが若干やわらかくなったぞ！

「そもそも計算が合わぬではないか。俺が復活してから、まだ十と月つき経っていないのだぞ？」

　以前リリスが教えてくれた。人間族の女性が出産するまでには、十月ほどの期間が必要らしい。

「た、たしかに……」

　スピカの表情から怒りが抜けていくのがわかる。よし、あと一歩だ！

　俺はニヤリと口端を歪ゆがめ、

「よかろう。それでは最たる証拠を示してやろう。そもそも、子作りどうこうの話ではないのだ！」

　この場における切り札を突きつけることにした。

「え、ええ……」

　スピカが背筋を伸ばし、俺の言葉に注目する。いい傾向だ。次の情報を提示すれば、彼女とて納得してくれるに違いない。

「俺は……。俺は……！」

　たっぷりの間を置き、俺は宣言した。




「俺は────童どう貞ていだ!!」




　炸裂──。

　今、工房のエントランスに俺の告白が炸裂する音が聞こえた気がする。

　さて、スピカの反応は!?

「…………」

　ポカーン……である。

　宙を見つめるうつろな瞳。言葉の意味を反はん芻すうするように、パチパチとまばたきを繰り返している。

「え、ええと……？」

　ぬぅ、まだ足りぬか。俺はさらなる説得力を醸かもし出だすため、詳細を語って聞かせることにした。

「スピカよ、思い出してみるのだ。お前と出会ってから幾いく度どとなく射しや精せいと潮吹きを交こう錯さくさせてきたが、一度たりとも挿入したことがあったか？」

「……！」

「そうだ。それが答えだ。もちろん、リリスにもアルテミスにもペルヒタにもグルヴェイグにも、ただの一度も挿入はしてない！」

　なぜならば──!!

　俺は大きく腕を振ってマントを翻ひるがえし、スピカに向けて力強く宣言する。




「性なる交わりは、結婚した相手とのみ行うべきであるからだ!!」




　我が魂の大だい音おん声じようが、エントランスに響き渡った。

　そう。これこそ揺ゆるぎなき摂理。

　肉棒と肉壺のせめぎ合い──挿入の儀は、婚礼の儀を済ませた相手とのみ行うべきなのだ。これは魔界の常識である。

「ふ、ふぅん……そう。そんなふうに考えてたのね……。……そっか。ジュノったら、まだ誰とも……ふふふっ」

　そっと、スピカが口もとを手で覆う。指の隙間に垣間見えた口角は──ほんのりと笑みの形を描いていた。

「そうだ！　出会った直後に乳ち房ぶさを揉もみしだき、乳頭をつまんで絶ぜつ頂ちようさせたこともあった。尻の間に肉にく茎けいを挟んで擦りつけたこともあった。潮を吹かせた回数など、もはや数えきれぬ。が、女体の宝ほう物もつ庫こへ侵入さえしなければ、どれもセーフといえよう！」

「そう……なの？」

「そうなのだ！」

「お、お尻にネコしっぽを挿入いれるのは？」

「無論、セーフだ」

「裸に剝むいて街頭パレードをさせるのは？」

「当然、セーフだ」

「民衆の前でお潮を吹かせて、そのお潮で魔法陣を描くのは？」

「余裕でセーフだ」

　なにせ、挿入はしていないのだから！

　そんな具合に、我が邪悪なる常識を語って聞かせると、

「ず、頭痛がしてきたわ……」

　スピカは指先で、こめかみをグリグリと押さえた。

「あぁ……でもちょっと理解できてしまうあたり、私の価値観……いよいよ魔族になってきてるのかしら？」

　ブツブツ言った挙げ句、彼女は考え込んでしまう。

　まあ……危機は脱したと考えてよかろう。

　となれば、次なる段階に話を進めなければ。

「ばぶ～」

　俺とスピカが問答している間も、この赤ん坊──ネーメは、バスケットの中で大人しくしていてくれた。

　青い髪。無む垢くな柔やわ肌はだ。やや吊り上がった大きな瞳。将来はとてつもない美人になることが容易たやすく予想できる。

「だぁ～♪」

「う、うむ……」

　こちらに向かって、手を振るようなアクションを見せるネーメ。

　俺が小さく手を振り返すと、彼女はキャッキャと笑みを浮かべてみせる。

「ぬぅ……。なかなかどうして、愛らしいではないか」

　胸の奥底に、邪悪なる温もりが顔をのぞかせた。

　その熱に浮かされつつ、俺は両目に魔力を集中させる。

【審しん理りの魔ま眼がん】によって、ネーメの素す性じようを明らかにするのだ。

　さて、結果は──？




【名前】ネーメ

【性別】女

【＄？[image: ]〆】¶∮△[image: ]

【種族】人間族

【●▽†】♭§√

【年齢】一歳九ヶ月
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「ふむ……なるほどな」

　得られた情報を前に、声を洩もらす。ノイズが混ざって読み取れない箇所はあったものの、とても大切なことが確認できた。




【種族】人間族




　まったく魔力が感じられない以上、うすうす予想していたことだが……。

　さっそくスピカに伝えると、

「人間族……」

　困り顔から一転。表情を引き締め、一気に真剣なまなざしを光らせる。

　そんな彼女にうなずき返し、

「うむ。我らが共生すべき種族の赤ん坊だ。助けぬわけにはいかないだろう」

「そうね！　でも……どうするの？」

　俺は例の手紙を見やった。

「なぜこんな手紙が付いているかはわからぬが、俺を頼っていることは間違いない。魔族を統べる王として、この子の親を探さなければ！」

「事情があるにせよ、それを聞かなきゃ始まらないわね！」

　スピカと見つめ合い、笑みを交わした。

　二人の気持ちが重なり合う──。その瞬間を感じ、俺は胸を熱くする。

「ネーメよ……」

　俺はバスケットに手を伸ばし、両手でネーメを抱き上げた。

「ジュノ、しっかり後頭部を支えてあげて。赤ちゃんって、まだ首が据すわってないって聞いたことがあるわ」

「よ、よし。こうか……？」

　ネーメの後頭部に手を添える。優しく、慎重に。

「だぁ～♪」

「おぉぉ！　喜んでいる……のか？」

「きっとそうよ！　ねぇジュノ、私にも抱かせて？」

「うむ……！」

　なんて儚はかない存在なのだろう。なんて尊とうといぬくもりなのだろう。

　俺は命の神秘に感じ入りながら、ネーメのだっこ権をスピカに委譲した。

「わぁ……！　すごい……！　かわいぃ～！」

「ばぁぶぅ～！」

　スピカの胸に抱かれると、ネーメがひときわ幸せそうな声を上げた。その表情は、まさに幸福の体現といったところ。

　そのときだ。

「……あ、あら？　私ったら、どうして……」

　スピカの凜り々りしい瞳が、じわりと滲にじんだのである。そこから流れ出るのは、二筋の雫しずく。ネーメの尊さに心を打たれたのか、スピカは静かに涙した。

「あぁぁ……」

　深いため息。深い笑み。

　スピカはネーメを見つめ、たいそう感じ入っているようだ。

　──と。

「ジュノ……」

　ふいにスピカが顔を上げ、俺の傍らに寄り添ってきた。

　華きや奢しやな肩が、腕に触れる。彼女の体温が伝わってくる。

「どうしたのだ、スピカ？」

「ふふっ」

　スピカは、ただただ微笑むのみ。

　赤ん坊に視線を落としながら、俺の腕に身体からだを預ける。

「ね、ジュノ。こうしてると、まるで……」

　まるで、私たち──。

　視線が重なる。

　見つめ合う。

　俺。スピカ。ネーメ。

　三人の間に、優しく、温かい雰囲気が膨らんでいく。

　が。




「あぁん！　ジュノ様を愛する気持ちは、お胸の大きさに表れるんですよぉ？」

「いいえ、違います。ダンナ様への愛情は、お尻の大きさにこそ表れますから」

「……どっちも間違い。無駄な脂肪に邪魔されないぶん、つるぺた体型の方が、純粋な愛……たっぷり蓄えられるもん……」




　工房の扉が開き、三人の元女神──アルテミス、グルヴェイグ、ペルヒタがエントランスに現れた！

　その瞬間、静せい謐ひつな幸福はどこかへ消し飛んでしまう。

「グルヴェイグさん、ペルヒタさん、よくお聞きなさい？　ジュノ様はわたくしのお胸をちゅぱちゅぱして、『あぁ、安らぐ……』と愛の吐息をこぼされたんですよ？」

「そんなの私だって！　ダンナ様ったら、私のお尻に淫みだらな調教棒を擦りつけながら、耳もとで『熟れた巨尻は甘かん美びだな……』と愛を囁ささやいたんですから！」

「……二人とも、まだまだ甘い。わたしなんて、お胸の先っぽを吸われながらお尻を両手で揉みしだかれた。しかも、夜の浜辺で」

「夜の浜辺!?　う、羨うらやましいです！」

「クッ……浜辺なんて、身体に砂が付いて面倒なだけです。私はダンナ様のお部屋ですもの。私の勝ちです」

「……ふん。浜辺ですっぽんぽんになる解放感を知らないなんて、所しよ詮せんおばさん……」

「おばっ!?」

　ワイワイガヤガヤ、あーでもないこーでもない、と俺のプレイ……いや、儀式の思い出に花を咲かせる元女神たち。

　話題とは裏腹に、その光景自体は惚ほれ惚ぼれするほど美しい。

　が、しかし。このままでは……。

「ぬぅ。これは面倒なことになるぞ」

「そ、そうね……。たぶん私よりも面倒な絡み方をしてくるわよ？　しかも、三人がかりで」

　げんなりとした表情のスピカ。彼女に抱かれたネーメは、無邪気に「ばぶぅ～♪」と笑みを浮かべている。

　その無垢なる表情を見下ろし、

「──やるしかあるまい」

　俺は自身の胸を叩いた。

「スピカよ。俺は正面から、アルテミスたちに話してみるぞ。誤魔化してもしょうがない。これまで彼女たちと築いてきた絆は、俺への信頼に繋がっているはずだ」

「んっ。私もそれがいいと思うわ」

　俺の言葉に、スピカが微笑む。その笑顔に勇気づけられ、俺は胸を張り、熱弁を振るうことにした。

　アルテミス。グルヴェイグ。ペルヒタ。

　俺は今まで三人の乳房を揉み、吸い、こね回してきた。

　尻をさんざん揉みしだき、指先でたぷたぷと弄もてあそんできた。

　時には性棒をしゃぶらせ、潮を吹かせ、魔王汁を至る所にぶっかけてきた。

　俺は愛の蜜みつを、彼女たちは白はく濁だくの祝福を、たっぷりテイスティングしてきた。

　そうして育はぐくまれた絆は──深く、固い。

　彼女たちなら、邪推などせず、ネーメの親探しに協力してくれることだろう。

　──と、魂を込めてスピカに語ったわけだが。

「………………」

　おっと。スピカの頰が引きつっている。

　だが、まあいい。

「よし……行くぞ！」

「ひゃんっ！」

　景気づけにスピカの尻を撫でてから、俺はアルテミスたちのところへ歩を進めた。

　彼女たちがこちらに気づく。

「あぁん、ジュノ様ぁ～！」

「ダンナ様!!」

「ご主人様……！」

　すると、三人は目を見開き、大輪の笑みを咲かせた。

　俺への好意を示す、無意識の表情変化──これを感じ取るのは、じつに心地ここちいい。

　充実した心持ちのまま、俺は悠然と説明を開始する。

「じつは、三人に話しておくことが……」




『あああぁあああぁぁあああぁぁあああぁぁああぁぁあ!?!?!?!?!?!?』




　深く、固い絆はどこへ……。

　おそらく、赤ん坊を抱いたスピカを視界に捉えたのだろう。

　アルテミスたちは三人同時に悲鳴を上げて、転げるようにこちらへ駆け寄ってきた。

「ススススススピカ様!?　その赤ちゃんは、まさか!!」

「い、いいいいつの間に!?　ダンナ様の新妻は私なのに!!」

「おっぱいおばけも、おばさんも、ちょっと黙ってて……。赤ちゃんの髪の色、青い……。まさか、わたしたちの他にも女が……!?」

　俺とスピカを取り囲み、案の定ギャーギャー騒ぎ始める元女神たち。

「うぐぐ。ど、どこから話したものだろうか……」

「さ、最初から説明するしかないわよ。……深くて固くてえっちな絆があるんだし、ジュノならできるんじゃないかしら？」

「ス、スピカよ。なんだか冷たくないか？」

「つーん」

　知ーらない、とばかりにそっぽを向くスピカ。ぬぅ……アルテミスたちとの濃厚な儀式にやきもちを焼いてしまったようだ。

　だが、そんな中でも。

　スピカはネーメの耳に手を添えて、アルテミスたちの騒ぎ声を防いでくれていた。

　その心配りに、俺の心臓がトクンと高鳴る。

　……さて。

　誤解を解くまでに、一体どれだけの時間を要するのか……。

「かくなる上は──ジュノ様、わたくしとも赤ちゃんを作りましょう！」

「ずるいです！　まずは新妻である私と、濃厚でトロトロな性の儀式を！」

「その前に、ペットの雌めすネコでお試しするのも悪くないよ……？」

　性欲のボルテージを上げていく三人を前に、俺は長いため息をついたのだった。





[image: ]







　マカイノ村の上空。その遙はるか彼方かなたに存在する、天界の王宮──女神王ヴィーナスの寝室にて。

「ふふふっ、騒いでる騒いでる……。いいぞ、もっと争え……」

　私──女神王ヴィーナスは、遠とお見みの魔法陣を見つめながら呟つぶやいた。

　気づけば口角が思いっきり上がっている。

　そんなの当然だ。遠見の魔法陣の中で、今まさに魔王ジュノが激しく詰問されているのだから。アルテミス、グルヴェイグ、ペルヒタ──三人の裏切り者たちに。

「ふん、いい気味だよ」

　私は鼻を鳴らし、魔王ジュノを嘲あざ笑わらった。

　肩を揺ゆらすと、雲のベッドがふわふわと波打つ。……この寝室も、ずいぶん薄暗くなってしまった。

　天界を照らすのは、六ろく芒ぼうの女神たちの栄光だ。

　だけど、今。
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　アルテミス、グルヴェイグ、ペルヒタ──三人の女神たちは、魔王ジュノの卑ひ猥わいな魔法によって天界を裏切り、魔界で淫いん蕩とうに耽ふけっている。

　六芒の女神は、とうとう半分になってしまったのだ。それは薄暗くもなるだろう。

「私の天界をこんなふうにしたんだ、それなりの報むくいを受けてもらわなくちゃ」

　笑みをこぼし、試合の観戦を続ける。

　私の視線は、金髪巨乳女が抱いている赤ん坊に注がれた。

　青い髪の赤ん坊。一歳九ヶ月。名前はネーメ。




「──ネメシス。しっかり頑張るんだよ……？」




　そう、ネーメなんて噓っぱちだ。

　あの赤ん坊の正体は、六芒の女神の一人──ネメシスである。

「まったく。私があれだけ魔力を使ってあげたんだから、しっかり成果を挙げてもらわなくっちゃねー」

　ネメシスの外見年齢は、人間族だと一四歳ぐらい。

　そんな彼女の魂を肉体から分離させ、私が創った赤ん坊の素体に憑ひよう依いさせたのだ。

　審しん理りの魔ま眼がん対策もバッチリ。

【種族】を【人間族】と表示させることにも成功している。いくら魔王ジュノでも、ネーメの正体が【神族】ということには気づけないはずだ。

「へへへっ……」

　小さく笑い、私は雲のベッドにゴロンと横になった。

　思い出すのは、ネメシスとの会話だ。




『だって、ネメシス──。キミはいつだって赤ん坊の姿になって、魔界の内情調査に赴おもむけるんだからさ』

『……。……その口ぶり、赤ん坊になるための術式……完成したの？』

『ああ、もちろん。私にかかれば訳ないよ。すごいでしょう？』

『…………うん』

『…………』

『…………』

『……で、いつ行く？』

『…………いつでもいい』

『…………』

『…………』

『……そ、そっか。じゃあ、ちょうどいいタイミングが来たら呼び出すから、それまで神聖ネメシス共和国で待機ってことで』

『…………うん』




　その言葉を最後に、ネメシスは魔法陣の中に消えていった。

　感情のない瞳ひとみ。結ばれた唇くちびる。無愛想な態度。着ている物といえば、丈の長いボロボロのマントときた。

　あの子との会話を記憶から引っ張り出したはいいものの、ため息しか出てこない。

「あーもー！　どうして女神王の私が、配下の女神に気を遣ってやらなきゃいけないんだよー！」

　両手と両脚をバタバタさせ、不満をアピールする。アピールするような仲間は、もういないんだけど。…………虚むなしいなぁ。

　私はバタバタを止め、小さく舌打ちをした。

「っていうか、ネメシスって絡みづらいから苦手なんだよねー」

　まあ、それはずっと前から思っていたことだ。

　何を言っても無反応。

　遊びに誘ってもついてこない。

　いつの間にか、こちらが気を遣うハメになってしまったのだ。私は女神王なのに。

　だけど。

　それも、今回の作戦で最後になるはず。

「プププ。だけど、ネメシスはおバカさんだなぁ……。今さら魔界の内情を調査だって？　バカバカしい！　もはやそんな状況じゃないんだよー！」

　私をさんざんコケにした魔王ジュノ。

　私の仲間を奪っていった魔王ジュノ。

　あろうことか私を裏切って、魔王ジュノの汚い下半身を選んだ女神たち。

「みんなみんな、許せない……！」

　と、そのとき。

『キャハハハ！』

　遠見の魔法陣の中から、和なごやかな笑い声が聞こえてきた。

「ハァ!?」

　私は勢いよく身を起こし、魔法陣に齧かじりついた。ウソだ。さっきまで思いっきり修羅場ってたのに、こんな短時間で……どうして!?

　魔法陣の中──マカイノ村では、魔王ジュノを中心に、裏切り者の女神たちが普段どおりに会話をしていたのだ。

『あぁん、そういうことでしたか。では、わたくしもネーメ様の親御様探しに協力しましょう』

『ふふふ、私は初めからおかしいと思っていましたよ？　ダンナ様から事情をご説明いただくことで、予感が確信に変わっただけであって……』

『ご主人様。きちんと話してくれて、ありがと……』

　さっきまで魔王に突っかかっていたアルテミス、グルヴェイグ、ペルヒタが、納得の表情を浮かべている。

　その傍かたわらには、憎き魔王と金髪巨乳女がいる。二人とも安心しているようだ。

『ククク、真正面から説明して正解だったな』

『そうね。あんなにちゃんと話を聞いてくれるなんて……。アルテミスたちと築いた絆、本当に固くて深かったみたいね』

　金髪巨乳女に抱かれたネメシスは、

『だぁ～♪』

　と赤ん坊を演じている。民から『心亡なき女神』なんて呼ばれているくせに、意外と達者な演技だ。

　でも、今はそれどころじゃない！

　私はベッドに立ち上がり、

「なんなんだよー！」

　遠見の魔法陣を足あし蹴げにした。

「なにが絆だ、くだらない！　どうしてこんな簡単に納得しちゃうんだよぉ!!」

　魔法陣の中では、すでにアルテミスたちがネーメの親探しに協力する方向で話が進んでいる。

　アルテミスらの面おも持もちには、怒りも疑念も感じられない。

　魔王ジュノへの信頼感がひしひしと伝わってくるばかりだ。

「くっ……」

　私は下唇を嚙かみ締しめた。

「アルテミスも！　グルヴェイグも！　ペルヒタも！　私と一緒にいるときよりも、ずっとずっと楽しそうにしてる……!!」

　──みんな、私のところから離れていって……。

　身体が熱くなる。

　顔が熱くなる。

　目頭が、熱くなる。

　私は遠見の魔法陣を解除した。

　静まり返る寝室。ここにいるのは、私だけ。私、一人だけ……。

「間違ってる……」

　拳を握る。歯を食いしばる。

「この世を統すべる女神の王が、こんなに寂しい思いをするなんて間違ってる……！」

　悪いのは魔王ジュノだ。

　みんなみんな、あの男が悪いんだ。

「……なにが性欲だ。性欲なんて汚いものに支配された連中、私がみーんな壊してやるんだから……!!」

　身体中を巡っていたドロドロの怒りが、胸のところで一つに固まる。敵意と害意が凝縮され、そこに炎が燃え上がる。

　復讐対象は魔王ジュノ、裏切り者の元女神たち。

　それから……マカイノ村全土。

「ふふふ、ネメシス……よろしく頼むよ？」

　楽しそうにしている奴らに、女神の鉄てつ槌ついを食らわせてやるんだ。

　私は口角を上げ、ネメシスを想って呟く。




「今回に限っては、キミも魔王に絆ほだされちゃった方が好都合かもしれないなぁ……」
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「お、お前たち、落ち着くのだ！　さ、三者三様の乳ち房ぶさが密着してくるのは非常に心地ここちよいが、そんなに詰め寄ってくるでない！　落ち着いて、よく聞くのだぞ!?」

　すごい剣幕でこちらを取り囲むアルテミス、グルヴェイグ、ペルヒタの三人に、俺は次の内容を言い聞かせた。




・この赤ん坊の名はネーメ。俺たちと共存すべき人間族である。年齢は一歳九ヶ月。

・決して、断じて俺の娘ではない！

・ネーメは工房の正門に捨てられていた。

・ともかくネーメの親を探し出し、事情を聞かなければ。

・常識で考えよ。性なる結合儀式は、あくまで結婚してから執行すべきである。

・俺は童どう貞ていだ。




　──以上である。

　アルテミスたちの反響が最も大きかったのは、言うまでもなく最後の項目だ。

　とはいえ、彼女らが存外スムーズに事態を受け止めてくれたのは不幸中の幸いである。やはり、毎日のように繰り広げてきた男女の性戦が、信頼感を育はぐくんでいったのだ。

　俺は横目でネーメを見た。

「ばぶ～♪」

　青い髪の小さな命は、スピカに大人しく抱かれている。あれだけアルテミスたちが騒いでいたというのに、泣き出す気配はない。大人しいのか、神経が太いのか……。

　そのとき、パッと手が挙がった。

「む。どうしたのだ？」

　挙手したのは、肉感的なボディと麗うるわしい銀髪ロングがトレードマークの元女神、アルテミスである。手を挙げた勢いで、豊満すぎるバストがぶるんっと揺ゆれるのを、俺は見逃さなかった。

「あのぅ……ジュノ様。この子の親御様を探して、それでも見つからなかった場合はどうするのですか？」

「……ふむ」

　確かに……。そうなってしまう可能性も充分考えられる。なにせ、手がかりが少なすぎるのだから。

「そうなれば、マカイノ村で育てるしかあるまい。魔族と人間族は、共存していかなければならないのだ。俺はそう思っている」

「あぁんジュノ様、なんてお優しい……！」

　アルテミスに応えると、彼女はホッとしたように頰をゆるめた。

　グルヴェイグとペルヒタ、スピカも同様の反応である。

　いや、待てよ？

　そもそも親探しをしている間は、俺たちがネーメの世話をしなければならないのだ。親が見つからなかった場合のことはもちろんだが、その前に、今日を乗り切る手段を考えるべきだろう。

　それを説明した上で、

「この中で、赤ん坊の世話をした経験のある者は？」

　俺は女性陣を順に見やった。

「わ、わたくしは……女神王ヴィーナス様のお世話なら……」

　アルテミスが気まずそうに目をそらす。その動きだけで、たわわな膨ふくらみがたわわんっと弾む。

「うぐっ……。恥ずかしながら、赤子の世話は、そのぅ……。で、ですが、民の調教でしたらお任せください！」

　自称新妻のグルヴェイグが、鼻息荒くまくし立てる。つややかな黒髪に四角いメガネ。黙っていれば知的な美人なのだが……。

「わたし……お世話される側だったから……」

　ゴスロリドレスのチビッ子──ペルヒタは、当然のように言ってのける。

　南海の楽園・ペルヒタ教国で崇あがめられている彼女は、今までさんざん民に甘やかされてきたのだろう。

「私……赤ちゃんを抱くのって、ネーメが初めてなの。後頭部を支えるのは、知識として知ってただけで……」

　残るスピカも不安そうだ。

　俺は腕を組む。

「困ったな……。これから各所で聞き込みをするとなると、ネーメ本人を連れて行かねばならなくなるわけだが……」

　──しかし。

　そのとき、我が邪悪なる脳裏に漆しつ黒こくの稲妻が閃ひらめいた。

　俺は女性陣の美び貌ぼうを見つめ、

「経験がないなら、経験を積めばよいのだ！」

　声を張り、高らかに言ってのける。

「これよりネーメを順に抱いてゆくのだ。場数をこなせば、必ずや満足のいく世話ができるようになるだろう。ママ試験の開催である!!」

　勢いよくマントを翻ひるがえしての宣言だ。

　我ながら当たり前のことを言っているだけのような気もするが、それはともかく。

「あぁん！　ジュノ様のおっしゃる通りです！」

「はぁ、はあ……新妻として躍進できる機会が来ました……！」

　恍こう惚こつの表情を浮かべるアルテミスとグルヴェイグ。

「赤ちゃんのお世話……ちょっと、興味あるかも……」

「そ、そうね。練習するに越したことはないわ」

　ペルヒタとスピカも、前向きな反応を示している。

　ならば、この機を逃す手はない……！

「では、まずはアルテミスから抱いてみよ」

　スピカに視線で促うながす。すると彼女は、今まで抱いていたネーメをアルテミスへと渡した。ごく慎重な手つきで。

「あぁぁ～……。こ、これが、赤ちゃん……！」

　ネーメを抱いたアルテミスが、熱い吐息をこぼす。

　大きなタレ目で赤ん坊を見下ろす元女神。その表情は、いつになく柔やわらかかった。

　じんわり潤うるんだ瞳ひとみ。ほんのり上がった口角。

「なんと……。これが母の微び笑しようというやつか……！」

　その穏やかな光景に、俺は思わずうなってしまった。

「い、意外と様になってるわね……」

「くぅっ……新妻の私を差し置いて！」

「あんな顔のアルテミス、初めて見るかも……」

　スピカ、グルヴェイグ、ペルヒタも、俺と同意見のようだ。

「ばぶぅ～♪」

　当のネーメも幸せそうな笑顔である。言葉はままならないようだが、アルテミスに向かって親愛の情を示しているように見えた。

「だぁ～♪」

　やはり、乳房か？　アルテミスが誇る絶世の豊乳が、ネーメに果てなき安心感を与えているのかもしれない。

　……気持ちはわかる。あのふわふわの双丘に包まれると、俺とて深い安らぎに包まれるのだ。そして股こ間かんの利かん坊を挟まれ、しごかれれば、圧倒的な快楽が押し寄せてくることは言うまでもない。どんなに我慢していても、ついつい「はぁぁ……っ！」と悦楽の声が洩もれ、従順な気持ちになってしまうのである。

　包んでよし。挟んでよし。しごいてよし。

　アルテミスの柔らかな山脈は、まさしく魔界の至宝といえよう。

　と、そのとき。

「あらぁ？」

　絶賛母性発はつ揮き中ちゆうのアルテミスが、首をかしげた。

「む。どうしたのだ？」

「ジュノ様。この子、一歳九ヶ月なのですよね？」

「うむ。審しん理りの魔ま眼がんによればな」

「だとすると……あらあら……」

　アルテミスは不安げな顔になってしまった。ネーメが「なぁ～♪」と口にする中、大きなタレ目に悲しみの念を湛たたえている。

「どうしたのだ？　一歳九ヶ月だと、何か不都合があるのか？」

「はい……。その年齢なら、もう言葉を口にしてもおかしくないのですが……」

「そ、そうなのか……」

　と、俺が口にした直後だった。

「ばぶぅ!?」

　ふいに、ネーメがビクッと肩を震わせた。……ような気がした。

　俺とアルテミスが顔をのぞき込むと、

「…………」

　ネーメは首を傾け、目を合わせてくれなくなってしまった。頰が引きつり、据すわっていない首筋に冷や汗が浮いている気もするが……。

「……。つまり、言葉が出るのが遅いというわけか」

「……。そ、そうですね。まあ、個人差がありますから……」

「というかアルテミスよ。お前……詳しいのだな？」

「はいっ。わたくし、いつお世よ継つぎを身ごもってもいいように、知識だけはつけておりますので！　ジュノ様への愛に生きると決意したあの日から、それはそれは猛勉強しています！」

「な、なるほどな」

　それはさておき……。

「ふむ。しかし、ネーメはどうしたのだ。急に黙ってしまったぞ？」

「ネーメ様？　ネーメ様？」

　俺たちが右からのぞき込むと、ネーメは左へ顔を向ける。

　俺たちが左からのぞき込むと、ネーメは右へ顔を向ける。

　そんな動きを繰り返した結果──。

「ぱ、ぱぁぱ♪　まぁま♪」

　ネーメが言葉を話し始めた!!

　無む垢くな笑みを浮かべているようにも見えるが、やはり首筋には冷や汗が。

「……これまた唐突だな」

「え、ええ……。『しゃべりましたぁ！』と喜びたい気持ちもありますが、さすがのわたくしでも、これはちょっと不自然に思います……」

『むむむ……』

　アルテミスと声を合わせ、ネーメの顔をじっくりとのぞき込む。

　すると。

「うぅぅっ！　うわあぁああぁああぁぁん!!」

　なんたることだ。ネーメが泣き出してしまった！

「あぁもう、なにやってるのよ！」

　真っ先に飛び出してきたのはスピカである。アルテミスからネーメを取り返し、ゆっくりと、優しく揺らし始めた。

「よしよし、よ～しよし♪」

　スピカが甘い声音で、ネーメをあやす。

　その効果は抜ばつ群ぐんだ。

「んんっ～……」

　今の今まで泣いていたネーメが、安らかな寝息を立て始めたのである。

　この光景に拍手を送るのは、グルヴェイグとペルヒタだ。

「ス、スピカさん。その手腕……悔しいですが、賞しよう賛さんせざるを得ません！」

「アルテミスのおっぱいが大きすぎて、怯おびえたに違いない……。スピカも大きいけど、たぶんそこがギリギリのライン……」

　彼女たちの言い分はともかく、俺はスピカに見み惚とれていた。

「～♪　～♪」

　ほのかな鼻歌を交え、ネーメを抱いた金髪の元王女。しっとり濡ぬれた瞳には、小さな命を守らんとする意志が感じられる。

　あふれんばかりの優しさに、その奥に感じる確固たる強さに、俺は衝撃すら受けてしまった。

「い、意外な才能だな」

「うぅぅ……。スピカ様、手て強ごわいです……！」

「しかし、さきほどのアレは……」

「どうなのでしょう。なんとも判断が……」

　俺とアルテミスが小さな疑念を抱える中、ネーメの抱っこ係は満場一致でスピカに決定したのだった。




　ちなみに。

　ネーメが目を覚ましてから、一応グルヴェイグとペルヒタもママ試験を受けてみたのだが……。

「よ、よしよし。よし、よし……。お、大人しくしなさい。私はダンナ様の新妻なのですから、私を慕い、私に母としての信頼を……」

「びええええええぇぇぇ!!」

　グルヴェイグは一瞬で轟ごう沈ちん。

　残るペルヒタは、『母として赤ん坊を抱きかかえる姿が、やや犯罪的である』という理由で失格になったのだった。

　本人曰いわく、『やっぱりわたしは、お世話される方がいいなぁ～……』とのことだったので、この決定はまあ……妥当なのだろう。

　小さなペルヒタが、もっと小さなネーメをあやす。

　そんな光景に、我が邪悪なる心がほのぼのしたのは、言うまでもない事実だが。
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　当面、ネーメの抱っこ係はスピカが担当することとなった。

　が、しかし。

　彼女とて、赤ん坊の世話をした経験は皆無らしい。ネーメの日常生活の責任をスピカに丸投げしてしまうのは、俺としても避けたかった。

　ゆえに、今後の対応を決めかねていた俺たちのところへ──、




『ありゃま、皆さんお揃いで。何かあったんですかぁ～？』




　──小さな小さな救世主が現れた!!

　彼女はリリス。俺の秘書官を務める、ピンクの髪がトレードマークの堕だ天てん使し少女だ。堕天使の証たる黒き光こう輪りんは、彼女の頭上にふわふわと浮かんでいる。

　リリスの外見は、まさしくつるぺた。大変なだらかなボディラインを描く彼女だが、その【性欲】の旺盛さと【性技】のポテンシャルは天井知らずである。

　そして俺たちは思い知ることとなったのだ。

　リリスの【育児力】の高さを──！




『んっふっふ～♪　ネーメちゃんっ、リリスお姉ちゃん特製の離乳食ですよぉ～♪　はい、あ～んっ』

『だぁぁ～♪　おい、ちぃ～♪』

『おぉっ、おいちぃですかっ！　よかったです！　さぁ、皆さんも食べさせてみてください。スプーンに載せるのは、ごく少量ですよ～♪』




『おっと、そろそろおしめを替えなくては』

『んぁ～♪』

『皆さん、集まってください。これからおしめの替え方を実演しますので、キチンと覚えてくださいねっ。ささ、魔王様もお近くで』

『ばぶぅ!?』

『さぁ、ネーメちゃん。おまたをくぱぁ、と開いて……おりょ？　ほらほら、抵抗するのはメッですよ～？』

『だ、だぁぁぁ……』

『おぉっ、そうそう。おしめを替えるときは、おまたをくぱぁ、ですよ。わかりましたね～？』

『ば、ばぶぅぅ……』




『おやおや？　そろそろおねむさんですね？』

『んまぁ～……』

『皆さん。赤ちゃんを寝かせるときは、こうして……丁寧に抱っこするのが一番イイです。ベッドに寝かせた方が楽ですが、こちらの体温に触れさせて安心感を与えた方が、この子の心が健やかに育ちますからね～』

『んぁ、ぁ……Ｚｚｚ……』




　と、まあそんな具合に。

　リリスの育児指南は、多項目にわたって繰り広げられていった。

　そして、今。

　食堂へ移動した俺たちは、全員で会議を開始した。議題は『ネーメをこれからどうするか』である。

「Ｚｚｚｚｚ……」

「ふふっ、よく寝てる……。もぅ、安らかな顔しちゃって……」

　ネーメの抱っこ係は、今もスピカが担当している。リリスの講義を受けたおかげか、抱っこの安定感が向上しているように感じられた。

　たっぷりの母性を湛たたえたスピカは、俺の胸を熱くして止やまない。

　食堂の椅子に背を預けると、俺は傍かたわらのアルテミスに囁ささやいた。

「俺の目には、どう見てもネーメは普通の赤ん坊として映っているのだが……。先ほどの一件は、単なる思い過ごしだったのだろうか？」

「ど、どうでしょう。……正直、わたくしも自信がなくなってきてしまいました」

『はぁ……』とため息を重ねる。

　一歳九ヶ月なのに、言葉を話さないのはおかしい──。アルテミスがそう指摘した途端、ネーメが『え、そうなの!?』とばかりに身を震わせたのだ。それ以降、わずかながら言葉を口にするようになって……。

「はぁぁ～」

　再び、アルテミスがため息をこぼす。しかし今度は困惑ではなく、うっとりするような、愛情を宿したような吐息だった。

「あぁ、ネーメ様……なんて愛らしい寝顔なんでしょう」

「うむ……。あの寝顔を見ていると、ネーメを疑う俺たちが悪者のように感じられてくるな……」

「あぁん、困りましたねぇ」

「どうだろう。この件は、ひとまず様子見ということに……」

「それがいいと思います。心に留めておく程度にしておきましょう」

　アルテミスとの密談を続けていると、

　むにゅうん……。

　ふと、右の肩口に存在感たっぷりの質量が押し当てられた。……大きい。柔やわらかい。温かい。その幸福な質量はむにゅっ、むにゅんっと自在に形を変えながら、俺の腕にまとわりついてくる。

　同時に、二本のしなやかな腕が俺の身体に絡みついてきた。

　そして鼓こ膜まくを撫でるのは、「ダンナ様ぁ～」という、甘ったるい声音。

　隣の席の自称・新妻。グルヴェイグがしなだれかかってきたのである。メガネの奥──そこに光る知的な瞳ひとみは、今や欲求不満に濡ぬれきっている。

「グ、グルヴェイグ……どうしたのだ？」

「もう、アルテミスばかり……。新妻である私の耳もとに囁いてください。お前だけを愛している……と！」

「ぐぬぬぬ……」

　とは言ったものの、正直、悪い気はしない。

　グルヴェイグは（黙っていれば）文句なしの美人である。また、尻も巨大だ。

　かつては敵対していたが、今や彼女も魔界の家族。

　その熟れた肉体に溺れたくなる日も多く、自慢の巨尻に顔面を押し潰された際には、何度精せいを放ってしまったか……。

　というわけで、無む下げにはしない。

　こうして愛を囁いてくれる女性に、俺は満身の愛を返すのだ。

「グルヴェイグ、今は会議の時だ。夜まで待っておくがいい」

　言って、れろぉぉ……と舌を伸ばす。

　もちろん標的はグルヴェイグの耳だ。

　その狭い孔あなを押し広げるように舌先を挿入し、壁面をれろれろと舐め回す。

「んおぉぉっ!?　ほぉぉあぁあぁあっ！」

　グルヴェイグが赤面を強め、熟れた身体をクネクネとよじらせた。知的な美人が、なんたる痴ち態たいを……。股こ間かんにそびえし大人の事情が、健康膨ぼう張ちよう運動を開始する。

　とはいえ、さっさと会議を始めなければ。

　グルヴェイグの孔から舌を抜き、居住まいを正す。

「……コホン。さて諸君。まずは、これを見るのだ」

　俺はテーブルに一枚の紙を置いた。

　ネーメのバスケットに入っていた手紙である。

『魔王ジュノ様へ。この子の名はネーメ。あなたの娘です』

　たったそれだけ書かれた紙面に、アルテミス、グルヴェイグ、リリス、スピカが視線を落とす。……はて、ペルヒタはどこへ行ったのだ？

　首を巡らせていると、アルテミスが「うぅ～ん」とうなった。

「困りましたね。たったこれだけでは、どうにも探しようが……」

「同感だ。もう少しヒントがあればな……」

　手紙は何の変哲もない便箋に書かれており、文字に癖や特徴もない。

　これではどうにも……。と、俺が腕を組んだときだ。




「神聖ネメシス共和国……」




　平静を取り戻したグルヴェイグが、気になる言葉を口にした。

「ネーメという名前──この子の出身国として最も可能性が高いのは、神聖ネメシス共和国だと思います」

「あぁ、なるほど！」

　アルテミスが目を見開き、パンと手を打つ。心当たりがあるようだ。

「神聖ネメシス共和国では、国教の女神・ネメシスにちなんだ名前をつけることで、彼女の祝福が得られるのです。だから民は、女の子が生まれると……たとえば『ネーメ』『ネーメス』『ネムー』『ネメネメ』といった具合に、女神ネメシスに近い名前をつけることが多くて……」

「ほほぅ。つまり、ここにいるネーメも、その一人である可能性があるわけか」

「はいっ！」

　アルテミスがうなずく中、俺は口を引き結び、三〇〇年前の出来事を思い出した。

　──ネメシス。

　我が宿敵、六ろく芒ぼうの女神の一人である。

　女神たちによる魔界侵攻。やがて魔力切れに陥った俺は、ここにいるアルテミスたちによって神聖空間に封印されてしまったのだ。

　封印魔法を食らったとき、俺はネメシスの顔を見た。

「ネメシスか……。たしか、無表情な少女だったような記憶があるな」

　そうつぶやくと、グルヴェイグとアルテミスが肩を落とした。

「ダンナ様の仰おつしやるとおりです。ネメシスはいつも無表情、無反応で……。かつては同じ六芒の女神だったものの、私……あの子と会話をした記憶がありません」

「……わたくしもです。地上観光に誘っても、お茶会に誘っても、プイッとどこかへ行ってしまって……」

「女神って、地上観光を娯楽にカウントするのね」

　これまで大人しく話を聞いていたスピカが、ほのかに白い歯を見せて苦笑する。

　ネーメの身体をポンポン叩きつつ、

「ねぇ、神聖ネメシス共和国ってどういう国なの？」

　アルテミスたちに質問を投げかけた。

　それは俺も気になるところだが、しかし。

「……？　この国の第四王女だったというのに、隣国の状況を知らぬのか？」

「えぇ、そうなの。神聖ネメシス共和国とはほとんど交流がなくて……しかも特に問題も起こさないから、話題に上ることもなかったのよ」

　それに私、小さい頃から勇者の代わりをやらされてて、政治方面はさっぱり……。

　と言って、スピカはアルテミスとグルヴェイグの答えを待つ。

「あらぁ、でしたら……」

「いいでしょう。それでは私の口から……」

　どうやら説明してくれるのはグルヴェイグのようだ。彼女はメガネの位置を直し、淀よどみなく語り始めた。

　──神聖ネメシス共和国は、神聖アルテミス王国の西方に位置している。

　国土、人口ともに、神聖アルテミス王国よりもやや小規模。

　国教はネメシス教。崇すう拝はい対象は、もちろん六芒の女神ネメシスである。

　他者との関わりや、人間族の心の機き微びを推し量ることが苦手なネメシスが治めているせいか、この国の体制はやや特殊──というか、合理的。

　すべての基準は、数字である。

　民が善行を積めば、プラス１ポイント。

　逆に悪行を働けば、マイナス１ポイント

　そんな具合に民の行動に応じてポイントを割り振ってゆき、その数値によってネメシスが祝福や罰を与える教義を採っているのだ。

「はぁ……」

　ここまで説明して、グルヴェイグは深いため息をついた。

「かつてネメシスは、犯罪が横行した街を丸ごと焼き払ったことがあるんです。その街に住む民の〝数字〟がマイナスに転じすぎたせいで」

『……!!』

　俺とスピカが息を呑のむ。

「あぁ……ありましたね。あれはさすがにやりすぎだったように思います……」

　当時のことを覚えているのか、アルテミスは沈痛な面持ちだ。

　哀れむようなまなざしを向けつつ、グルヴェイグは続ける。

「大昔、神聖ネメシス共和国は『神聖ネメシス王国』という名前でした。しかし当時の王族がネメシスへの信仰を軽視し、ありとあらゆる罪を重ねた結果……。

　彼女は、王族たちを神罰によって皆殺しにしました。それによって君主制が崩壊し、現在のような共和制が敷かれることになったんです」

　付いた異名が、心亡なき女神──。

『…………』

　グルヴェイグの一言を最後に、食堂内に沈黙が横たわる。

　だが、徐々に人物像が見えてきた。心亡き女神──ネメシス。無表情を貫きつつ、確固たる信念によって国を動かし、罪に対しては毅き然ぜんとした態度を取る少女らしい。

「それだけ聞けば好印象なのだが……うぅむ」

　神聖ネメシス共和国が小国でいるのは、もしかしたら定期的な神罰によって人口が大きく減少しているせいなのでは……。

　そんな思いを抱えつつ、俺は顔を上げた。

「話を聞く限り、ネーメは神聖ネメシス共和国の出身である可能性が高そうだ。とはいえ、親はおそらく神聖アルテミス王国内にいるだろう」

　視線の先には、堕天使少女のリリスがいる。

　こちらの意図を察したのか、彼女はぴょこんと立ち上がった。

「リリスもそうだと思いますっ！　ここ数日、近隣地域でリリスたち以外の転移魔法が使われた形跡はありませんので！」

　リリスは常時、マカイノ村を覆うような大規模魔法陣を展開している。

　これは強力な防御壁だ。

　しかも、村内はもちろん、近隣地域で俺たち以外の魔力反応が現れると、そのたびに魔法陣が報しらせてくれるのである。

「そっか。リリスの魔法陣に反応がないということは、ネーメの母親は直接バスケットを工房へ持ってきたのね」

　スピカの言葉に首肯する。

「その通りだ。ネーメの母親は、まだ国内にいる可能性が高い。他国へ旅立ったとしても、その痕こん跡せきを辿たどることはできるはずだ」

　ゆえに、俺の提案は、こうだ。

「この国をはじめ、近隣諸国にネーメの存在をアピールしよう。演説、張り紙、似顔絵……様々な手段を用いて情報を募り、必ず親を捕まえるのだ！」

　これには『おぉぉ！』と歓声が上がる。

「ジュノ様、国内のことはわたくしにお任せくださいっ！」

　大きなタレ目を輝かせるアルテミス。

「私の国でも、ネーメさんの情報を集める体制を整えます」

　グルヴェイグがメガネに手を添え、ニヤリと笑う。

「調査に必要な各種魔法陣は、リリスが担当しちゃいますよ～♪」

「ええと、私は……とりあえず、ネーメをずっと抱っこしてるわ！」

　リリスとスピカも前向きな反応だ。

　……よし。なかなか建設的な会議ができた気がする。

　会議時間は最短で。取り決めの実行は迅速に。それが魔界の仕事術である。

「さて諸君。会議はこれにて……ぬぐぅ!?!?」

　俺が会議の終了を告げようとした、その直後。

　突如として、下半身に猛烈な快感が襲いかかってきた!!

　震源地は、我が肉体の中心部。

　会議によってすっかり落ち着きを取り戻していた、俺の痴ち的てきな愛あい棒ぼうだ。

「はむっ、はむぅ……。ごろにゃん……。会議、終わったよね……？　んんぅ～ご主人様ぁ、構って構って～」

　犯人はペルヒタだ。

　姿が見えないと思ったら、いつの間にかテーブルの下にもぐり込んでいたのだ。

　俺の太ももに手のひらを添え、大きく身を乗り出して、ズボンの上から股間をはむはむしているのである！

「んんっ、ご主人様……ごひゅじんひゃま……はむはむ、はむはむ……」

　ペルヒタの奉ほう仕しは丁寧だ。

　首を傾け、儚はかなくも柔らかい唇くちびるで、しぼんだ肉にく竿さおをはむはむと甘あま嚙がみしている。

　根元から先端へ──先端から根元へ。

　焦じらすような甘嚙みが魔性の砲身を往復し、患部が快楽の痺しびれに包まれる。

　膨張運動──開始。

「はぁ、はぁ……はむはむ。ご主人様の……わたしのおクチの中で、ムクムク膨ふくらんでくるぅぅ……」

「くっ、うぅ……。それよりペルヒタ、会議の内容は!?」
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「ちゃんと聞いてた……問題ナシ。それより……はむっ、あむぅ……。ずっとご主人様のえっちな部分を眺めてたから、ムラムラが……とまらにゃい……」

　ペルヒタの唇がいやらしく蠢うごめく。

　その絶妙な圧迫感たるや──その背徳的な光景たるや──!!

「ご主人様の、ピクピク跳ねてる……」

「ぬうぅ……！　あ、当たり前だ。お前の小さな唇が、これほど淫みだらに蠢いているのだぞ？　ペルヒタよ……いいだろう。続けるがよい！」

「ごろにゃんっ」

　ペルヒタはニンマリと口端を上げ、今度は肉剣の切っ先に吸い付いてきた！

　もちろん俺はズボンを穿はいている。

　なのに彼女は、その部分をチューチューと吸ってみせたのだ。

　健気に、いじらしく、愛らしく。

　それでいて、肉棒のニオイを愉たのしむがごとく、鼻をスンスン鳴らしながら……。

「スンスン……スンスン……。ご主人様、えっちなニオイしてきた……。わたし、んんっ……我慢できないかも……」

　ペルヒタの頰が赤々と染まっていく。息づかいが荒くなっていく。

　その直後、聞こえてきたのは小さな水音だ。

　くちゅっ、くちゅくちゅ……。ぐちゅ……くちゅぅぅ……。

「な、なんと……！」

「はぁ、はぁん……ご主人様……しゅき、しゅきぃぃ……」

　その水源は──言わずもがな、ペルヒタの柔らかな二枚貝である。

　彼女は俺の股間をズボン越しに吸いながら、フリルたっぷりのスカートの中に片手を滑り込ませたのだ。

　フリルの向こうで何が起こっているのか──想像は容易だ。

　くちゅっ、にちゃっ……くちゅちゅっ……ぐぢょ、ぐぢゅる……っ。

「んんっ、んんぅっ……ご主人様、あぁぁ……ごしゅじんしゃまぁぁ……！」

　だんだん水音が大きくなっていく。水音の粘度も上がっていく。

　ペルヒタの呼吸が何度も弾み、スカートに突っ込んだ腕の動きも、より激しくなっていく……！

「んんっ、んんぅ……ご主人様……！」

「ぺ、ペルヒタ……！」

　テーブルの上と下。俺とペルヒタの視線が絡み合い、通じ合い、互いに小さくうなずき合った。

　そして──。




　ぶびゅぅっ！　びゅるるるっ……！　どびゅるるるうぅぅぅぅっっ!!!!




　白はく濁だくの砲撃音が、食堂内に響き渡った。

「うぶぅっ!?　んぐっ……ぢゅぷ……。んんんっ……」

「うぬぅっ……。ぬおぉぉ……！」

　なんたる解放感だろう。股間はむはむによる、焦じらすような快感。ずっと感じていたもどかしさが、激しい精暴発によって一気に解消されたのだ。

　この清すが々すがしさはどうだ。

　ズボンの中に射しや精せいしてしまったことなど、些さ細さいな問題に感じられてくる。

「んんんっ……ふぐぅっ……。んぐっ、はぐぅう……」

　ペルヒタは小さな身体をギュッと丸め、ビクン、ビクンと不規則に背筋を波打たせている。強烈な絶ぜつ頂ちようを味わっているようだ。

　しかし彼女は離れようとしない。

　全身を小刻みに痙けい攣れんさせながらも、

「ぢゅるっ……。ちゅー、ちゅー……。ぢゅぷぷっ……ちゅううぅぅう……！」

　と音を立て、俺の股ぐらに顔を埋うずめているのだ。

　まるでズボンの奥から、魔王液を吸い出さんとするかのように。

　なんて健気な……！　俺の胸は、ペルヒタへの想いでいっぱいになった。

　彼女の髪を優しく撫で、

「ペルヒタよ、大儀である。たいへん……よかったぞ」

「んうぅっ……ごしゅじんしゃまぁ……」

　吸引に没頭していたペルヒタが顔を上げ、とろけた笑みをこちらへ向ける。

　ズボンから吸い出した精液と自身のよだれによって、今や美び貌ぼうはドロドロである。

　それでも──彼女は幸せそうだ。

　そこで、ふと気づく。

『………………』

　スピカ、アルテミス、グルヴェイグ、リリス。

　彼女たちが、呆れ顔でこちらをジ～ッと見つめていることに……！

　その視線によって、俺はようやく思い出した。

　ここが食堂であることを!!

「クッ、俺としたことが……。ペルヒタのはむはむが心地ここちよすぎて、根本的な部分を忘れてしまうとは……！」

　吐精の副産物として、心がどんどん落ち着いていく。

　やがて魔ま賢けん者じやのごとき平静が訪れ、ズボンの中がドロドロであることが非常に気になってきてしまった。

「ちゅーちゅー……。ご主人様……ちゅーちゅー……」

　まあ、その点に関してはあまり問題ない。

　今もこうして、ペルヒタが股間に顔を埋め、中の粘液を吸い出しているのだから。

　とは言ったものの。

「ジュノ……あなたねぇ……」

「ぬっ……」

　スピカの呆れ顔は、しかしなかなかの破壊力だ。

　赤ん坊を抱いた彼女に性的なアレコレをたしなめられると、罪悪感のあまり胸がチクチク痛んでくる。

　……が、そんな視線が股間へ次なる活力を与えるのだから、人間族の肉体はまさしく神秘である。

「ぷはっ……ご主人様、またおっきくなってきた……。んふふっ、はむっ……ちゅーちゅー……んん～っ」

　白き魔弾の再装塡に、ペルヒタはご満悦である。

　と、ここでもう一人、我慢が限界に達した少女が──。

「はぁ～……魔王様ったらぁ♪」

　堕天使少女のリリスである。頭上に漆しつ黒こくの光輪を浮かべながら、チロリと舌なめずりをする。幼い顔立ちをしているというのに、その仕し草ぐさたるや妖よう艶えんの一語である。

　リリスがテーブルに手を添える。

　テーブルの──角の部分に。

　そして彼女は腰を突き出し、自らの股間をテーブルの角に擦りつけ始めた。

　細い腰が前後する。

　テーブルの角がリリスの股間を刺激し、すぐにささやかな水音が聞こえてきた。

「はっ、はっ、はぁぁ……！　もぅ、魔王様ったらぁ……そんなの見せつけられたら、リリスだってムラムラして……ガマンできなくなっちゃいますよぉ！」

　くちゅっ、くちゅくちゅ、ぐぢゅっ、ぐぢゅっ！

　テーブルの揺ゆれが激しくなるにつれて、リリスの吐息も弾みを増した。

　彼女は股間を濡らしながら、うるんだ瞳で周囲を見渡し、

「んっ、んっ……！　み、皆さん、もう会議はおしまいにしましょう！　ここから先は、魔王様とのどっぴゅんフェスティバルです！」

　乱交パーティーの開催を促うながしてきた！

「あぁん、大賛成です！　わたくしだって……もうたまりません！」

　舌をレロレロ動かしながら、アルテミスが俺のズボンを脱がしにかかる。

「うぐぅ……。アルテミス、独占は……ダメ。二人でペロペロ、しよ……？」

　股間の占有者であるペルヒタは、アルテミスの侵略に抵抗しながらも、協きよう働どう口こう淫いん体たい制せいを打診する。

「あぁ、股間が埋まってしまいました……では私は、ダンナ様のおクチを……！」

「グルヴェイグさん。リリスと一緒に魔王様とちゅっちゅしましょう♪」

　言うが早いか、こちらに迫ってくるグルヴェイグとリリス。

　彼女たちは目をつむり、唇をすぼめ──俺にキスの雨を降らせるつもりらしい。

　さて、残ったのは……。

「スピカよ。お前はどうするのだ？」

　ズボンを脱がされ、左右の頰に多量のキスを浴びながら、俺は赤ん坊を抱いたスピカに訊たずねた。

「えぇっ!?　で、でも私、ネーメを……」

　などと言って、こちらから視線をそらしたものの。

　俺は、見てしまった。

　スピカの身体が、小さく揺れていることに。

「よいではないか。ネーメもよく眠っている。……さぁ、モジモジしていないで、こちらへ混ざるのだ」

「……!?　ど、どうしてわかったのよ!?」

　スピカがカ～ッと頰を赤らめ、唇をわななかせる。

　そう。スピカはテーブルの下で、密ひそかに下半身をモジモジさせていたのだ。理由は言わずもがな。彼女の下着は、すでに重さが変わるほど濡れそぼっているだろう。

「うぅう……。だって、そんなの見せつけられたら、誰だって……！」

　ブツブツ言いながら、ネーメをバスケットに寝かせるスピカ。

　──大丈夫だ。起きる気配はない。

　俺は柔らかな女体に包まれながら、両腕を広げ、スピカを受け入れんとする。

「スピカよ、今こそ性欲を解放するのだ！　その底なしの性欲を、さあ……!!」

「底なしの性欲って何よ！」

「ククク……。【性欲】八八〇は、充分底なしだと思うが？」

「もぅ！　私、そんなにえっちな子じゃないんだからね!!」

　などと言いつつ、スピカは俺の胸に飛び込んできた。

　告白しよう。

　俺はこのとき、彼女の性欲を侮あなどっていた。

　七日に及ぶ長期の禁欲を経て、ドロドロに煮詰まったスピカの性欲を……！

　その結果、スピカは誰よりも熱烈にキスをして、誰よりも執念深く下半身に奉仕し、誰よりもたくさんの射精を導くことになるわけだが……。

　ともかく。

　どっぴゅんフェスティバルは、夕食の仕込みにやってきたメイドたちが悲鳴を上げるまで続いたのだった。
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　翌日。

　ネーメの親を探し出すため、神聖アルテミス王国の王都へとやってきた。

　目的地は王都の中心──王宮だ。

　俺に同行するのは、スピカとアルテミスである。

　もちろんネーメも一緒だ。スピカに抱かれ、なにやらキャッキャと笑っている。

「ネ、ネーメ。今の……もう一回言って？」

「ま、ま～♪」

「～～～～～ッッ!!　も、もう一回！」

「ま～ま♪」

「はぁんっ！　あぁぁっ……！」

「まぁま！　まぁま！」

「あぁぁあっ！　イイ……！　これはイイわ……！」

　ネーメに『ママ』と呼ばれるたび、スピカは恍こう惚こつの表情で身体をよじらせている。ぐにゃっと緩んだ口もとからは、今にもヨダレが垂たれてきそうな勢いだ。

　それが面白いらしく、ネーメはママと連呼している。

「まったく。どちらがあやしているのかわからぬな……」

「んふふ、ジュノ様。スピカ様のアヘ顔はさておき、わたくしたちはラブラブカップルデートを満喫しましょう！」

　ねっとりした笑みとともに、アルテミスが俺の腕に絡みついてきた。

　魔界随一のふかふか感を誇る肉の房が、もにゅうぅっと押し当てられる。

　あぁ……腕が幸福だ。

　スピカのことは笑えない。このたわわな感触を味わってしまっては、俺とて彼女と同じく顔が緩んでしまうのだから。

　大通りを歩きながら、俺は必死に頰の筋肉を引きしめる。

「ア、アルテミスめ。また乳ち房ぶさが育ったな？」

「あぁん、わかりますか!?　ジュノ様への愛が、わたくしの膨ふくらみを日々育てているのですよぉ～っ！」

　アルテミスが歩くたび、たわわにも程がある乳房がたぷたぷと揺ゆれ動く。許されるなら、一日中眺めていたい光景だ。

「まぁま！」

「あぁぁ……！」

「ジュノ様ジュノ様ぁ～ん」

「ぬおぉ、なんという豊乳か……！」

　ママと連呼するネーメ。身体をくねらせるスピカ。

　俺の腕に乳を擦りつけるアルテミス。その快感を味わう俺。

　大通りを歩いているものの、そんな俺たちに奇異の目を向ける者は存在しない。

　なぜなら、俺たちには『魔ま導どう迷めい彩さい』がかかっているからだ。

　たとえ俺たちとすれ違っても、道みち往ゆく人々は『名もなき男女とすれ違った』という程度の認識しかできなくなっている。

　ゆえに今、俺は額ひたいのツノを出しているし、魔王の衣を身につけたままだ。

　これから向かう王宮では、この格好の方が都合がいいのである。

「ククク……。王都も変わったものだな」

　俺は目を細め、晴れやかな気分で大通りを見渡した。

　青く澄み切った空。さんさんと降り注ぐ太陽の光が、この国の前途を明るく照らしているようだ。

「んふふっ。人間族と魔族の共存、上手くいっているみたいですね」

　アルテミスの言葉に、確固たるうなずきを返す。

　大通りの雑ざつ踏とうは、人間族と魔族によって構成されている。

　その割合は、人間族が七、魔族が三といったところか。
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「スピカ様の調査によると、地方の町や村でも、こうして平和な共存が実現しているそうですね？」

「うむ、概おおむねな。もちろん、まだまだ小競り合いは起こっているようだが……」

「ふふっ。ジュノ様のお力があれば、いつかは作れますよ。この国の全土で、人間族と魔族が平和に共生できる環境が……」

「アルテミス……」

「ジュノ様ぁん……」

　銀髪美女の穏やかな微び笑しように、思わず胸が弾んでしまった。

　ぬぅ……。今すぐアルテミスを抱きしめたい。キスがしたい。性感を刺激し合い、同時絶ぜつ頂ちようを体感したい。

　そんな欲求を抱えつつ、歩くことしばし。

　俺たちは王宮の正門に到着した。

　敷地を囲むのは、赤レンガ色をした背の高い城壁。

　その城壁の上方に、城の尖せん塔とうがいくつか見えている。

「さて……」

　俺は右手に魔力を溜め、それを足もとに解き放った。

　白い石いし畳だたみに、漆しつ黒こくの円形魔法陣が展開する。それほど複雑な呪文を描く必要はない。これは単なる転移魔法の魔法陣だ。

　いちいち門番に話を通して……なとど、面倒なことはしない。

　一気に王宮内へ転移し、用事を済ませるとしよう。

「昨日のうちに、リリスが関係各所に話を通している。あとはネーメを届けるばかり……といったところだな」

　俺は左手の指をパチンと鳴らした。

　魔力の膜が消滅する。自分とアルテミスの魔導迷彩を解除したのだ。

　当然ながら、スピカにかかった魔導迷彩はそのままである。

　──よし、行くぞ。

　呼びかけに即答するのはアルテミスだ。

「はぁい、ジュノ様ぁん！」

　そう言って、再び俺の腕に絡みついてくる。

　あとは──。

「Ｚｚｚｚｚ……」

「…………」

　いつの間にか眠ってしまったネーメと、沈黙しているスピカである。

　先ほどまでの笑顔はどこへ。

　スピカの瞳ひとみに宿るのは──おそらく、不安だ。

　その心情を察した俺は、

「……案ずるな、スピカ。お前には魔導迷彩がかかっている。王宮の誰にも、気づかれることはないのだ」

　子供を諭すように、ゆっくりと言葉を刻んだ。

「え、ええ。そう……よね」

　スピカの声は小さく、頼りない。どうしたものか……。

　とはいえ、もうじき約束の刻限である。

　俺はスピカの腰に手を回し、そっと彼女を抱き寄せた。

「んあっ、ジュノ……」

「不安になったら、俺の後ろに隠れるのだ。……なにも気負うことはない。お前の選択は正しかった。俺は、そう信じているぞ」

「…………。あ、ありがと……」

　その言葉をきっかけに、俺は転移魔法を発動させた。

　──景色がブレる。

　──浮遊感が訪れる。

　次の瞬間、視界に飛び込んでくるのは、大広間の装飾壁。

　そして、そこに集まった王立騎士団の面々である。

　ザザザッ──。

　忙せわしない音を立て、二十数名の団員たちがこちらに向き直った。

「わっ、いらっしゃった！」「あの方が魔王ジュノ様！」「ステキ……」「え、え、カッコよくない!?」「アルテミス様もお美しいわ！」

　ほほう。なかなか嬉しいことを言ってくれるではないか。

　騎士団を構成するのは、スピカと同年代の少女たちである。

　誰もがピカピカの鎧に身を包んでいるが、帯剣はしていない。俺に対する忠誠と親愛を示すため、武器の携帯を控えているのだろう。

　そんな彼女たちのざわめきは、しかしすぐに収まった。

　リーダーと思おぼしき少女が『気をつけぇ！』と号令を放ったのだ。

　雷に打たれたように姿勢を正す団員たち。吹き抜けになった大広間が静まり返り、たくさんの瞳が俺たちに注目した。

　ふと、リーダーらしき少女が足を踏み出す。

　彼女は俺の前方で立ち止まり、恭うやうやしく膝ひざをついた。それに合わせて、他の団員たちも同じように跪ひざまずく。

「魔王ジュノ様、ようこそ王宮へ。わたくし、王立騎士団の臨時団長を務めております、リューコ・マヒストラルと申します」

「うむ。面おもてを上げよ、リューコ」

　俺は胸を張り、魔王の威厳をたっぷり込めてそう言った。リューコは「ハッ！」と短く応え、こちらを仰ぐ。ショートの黒髪。凜り々りしい眉まゆ。乳房の膨らみは中の中。なかなかの美少女だ。

「話はリリスから聞いているな？」

「は、はい！　そちらの……ネーメ様の親御様を探しておられるとのことで……」

　リューコの視線がネーメに移る。

　彼女を抱いた、スピカの方へ。

「……ッ」

　元・王立騎士団長スピカが息を呑む。やはり緊張しているようだ。

　彼女の腰に手を添えつつ、俺は続ける。

「そうだ。お前たちには、ネーメの親の調査を依頼したい。各地方の騎士団や憲けん兵ぺいたちに連絡し、ネーメに関する情報を集めてもらいたいのだ。

　親が見つかれば僥ぎよう倖こうだが……まあ、どんなに些細なことでも構わない。ネーメの親に繋がる糸口のようなものがあれば、必ずマカイノ村へ連絡するのだ。よいな？」

「ハッ！」

　リューコの返事は淀よどみない。

　彼女の部下たちも頭こうべを垂れ、指示を受け入れる構えを見せている。

　……と、そのとき。

「ジュノ……。やっぱり、私……」

　スピカが頼りない声を洩もらし、俺の背中に身を隠した。

　まあ、無理もない。

　ここに集まった王立騎士団は、スピカのかつての部下たちなのだ。

　第四王女でありながら、勇者の代わりとして酷使される日々。騎士団の少女たちはスピカの魔法剣に依存し、期待や責任を無遠慮に押しつけてくる……。

　そうした日々が続いた結果、スピカの心は悲鳴を上げた。

　審しん理りの魔ま眼がんでそれを悟った俺は、彼女を魔族に堕おとすことで、あらゆるストレスから解放したのである。

　魔ま導どう調ちよう律りつによって魔族となり、俺のもとに──マカイノ村に留まることを選んだスピカは、健康な心を取り戻している。よく食べ、よく眠り、よく達し。三大欲求を存分に満たした生活を送っているのだ。

　スピカには以前から『魔導迷彩』がかかっている。

　それにより、騎士団の面々はスピカの顔が認識できなくなっているのだ。今も、単に『ネーメを抱いた名もなき女性』として映っていることだろう。

「とはいえ、複雑だろうな……」

　スピカの心中を想い、俺はつぶやいた。

　あのとき彼女を助けなければ、確実に心が潰れていた。しかし状況としては、王女兼勇者としての仕事を投げ出したことになっている。

　スピカは現在行方不明という設定だ。魔導迷彩で存在を隠している以上、そうするしかなかったのである。

「あ、あのぅ、魔王様……」

　リューコがおずおずと声を発した。発言を許可すると、彼女は深く頭を垂れる。

　それから、

「団長は……スピカは見つかりそうでしょうか？」

　悲痛な面持ちで言葉を絞り出した。

「──ッ！」

　瞬間、背後のスピカが俺の服を摑つかんできた。手が……震えている。

　さて、どう答えたものか。

　スピカの行方は、魔族を中心に捜索中──ということになっている。

　リリスの記憶操作魔法によって、騎士団の面々はスピカとともにマカイノ村へ攻めてきたこと自体を忘れているのだ。

　彼女たちにしてみれば、信頼する上司がある日突然、消滅してしまったようなもの。気の毒といえば気の毒だ。

　けれども俺はスピカを優先する。スピカのことが、大切だから。

　俺はリューコに目をやり、

「スピカの行方は現在調査中だ。有益な情報が手に入ったら、すぐに伝える。それでよいな？」

「ハッ！　魔王様……な、何なに卒とぞ！」

　リューコの声音が揺らぐ。背後の部下たちも、一様に不安そうだ。スピカを心配しているのは事実なのだろう。

「して、リューコよ。今は其方そなたが臨時団長を務めているとのことだが、スピカの不在は、やはり痛いか？」

　──今でもお前たちは、スピカがいないと何もできないのか？

　リューコは言外の意味を察したらしい。

　眉をキリッと吊り上げて、

「スピカ団長の不在は、正直痛いです……。しかし、私たちは私たちなりに、王立騎士団としての役目を全まつとうしようと努めています!!」

　切実なまなざしで言葉を繋ぐ。

「大きなきっかけになったのは、三頭の龍族による王都襲撃でした。スピカ団長が不在の中、あの戦場で必死に避難誘導と人命救助に努めたことで、団の意識は大きく変わったと思っています！」

　──このままではいけない。自立しなくては！

　──スピカ団長に、もう心配をかけないために……!!

　リューコが撃ち放った言葉が、大広間に響く。

　その瞳には炎が宿っている。彼女だけでなく、背後の団員たちも、同じく。

「…………」

　スピカは──沈黙。

　しかし、俺の服を摑んでいた手が、スッと解けたのだ。

　俺は微笑む。

「其方たちの覚悟はわかった。我ら魔族も総力を上げ、スピカの捜索を継続する。お前たちもネーメの親の情報収集に努めるのだ。よいな？」

　すぐに聞こえる「ハッ！」の声。

　それをきっかけに、俺たちは大広間を後にした。

　背後に感じるスピカの気配。

　つい先ほどまで、それは淀み、揺らぎ、尖とがっていた。

　だが、今は……。

　覚悟の熱に溶かされたのか、ほのかな丸みを帯びていた──。
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　王立騎士団との顔合わせ、そして激げき励れい。

　それだけならば、わざわざ俺が王都へ赴おもむく必要はないだろう。

　むしろ本番は明日。

　昼ごろ王都へ戻るという、とある人物にネーメを見せることこそが、この任務の肝と言える。

　今日できることは終了した。王宮を後にした俺たちは、近くの宿屋へ移動。そのまま休むこととなった。

　宿屋に併設された酒場で夕食をとり、今は夜。

「…………」

　俺は古びたシングルベッドに寝そべり、ジッと天井を見つめている。

　儀式は休みだ。

　王立騎士団と対面したことで、スピカの心身は少なからず疲弊しているだろう。

　彼女には、事前に任務の内容を説明している。かつての仲間との再会──彼女も覚悟を決めた上での同行だろうが、それでも思うところはあったはずだ。

　俺の服を握りしめ、震えていたスピカの手。

　騎士団との別れ際には、多少の落ち着きを取り戻していたようだが……はてさて。

「……寝るか」

　少し早いが、致し方ない。

　俺が身を起こし、寝間着に着替えようとマントに手をかけると。

　コン……コン。

　……コン…………コン。

　部屋のドアがノックされた。控えめな音量で。ためらうような間を挟んで。

「スピカか」

　迷う必要はない。俺は着替えの手を止めた。

　ここへの来訪者は限られている。さらに、今夜ばかりはアルテミスとて空気を読むだろう。そう考えた上での即答だ。

　ドアを開けると、そこにはやはり──。

「ジュノ……」

　こちらを上目づかいに見つめる、金髪の美少女が立っていた。

　その面持ちを確認し、俺は微笑ほほえむ。

「どうしたのだ、スピカ？」

「んっ……ちょっと、ね……」

「…………。……散歩にでも行こうか」

「……んっ」

　スピカが小さなうなずきを見せる。彼女の肩に手を添え、二人で宿屋を後にした。










　──涼やかな夜風が頰を撫なでる。

　マカイノ村とは違い、この時間でも王都にはたくさんの灯あかりがともり、酒で顔を赤らめた人々が闊かつ歩ぽしている。

「近くに静かな公園がある。そこへ行こうか」

「……そうね。そういう場所の方が、今はいい……かも」

　短いやりとりを経て、俺たちは歩き出した。

　俺の右手はスピカの肩に乗っている。頃合いを見計らい、そっと力を込めると、しなやかな女体は何の抵抗もなくこちらに身を預けてきた。

「…………」

「…………」

　会話はない。けれども何ら問題はない。今は互いの体温を感じ合うことが、俺たちにとって最も必要なのである。

　──着いた。公園だ。

　王都は緑化に力を入れているらしく、街のそこここに大小の公園が点在している。

　ここは比較的大きな公園だ。芝生。ベンチ。噴水。茂み。アルテミスの石像。夜になると、噴水は停止するようになっているらしい。

　もちろん篝かがり火びは焚たかれていない。月と星の淡い光が、静寂に包まれた公園に神秘的な静せい謐ひつさをもたらしている。

　大木の下にあるベンチに、スピカと並んで腰かけた。

　二人の間には、わずかに距離が空いている。

「…………」

　目を伏せ、沈黙を続けるスピカ。

　けれども急せかすことはない。

　なぜならば、彼女の拳がギュッと握られているからだ。どこから話そうか。何から話そうか。悩んでいる証拠である。

　そして。

「ジュノ……」

　ついにスピカは顔を上げ、俺をまっすぐ見つめてきた。




「私にかかった魔ま導どう迷めい彩さい……解除してほしいの」




　一語一語、刻みつけるように──。

　スピカは俺と視線を合わせたまま、ハッキリとそう言った。

　魔導迷彩。

　それは彼女が、かつての部下たちから身を隠すための魔法である。

　それを解除するということは、つまり……。

「……よいのか？」

　真意を確かめるべく、俺は訊たずねた。

「魔導迷彩を解除すれば、行方不明になっていたはずのスピカが発見されることになる。そうなれば、王立騎士団や王族、国民は大騒ぎになるぞ？」

　それに──。

　言葉を続けようとして、俺は寸前で躊ちゆう躇ちよする。

　構図としては、スピカは王立騎士団長の職を投げ出したことになってしまう。自分にかかる重圧に耐えられなくなり、かつての仲間からの依存心が辛つらくなって……。

　その点に、果たしてどう折り合いをつけるつもりなのだろう。

「……俺としては、スピカが皆に責められる事態だけは避けたいのだ。お前が苦しむ姿など、俺は……！」

　そこまで口にしたときだ。

　唇くちびるに、ひんやりとした感触が訪れた。

　スピカが、人さし指で俺の言葉を止めたのだ。

「ふふっ。ジュノ、ありがとう……」

　その面おも差ざしは、優しく、穏やかで。

　しかし、確固たる決意が感じられた。

「私を心配してくれるのね？　……すごく、嬉しい……」

　だけどね、とスピカは続ける。

「……私、決めたの。もう隠れるのは終わりにしなきゃって。あの子たち──王立騎士団のみんなを、信じなくちゃダメだって」

　目を細めるスピカ。

　彼女の脳裏をよぎるのは、昼間の光景だろうか。

「騎士団のみんな……すごく頑張ってたわ。王都で龍族と戦ったときも感じたけど、みんなの覚悟は本物だって思ってる……。

　自分で考えて、自分で動いて、自分で戦って……。自分は民を守る騎士団の一員なんだって、しっかりとした信念が根づいてるように感じたわ」

　だから──。

「……私も、新しい一歩を踏み出さなくちゃ。王女であり勇者──その立場と責任から逃げる形になってしまったのは、ただただ私の心が弱かったから……。

　ジュノに心を救ってもらって、マカイノ村で休ませてもらって。その間に、騎士団のみんなは大きく成長してて……」

　スピカは微笑む。

　にこやかに。晴れやかに。

「だから、そんなみんなに負けないように、逃げずにしっかり向き合いたいの。魔導迷彩を解いた状態でみんなと会って、謝って……。それから、私の気持ちと決意──伝えたいのよ！」

　どうやら心は決まったようだ。

　目前にある大きな瞳ひとみは、どこまでも澄み渡っている。

　自身の弱さを認め、省み、かつての仲間たちと向き合う──。

　そこへ思い至るまでに、スピカはどれほどの勇気を振り絞ったのだろう。

「そうか……」

　俺が返すのは、彼女と同じく微かな笑み。

　だが、心にわずかな淀よどみが混ざる。

　かつての仲間と向き合い、謝罪し、新たな一歩を踏み出す。

　そうなったら。

　もしや。

　──スピカは騎士団に戻ってしまうのだろうか。

　マカイノ村を──俺のもとを離れ、また王都へ……。

「…………」

　胸に込み上げる複雑な想い。王都へ行くには転移魔法を使えばいい。スピカと会えなくなるわけではない。

　けれど──俺は魔王だ。

　独占欲に関しては、リリアヘイム随一と言っても過言ではない。

　……嫌だ。

　スピカには、離れてほしくない。俺のそばにいてほしい。マカイノ村の工房で暮らし、このままずっと、楽しい日々を……！

　切実な思いを募らせていた俺の唇に。

「んんっ……！」

　しっとり濡ぬれた柔やわらかな唇が、強く、強く、押し当てられた。

「んをっ！　……ス、スピカ!?」

「んっ、んっ……んんんっ!!」

　スピカの勢いは止まらない。大きく身を乗り出し、俺に覆い被さるほどの勢いで、熱烈な口づけを敢行する。

　しなやかな腕が俺を抱く。

　尊とうとき双丘が形を変え、俺の胸板を圧迫する。

　そのまま、しばし時が止まった。

　互いの呼吸が限界に達するまで、俺とスピカは粘膜を合わせ続けた。

「──ぷはっ！」

「ぷはぁ!!」

　やがて、時が動き出す。俺とスピカはほとんど同時に唇を離し、『はぁ、はぁ！』と荒い呼吸をユニゾンさせた。

「はぁ、はぁ……！　もう、ジュノったら……」

　スピカがスッと目を細める。

　感じられるのは──慈いつくしみだ。

「そんなに心配そうな顔、しなくても大丈夫よ。私の居場所はジュノの隣だもの。王立騎士団のみんなとは向き合うけど、あそこに戻るつもりはない。それに……私がいない方が、あの子たち……大きく成長できる気がするもの」

「ぬぅ……」

　俺は声を詰まらせた。

「な、なぜ、バレているのだ？　俺は一言も……」

　いかん。顔が熱くなってきた。独占欲を爆発させ、スピカが騎士団へ戻ってしまう可能性に不安を抱いていたことを悟られるわけには……！

「なぜって……。ジュノの顔に、ぜ～んぶ書いてあるもの。こういうとき、ジュノったらホントにわかりやすいんだから」

　ふふっと軽い笑みを交え、スピカは告げる。

「でも……嬉しい。すごく嬉しいの。ジュノが私のこと、そんなふうに……大切だって思ってくれて……」

「スピカ……」

　視線が重なる。

　距離が縮まる。

　鼻先が触れ合い、互いの吐息が──また、一つに交わった。

「んっ、ちゅ……れろっ、れろぉぉ……」

　直後、スピカの舌が俺の唇を割り、妖しく蠢うごめきながら口内に侵入してきた。

　黙っていられる俺ではない。スピカの舌を迎撃すべく、こちらも舌を出動させる。

「んんっ……ジュノったら。あぁぁ……れろろっ、んぢゅっ、ちゅぱっ……へろっ、りゅりゅ……れろろろぉ……！」

　スピカの舌を搦からめとり、舐め回し、くすぐり倒す。ぢゅぽっ、ぢゅぱっ……と淫みだらな水音が口内に響く。

「ジュノ……ぢゅるっ、れろぉぉ……ねろぉぉ……っ。私、嬉しっ……んんっ、ぢゅぷっ、ぢゅるるっ……れろれろぉぉ……」

　スピカが攻勢に転じる。彼女も激しく舌を動かし、俺の舌にねっとりと絡みついてきたのだ。絡みついたまま、縦横無尽に舌を動かすものだから……二人の口内の水音は、どんどん下品になっていく。

「んぢゅっ、ぢゅぷるっ……ぢゅぽっ、ぢゅぽっ……。ジュノ……ずっと、そばにいるから。れろ……んんっ、離れたりしない、から……。ぢゅるるっ……私、ジュノと一緒にいたい……んぶっ、れろろぉぉ……っ！」

　唾だ液えきの対話と並行して綴つづられる、スピカの想い。

　いつしか彼女は俺の両脚にまたがり、対面座位の体勢に移行していた。

　首筋に絡むスピカの腕。押しつけられる唇は柔らかく、そして甘い。

「んぢゅっ、ちゅぷっ、りゅろっ、れろぉぉ……っ。ふーッ、ふーッ。……ぢゅぷっ、れりゅろろろぉ……。……ぷはっ」

　ふいにスピカが舌を引き抜く。

　そのまま見つめ合っていると、彼女がだらんと舌を垂たらした。なるほど。場外乱闘への誘いである。

「フッ、この方がいやらしいな……」

　俺もいっぱいに舌を伸ばし、スピカの舌へ肉薄する。

　ぢゅるるっ……という濁った水音。外気に触れたまま、舌と舌とがもつれ合い、二人の唾液が服のあちこちに垂れ落ちる。

　だが、それに構っている余裕はない。

「れろろろっ……れろぉぉ……。ジュノぉ……ひゅのぉぉ……。んんっ、ふーッ……れろっ、ろろろろぉ……！」

　熱に浮かされたように赤面し、俺の舌を貪むさぼるスピカ。その表情はたいへん下品で──しかし、オスの器官を暴力的なまでに刺激して止まない。

「れろぉっ……んぢゅるるっ、これ、好きぃ……！　んぅっ……りゅろろっ、ぢゅぷっ……れろぉぉ……。おクチとおクチで絡み合って……ぢゅぷるるっ、れりゅろろっ……私……わたひぃぃ……！」

　汗ばんだ女体がヒクヒク震える。

　腰を前方に突き出し、すでにパンパンに膨ぼう張ちようしている下半身の粘膜に、スピカは己の器官を擦りつけてきた。

「ズボン越しだというのに熱を感じるぞ……。ククク、スピカよ。どれだけ濡れているというのだ？」

「だって、だって……！　んちゅっ、れろろろぉ……！　舌を伸ばしてれろれろするの、えっちすぎてぇ……んんぅっ！　ジュノが私を想ってくれるの、嬉しすぎて……だからぁぁ……！　あぁぁ……イクぅっ……！」

　快楽に浮かされたまま、スピカは声をくねらせる。

　その言葉は、俺の股こ間かんを熱くたぎらせた。

「よかろう。ならば最後は生の肉剣を用いて、お前に引導を渡してやろう！」

　俺は片手でズボンを下ろした。無論、下着も。

　夜気に晒さらされる肉の剣。ひんやりとした風が、背徳感と興奮を喚起する。

　かく言う俺も、そろそろ精せいを放ちたかったのだ。

　けれども先に絶ぜつ頂ちようを申告するのは、ちと恥ずかしい。スピカの『イク』にホッとしたという事実は、墓の下まで持っていく気構えだ。

　魔王たる者の余裕を見せ、まずはスピカに絶頂を──と、思ったそのとき。

「こ、ここに……」

　スピカはわずかに腰を上げると、片手でスカートをたくし上げ、淫らな下着を見せつけてきた。

　──紫だ。

　黒のレースに装飾された、奇怪なほどに布地が少ない逸品である。

「こんなものを着けていたとは……。淫らな少女だ」

　が。次の瞬間。

「こ、ここ……。ここが、いいの……」

　スピカがグイッと下着をずらした。

　俺の視界に飛び込んできたのは、スピカの最も大切な部分。彼女の蜜みつでぐぢょぐぢょに濡れそぼった、いやらしい蕾つぼみである。

　スピカは──挿そう入にゆうを求めているのだ。

　俺は答えに窮きゆうする。股間の愛刀を反り返らせながらも、直前で踏ふみ止とどまる。

「し、しかしだな……。そこは婚こん姻いんの儀を果たした者とでないと……」

　婚前交渉は禁物。

　魔界の常識が、大人の階段をガードする。

「大丈夫よ。ジュノ……」

　だが、スピカは艶えん美びに微笑むばかり。余裕すら感じられる。俺の答えは織り込み済みだと言わんばかりに。

　そして。

　スピカは快楽に染まりきった笑みのまま、告げたのだった。




「──先っぽだけなら、挿入いれたことにはならないから」




「なん……だと……？」

　──衝撃、である。

　そんなこと、考えもしなかった。

　だがしかし、スピカの言うことはもっともだ。根元まで挿入しなければ、婚前交渉も何もない。魔界の常識に背くことにはならないのだ。

　ならば……ならば!!

「ス、スピカよ……ほ、本当なのか？　本当に、先っぽだけならノーカウントだというのか!?」

「んっ……ホントよ。街に売ってた本に書いてあったもの。アルテミスたちにも教えてあげたら、すごくビックリしてたけど、喜んでもいたし……」

「な、なるほど、書物に……。ならば！」

「そうよ。だから……ね？　は、早く……んんっ！　私、もぅ我慢できないからぁ！」

　言うが早いか、スピカがゆっくり腰を下ろしてきた。

　膨張しきった肉棒の最先端へ、自らの真珠貝を──。

　にゅるぅぅ……。

　それは。

　それはまるで、局部を熱い湯の中に浸したかのような感覚で──。

　その熱に、柔らかな圧迫感に包まれて、

「うわあああぁぁぁぁぁ……!!!!」




　びゅるるるるるるっ!!　ぶびゅるる！　ぶびゅうううぅぅぅぅ!!!!




　俺は悲鳴じみた声を発しながら、猛烈な絶頂に呑み込まれた。

「ひああぁぁあぁあぁぁ……!!!!」

　ほとんど同時に、スピカも甲かん高だかい悲鳴を上げる。ぶしゃあぁあぁぁ！　という噴水のごとき潮吹きが、俺の下半身に降りかかってきた。

『はぁ、はぁ、はぁ……！』

　スピカと見つめ合う。荒い吐息を重ね合う。

　だが、ノーカウント。魔界の常識は守られたのだ。

　……腰のあたりが甘ったるく痺れている。なんと良質な射精なのだろう。

　あぁ……目の前の少女が愛おしくてたまらない。挿入いれたことにはならないのに、これほど濃密に心を通わせられるとは……！

　俺とスピカは向き合ったまま、無言で深い口づけを再開する。

　微挿入の感想を語り合うかのように、じっくり、ねっとりと──。
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「ではスピカ、準備はよいか？」

「え、えぇ……」

　スピカの頭を撫でてから、俺はパチンと指を鳴らした。

　直後、わずかに空間が軋きしむ。

　彼女の全身を覆っていた膜状の結界にヒビが入り、それらが宙に霧散していった。

　俺はスピカの魔力反応を確認し、

「……よし、成功だ。これでお前の姿は、誰が見てもスピカ・フォン＝シュピーゲルベルク本人として認識されるようになったぞ」

「…………。あ、ありがとう……」

　長い沈黙を経て、スピカは静かにうなずいた。今から緊張しているらしい。

　彼女の強い決意を尊重し、魔ま導どう迷めい彩さいを解除したのだ。

　ここは王宮の応接間。

　一夜明け、再び王宮を訪れた俺とスピカ、アルテミス、ネーメはこの部屋に通され、ある人物の到着を待っている。

「スピカ様、ネーメ様を……」

「え、ええ。ありがとう、アルテミス」

　臨時で抱っこ係を担っていたアルテミスから、ネーメを受け取るスピカ。

　彼女の腕にすっぽり収まったネーメは、今日もキャッキャと笑っている。

「まぁま！　まぁま！」

「ふふっ。ネーメ……私、頑張るからね」

　小さな命を見つめ、スピカは柔にゆう和わな笑みをのぞかせる。彼女の全身に伝でん播ぱしていた緊張感が、時とともにほぐれていくのが感じられた。

　その様子に安あん堵どし、俺はソファに背を預ける。

「して、アルテミスよ。昨晩はどうしていたのだ？」

「はい。スピカ様からネーメ様を預かり、宿屋でお世話をしていました。……といっても、わたくしの部屋で寝かしつけるだけでしたが」

　アルテミスの表情も穏やかだ。スピカの心の揺ゆらぎを察していたのだろう。さすがに昨晩は空気を読み、ネーメの世話を引き受けてくれたのだ。

「俺からも礼を言う。ありがとう、アルテミスよ」

「あぁん……そんな、ジュノ様。もったいないお言葉ですわ。まぁ……スピカ様は仲間ですもの。ジュノ様のもとに集う女性として、困ったときはお互い様です」

　おおぉ……アルテミスが大人だ。大人の対応をしている！

　思わず感心してしまったが、しかし。

　大きなタレ目がスッと細められた。ねっとりと、絡みつくような眼まな差ざしである。

「で・す・け・どぉ……。ジュノ様、今度はわたくしにもディープなベーゼと、こってりトロトロな白はく濁だくお汁……たっぷりいただけますよねぇ？」

　アルテミスは当然のように告げたのだ。

「なっ……!?　まさか、見ていたのか!?」

「あぁん、見ていなくてもわかりますよぉ。……スンスン。さきほど宿屋のロビーでお会いした瞬間、お二人から濃～密な性のニオイを感じましたので♪」

「そ、そうか……」

　俺の首筋に顔を寄せ、アルテミスはスンスンと鼻を鳴らす。……恐ろしい特技だ。

　しかし、安心した。

　俺が先っぽだけの無罪挿そう入にゆうによって即発射してしまったことはバレていないらしい。あれは魔王の沽こ券けんに関わる失態だ。

　アルテミスに抱きつかれながらも、俺がソファに座り直したときだ。

　──コンコンコンコン。

「むっ、来たか。入るがよい」

　ノックに応じて声を放つと、ソロリソロリとドアが開く。

　ひょこっと顔をのぞかせたのは、赤髪の少女だった。

　髪は長いが、手入れを怠おこたっているらしくボサボサだ。背丈はスピカよりも低い。長めのローブと分厚い丸メガネを身につけ、肩から大きな革のバッグを提げている。

「あ、あのぅ……魔王ジュノ様のお部屋は……」

「ここで間違いない。さあ、近ちこう寄よれ」

「ひゃいっ！」

　恐縮しきった様子で、少女が俺たちの前にやってくる。すっかり腰が引けていて、ひどく頼りない雰囲気だ。

「ジュノ様、こちらの方は？」

「うむ。こやつは……」

　アルテミスに説明しようとした途端、少女は慌あわてて自己紹介を開始する。

「も、申し遅れました！　わたしはハイネ・ニュルティンゲン。画家を生業なりわいにしておりますです！　今回は、迷い子のネーメ様の絵を描かせていただくべく、こちらへ参りました次第で……！」

　舌をもつれさせながら、ハイネは早口で言葉を並べた。敬語も使い慣れていないようだが、努力は感じられるので好印象だ。ちなみに、乳ち房ぶさのサイズは並である。

　俺は並の膨ふくらみに注目しつつ、

「さてハイネ。ここにいるのがネーメだ。お前に似顔絵を描かせ、尋ね人として張り紙を印刷しようと考えている。国中に張り出される絵だ。よろしく頼むぞ」

　わざわざ王都を訪れた理由を説明した。

　ここで描かれた絵を頼りに、王立騎士団や各地の憲けん兵ぺい隊たいにネーメを探させる算段である。聞けばハイネは、いま売り出し中の若手画家らしい。いい仕事を期待しよう。

　ふと、ネーメがハイネを指さす。

「ねーたん♪」

　その瞬間。俺はハイネの心臓が、ハートの矢で打ち抜かれる音を聞いた気がした。

「～～～～～～～ッッ!!!!」

　声にならない声を上げ、ハイネが胸を押さえる。

「か、か、か……かわいいぃぃぃぃぃ!!!!」

　大きな丸メガネをギラギラ光らせ、ハイネがネーメに駆け寄っていく。

　彼女は勢いよくこちらを向き、

「ぜひ描かせていただきます！　この子の親御さんが見つかるように、必ずや入魂の作品を……!!」

　なんとも力強く宣言したのだった。先ほどまでの頼りない姿は、もはやどこにも存在しない。ネーメの愛らしさが、画家魂に火をつけたようだ。

「では、さっそく準備を頼む」

　そう言って立ち上がると、スピカとアルテミスもソファから腰を浮かせた。

「俺たちは、まだ一仕事残っているのでな」

「はいっ！　それでは支度を整えておりますね！」

　革のバッグを開け、次々と画材を取り出していくハイネ。

　彼女を横目に、俺たちは応接間を後にする。

　赤いじゅうたんが敷かれた廊下を歩き、目指す場所は玉座の間。

　先頭は俺とスピカ。その一歩後ろに、ネーメを抱いたアルテミスが続く。

「スピカ、心の準備はよいか？」

「……ええ！」

「スピカ様、頑張ってくださいね」

「まぁま！　がんばえ～」

「ありがとう、二人とも……」

　長い廊下を進むにつれて、スピカの横顔は凜りんと引きしまっていく。

　そう。

　今朝早く、俺は王宮に連絡を入れたのだ。

　──第四王女、スピカ・フォン＝シュピーゲルベルクが発見された──、と。










　見上げるほどの高い天井。そびえ立つような両開きの扉。

　玉座の間に到着した俺たちに、四人の番兵が姿勢を正す。

　彼らの視線は、俺の傍かたわら──スピカの顔に釘付けだ。

　それはそうだろう。第四王女が行方不明になった事件は、国中に伝わっているのだ。

　そんな中、俺はスピカの腰に手を添える。

「玉座の間には、すでに多くの人々が集まっていることだろう。心を強く持ち、後悔のないよう、己の決意を伝えるのだぞ」

「……わかったわ」

「大丈夫だ。お前ならできる。……信じているぞ」

「……本当に、ありがとね……ジュノ」

　ちゅっ。

　スピカが背伸びをして、俺の頰に口づけをした。

『なっ!?!?』

　番兵たちがショックを受けているようだが、それはともかく。

　今やスピカは背筋を伸ばし、大きな瞳ひとみに底なしの輝きを湛たたえている。しかし、緊張した様子はない。さすがは元王女といった佇たたずまいだ。

「さて……」

　俺が視線で合図を送ると、番兵たちが扉を押し開けた。ゴゴ、ゴゴゴ……と重苦しい音が廊下に響く。

　──視界が開けた。奥行きのある、縦長の大空間である。壁には多数の絵画が飾られ、窓には色とりどりのステンドグラスが嵌はまっている。

　部屋の最奥、玉座へ続く赤じゅうたんは、廊下に敷かれたものよりも遙かに上等だ。

　室内には、すでに多くの人影が窺える。

　王家の人々や王立騎士団。その他大勢、スピカの無事を聞き、すぐさま王宮へ駆けつけた関係者だろう。

　──彼らと視線がぶつかった。

「お、おい……あれ！」「あぁぁ！　ああぁぁ！」「スピカ様だ！」「スピカ様が戻られたぞ！」「あぁ、夢じゃなかろうか！」「魔王様が探し出してくださったんだ！」

　声が重なる。ざわめきが連鎖する。無数の顔がこちらを向き、室内は一気に慌ただしくなった。

　ここで足を踏み出すのは、金色の髪を戴いただく元王女──スピカ・フォン＝シュピーゲルベルク。

　玉座の間に集まった人々と視線を合わせ、

「みんな、ごめんなさい!!!!」

　腹の底から声を出し、スピカは深々と頭を下げたのだった。

　しばしの静寂。

　しなやかな金髪を靡なびかせ、やがてスピカが姿勢を戻す。

「神聖アルテミス王国第四王女、スピカ・フォン＝シュピーゲルベルク──。こうして無事に帰還しまし……」

　と、そこまで告げたときだった。

『うわああぁあああぁぁぁぁああ!!』

　玉座の間を大歓声が埋め尽くし、彼女の声はかき消されてしまった。

　そして発生するのは地響きだ。

　集まった人々が、一斉にスピカのもとへ駆け寄ってきたのだ！

「ひぇっ！　ちょっと、みんな!?」

「いかん。離脱するぞアルテミス、ネーメ！」

「よ、良きご判断です、ジュノ様！」

「だぁ～♪」

　押し寄せてくる人の波。危機感を覚えた俺は、玉座の間を脱出した。もちろんアルテミスとネーメも一緒だ。

　スピカを取り残す構図になったが──致し方ない。

「ええぇ!?　な、なんで私を置いていくのよ!?」

「彼らの目にはスピカしか見えていない！　お前はともかく、俺たちは遠慮なく弾き飛ばされてしまうだろう！」

「皆さま、お目々がイッていらっしゃいますので……。スピカ様、どうか事態の収拾をよろしくお願いします！」

「まぁま！　がんばえ～」

　そういうことだ。

　彼らにとって、スピカ以外は障害物として映っているに違いない。

　特に、先頭を駆ける壮年の男。涙と鼻水を勢いよく飛ばしながら、目を血走らせている。あれは危険きわまりない。

　アルテミスは苦笑しつつ、

「あの方……国王です」

「な、なんと……」

　つまりスピカの実父である。国王の威厳も何もあったものではない。

　だが、そんな王の姿に、俺は好感を抱いた。

「スピカのことを、心から心配していたのだろうな」

「そうですね。でなければ、あんな顔はできません。誇りも威厳もかなぐり捨てて、必死の形相で走るなんてことも……」

「まぁま！　じぃじ！」

　俺とアルテミスは顔を見合わせ、笑みを交わす。

　ここを守っていた番兵たちも、気づけばスピカのもとへ殺到している。彼女のまわりは、今や黒山の人だかりだ。

「あ、あのね、みんな……」「スピカ様ぁぁ!!」「スピカ団長！」「よくぞご無事で！」「スピカ！　スピカよ!!」「パ、パパ!?　落ち着いてよ！」「これが落ち着いてなどいられるか！」「今日は記念日よ！　国民の休日にしましょう！」「ママも落ち着いて！」

　ひときわ大きな涙声は、スピカの両親のようだ。

　スピカの身体を両サイドから挟み込み、熱い抱ほう擁ようをお見舞いしている。

「し、心配かけてごめんなさい……」「何を言っておる！　謝るのは我々の方だ！」「あなたにどれだけ無理をさせていたことか……！」「スピカ団長！　王立騎士団は健在です！」「スピカ様万歳！」「宴うたげだ！」「済まなかった、スピカ！」「もう役目を押しつけたりしないわ！」「あぁぁ、お兄様にお姉様まで……！」

　人だかりの中心で、スピカはすっかり揉もみくちゃだ。

　家族に、仲間に、従者たち。彼らはスピカを失って初めて、勇者の代理として彼女がどれだけの負担を強しいられていたかを知ったのだろう。

　あの涙は……本物だ。

　俺は、彼らを信じる。

「……さて、そろそろ行こうか」

「えっ。いいのですか？　スピカ様、目を回していますけど……」

　アルテミスの言うとおり、室内の混乱は激しさを増している。

　だが……。

「ここは成り行きに任せよう。この後、おそらく彼らは宴を開く。今日のところは、スピカに懐なつかしい面々と過ごしてもらいたい。水入らずというやつだ」

「んふふっ、それもそうですね」

　小さく肩を揺らすアルテミス。これで決まりだ。

　俺たちは応接間に戻った。準備を整えていた画家のハイネに、これよりネーメの絵を描いてもらう。

　アルテミスがネーメをバスケットに寝かせ、

「ネーメ様、よちよち♪　よちよち♪　画家のお姉ちゃんが絵を描いてくだちゃいますから、大人しくちてるんでちゅよ～」

　青い髪を撫でてから、ソファに戻ってきた。もちろん俺の隣に座る。

　アルテミスと入れ替わりに、ハイネがバスケットをのぞき込んだ。

「……ッ。……ッ！」

　沈黙したまま、小ぶりなキャンパスに筆を走らせるハイネ。彼女の背後に立ちのぼるオーラには、鬼気迫るものが感じられた。

「あとは完成を待つばかりだな」

「んふふっ、ジュノ様。それまでたぁ～っぷりいちゃいちゃしましょうねぇ～」

　言うが早いか、アルテミスがしなだれかかってくる。

　むにゅうぅ～っ。むにゅんっ、むにゅにゅんっ。

　俺の肩口に特盛りの乳房を擦りつけ、『あぁん、あぁん』といつもの悩ましい声を上げるのだ。

「ア、アルテミスよ。あまり積極的に柔やわらかき双丘を押し当てると、俺の股こ間かんが急きゆう峻しゆんなる岩山のごとく……」

「構いませんっ。構いませんともぉ。ハイネ様はネーメ様に集中していますし、しばらくスピカ様も戻りません。ほらっ、何の問題もありませんよぉ」

「し、しかしだな……」

「がんばれがんばれお珍棒っ♪　膨らめ膨らめお殿様っ♪」

　ねっとりとした声援を浴び、大迫力の豊乳に執しつ拗ような圧迫を受けたせいで、ズボンの中心部分は破裂寸前の状態になってしまった。

「ぬぅぅ！」

　苦しい──出したい。二重の意味で。

　ズボンを脱ぎ捨ててオスの証を露出し、アルテミスの性技によってオスの証を放出したい。とにかくオスを証明したい。それしか考えられなくなってくる。

　傍らの銀髪美女には、そんな思考はお見通しらしい。

「えいっ！」

　その一声で、ズボンと下着を下ろされてしまう。その反動で、オスの証がぶるんっ！　と跳ねるように露出した。

「あぁぁ……。わたくし、この瞬間が大好きなんです。ジュノ様の肉竜が勢いよく飛び出すのを目まの当たりにするだけで、軽くイッてしまいましたものぉ！」

「ククク、気が合うな。俺も、アルテミスのローブを剝はぎ取とったとき、たわわにも程がある膨らみがぶるんっ！　と揺れ動く瞬間が……大好きだ！」

　負けじと言い返したが、それで引き下がる彼女ではない。

　いっそう淫みだらに瞳を濡ぬらし、俺の肉大砲を優しく握ってきた。

　その手が上下に動き出す。シコシコシコと、リズミカルに……！

「んっ、んっ、んっ……。あぁぁ……熱い……おっきぃぃ……。逞たくましく脈打っていてステキです、ジュノ様ぁぁ……」

「ぬぅ！　負けるか……！」

　快感を堪こらえながら、俺はアルテミスのローブをまくり上げ、片手を滑り込ませた。

　標的は下着──ではなく、その奥にある女体の神秘である。

　フック状にした指先に下着を引っかけ、布地のガードを突破する。

　そして──届いた。指先に感じるのは、湯のような温度の粘液である。

「……！　っっはぁぁぁンッ！　もぉジュノ様ったらぁ……。いきなりソコを攻めるなんて、積極的なんですからぁ」

「や、やかましい。まだ何もしていないのに、どれだけ濡らしているのだ？」

　俺は下着から手を引き抜いた。

　その手をアルテミスの目前へ持っていき、指先についた女によ蜜みつが、でろぉぉ……と糸を引く様子を見せつける。さらに粘り気を知らしめるべく指先を擦り合わせ、にちゃにちゃと音を立てた。

「あぁん……ジュノ様のいじわるぅぅ……」

　自らの淫いん液えきを確認したせいか、アルテミスの瞳はいっそうトロトロになっていく。

　あとは感情の赴おもむくまま──。

　互いの生殖器をいじり合い、吐息を弾ませたまま顔を寄せ合い、頰ずりを交え、貪むさぼるように唇くちびるを吸い合った。舌を絡ませ、性器を触り、触り、触り、触り倒す……！

　もちろん何度も吐精と潮吹きが巻き起こった。しかしハイネに声を聞かれぬよう、互いの口をキスによって塞ふさぎ合あい、秘め事の共犯者として絆を深め合ったのだ。

　放出された魔王汁は、アルテミスが完食した。けれども潮は飲みきれないので、彼女のローブに染み込ませることになってしまったが。

　そんな時間がしばらく続き──。

「Ｚｚｚｚ……」

「Ｚｚｚｚ……」

　すっかりイキ疲れた俺たちは、いつしかソファに折り重なって、深い眠りに落ちていたのだった。










　俺たちが目を覚ますと、そこには二枚の絵画が飾られていた。

　どちらも下書きの段階だ。

　一枚目は、バスケットに収まったネーメ。

　二枚目は、ネーメを抱いたスピカだった。

　それらに釘付けになったまま、俺は確信する。

　ハイネの実力は本物だ。

　特に二枚目。

　小さな命を胸に抱き、たっぷりの愛情とともに微笑ほほえみかけるスピカ──。

　不思議なものだ。まだ下書きだというのに、ネーメを抱いたスピカの絵には、計り知れない尊とうとさが感じられた。

　一枚目の絵は印刷され、国中に配られることだろう。

　しかし二枚目は、ぜひとも俺の部屋に……いや、マカイノ村の工房に飾りたい。

　魔界の皆に観てもらいたいのだ。

　スピカが湛えた、慈母の微笑みを──。
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　照りつける太陽。吹き抜ける潮風。

　しばらくぶりの常とこ夏なつを感じながら、俺は野外ステージの袖から顔を出し、広場に集まった大観衆を確認した。

「ほほぅ、大盛況だな。ククク……いいぞ。もっと盛り上がるがよい」

　ここはペルヒタ教国の王都・ペルフィーの海浜公園。以前、俺が開催したハレンチ仮装パレードの終着点だ。

　この公園のシンボルは、ペルヒタの連続潮吹きによって描かれた転移魔法のゲートである。神聖アルテミス王国とペルヒタ教国を繋ぐゲートは、まさしく和平の象徴だ。

　これより始まるのは、俺──魔王ジュノによる演説である。

　魔界の一部となったペルヒタ教国の民に、今後の方針を伝えることがメインだが、同時にネーメに関する事柄も話しておこうと考えている。

「魔王様っ♪　今日も素晴らしい演説、イッちゃってくださいね～！」

「くらさ～い♪」

　ステージ袖には、ネーメを抱いたリリスがいる。

「ご主人様……。これ以上かっこいいところ見せられたら、わたし……今夜発情しちゃうかもしれないよ……？」

　さらにもう一人。濡ぬれた瞳ひとみでこちらを見上げるのは、この国の崇すう拝はい対象、ペルヒタだ。

　ちなみに、この国では『俺とペルヒタの双方を崇あがめよ』という教義を広めている。魔界に編入させたとはいえ、民の信仰を独占する気はない。

　俺は今後もマカイノ村を拠点にするので、この国の運営は引き続きペルヒタに任せておいた方が好都合なのだ。ゆえに、彼女には崇拝対象のままでいてもらった。

「ほぅ、発情か。……じつに結構だ」

「……ふゃんっ！　ンンッ……ご、ご主人様ぁぁ……」

　俺はゴスロリドレスの上から、ペルヒタの尻を摑つかみ上あげた。あえて乱暴に、である。

　雌めすネコとしての立場を、その心身に教え込むのだ。

「楽しみにしているぞ？　とびっきりの痴ち態たいを見せるがいい」

「は、はぁぁい……」

　ハッ、ハッと舌を出し、双そう眸ぼうをとろけさせるペルヒタ。……大丈夫か？　これから俺とともに野外ステージに登壇するというのに。

　彼女を落ち着かせるために、俺は尻を摑む手をゆるめた。今度は優しく撫で回す。

「んぁっ、あぁぁ……ご主人しゃまぁぁ……」

　鼻にかかった声を聞きながら、俺はしばし思考に沈む。

　──スピカが家族らと再会したあの日は、無事に国民の祝日に制定された。

　その間も、スピカは連日さまざまな会合に連れ回され、関係各所に無事を報告しなければならなかったそうだ。

　ヘトヘトになりながらも、彼女はほとんど毎晩マカイノ村に帰還し、しっかり俺に夜よ這ばいをかけてきたが……。

　とはいえ、俺のベッドに潜った途端に眠ってしまう日も多かったので、そういうときは添い寝をするに留めておいた。

　スピカの寝顔を、これからも見続けられる──。

　俺にとって、それは幸福そのものなのだから。

　さて。

　今後の拠点をマカイノ村に置くことについて、スピカは王家と王立騎士団の了承を得てきたそうだ。

　すでに神聖アルテミス王国が魔界に編入されていることもあり、魔王のもとで暮らすというスピカの決意は、存外すんなり認められたのだとか。

『みんなに言われたわ。私ね、もう勇者の代わりをしなくていいんだって。全部ジュノのおかげよ？　あなたが王国を魔界に編入してくれて、魔族と人間族が共存するようになったから……』

　勇者の役目は──終わったのよ。

　そう語るスピカは、澄んだ微び笑しようをのぞかせていた。

　──人々は、スピカを酷使してきたことを謝罪した。

　──スピカは、人々を不安にさせたことを謝罪した。

　これにて落着。禍根はすべて泡と消え、互いに新たな一歩を踏み出すことにしたのだという。

　そんな折り。

　ついに、ハイネの絵画が完成したという報せが飛び込んできた。

　先に届いたのは一枚目。バスケットに収まったネーメである。

　スピカがネーメを抱いた絵画は、ハイネが完成に向けて魂を削っているとのこと。

　それはさておき。

　ネーメ単体の絵画は大量に印刷され、『尋ね人』として、数日前から各国にばら撒かれている。

　尋ね人チラシの効果は未知数だ。

　しかし、これをきっかけに手がかりが摑めれば……。

「……さて、どうなることやら」

　ペルヒタの尻を揉もんだり、弾いたり、揺ゆらしたり、割れ目に指先を突っ込み、くすぐるように動かしたり……。

「うにゃぁぁ……うにゃにゃぁぁ……」

　ペルヒタの腰が小刻みに震える。どうやら甘イキしているらしい。ほっそりとした脚の間に、淫みだらな雫しずくがポタポタと零こぼれ落おちてきた。

　ちなみに本日、スピカは神聖アルテミス王国での公務。グルヴェイグは国に帰り、俺の外遊を受け入れる支度を整えている。

　二人の無事を祈っていると、

「魔王様、そろそろお時間ですっ♪」

「おちか～ん♪」

　リリスに声をかけられた。たどたどしく言葉を真似るネーメは、世にも愛らしい。

「うむ。行くか」

　そう言って、俺はネーメの頭を撫でた。

「ぱぁぱ！　がんばえ～！」

「ククク、よかろう。しっかり見ているがいい」

　こちらが笑みを送ると、ネーメも満面の笑顔を返してくれる。

　心が……温まる。優しい気持ちを抱きつつ、俺は右手でネーメの頭を撫で続けた。

　その間も、左手でペルヒタの尻をいじくりながら……。

「んんぅにゃあぁ……！　ご主人様……しゅっごいの、きちゃうぅぅ……！」

　いよいよペルヒタは限界のようだ。

　あどけない美び貌ぼうが紅潮し、全身がヒクヒク震え、足もとには水たまりができている。

　──ここだ！

「イクッ、イクイクッ……イ、クぅ……？」

　快感のボルテージを上げていたペルヒタが、怪け訝げんな顔になった。

　それもそのはず。

　絶ぜつ頂ちようの寸前で、俺が指を引き抜いたのだから。いわゆる生殺しである。

「うぅぅ……ご主人さまぁ……！」

　恨めしそうに俺を見上げるペルヒタ。

「イキたい……。イキたいよぉ……うにゃぁん……！」

　潮吹きを欲する彼女に、俺は笑いかけた。

「ステージには演台がある。俺の演説中、隣でずっと自分の股こ間かんを弄いじくり、自分で何度も達するのだ。それを誰にも気づかれなかったら、褒美に今晩、たっぷりと絶頂を与えてやろう」

「うにゃぁぁ……。ご主人様、いじわる……！」

　不満げに頰を膨ふくらませながらも、ペルヒタはスカートの中に手を突っ込み、くちゅくちゅと可愛い水音を立て始めた。

　華きや奢しやな肩口に手を添え、俺はステージへ踏み出す。

　直後、巻き起こるのは『ジュノ様！』『ペルヒタ様！』の大歓声。ペルヒタ教国の手旗を振る人間族と魔族が、広場を埋め尽くしている。

　その中には、ところどころに魔ま獣じゆうと神獣の姿があった。

　人間族。魔族。魔獣と神獣。

　それらの共存が着々と進んでいるのだ。この国は、変わりつつある。

「良き国にしよう、ペルヒタよ」

「んっ、ご主人様。……でも、今はそれより、イキたいよぉぉ……」

　そうして演説が始まった。

　その間も、傍かたわらの水音が止むことはなく、それを指摘する者も現れなかった──。










　──時は流れ、その日の夜。

　以前訪れた高級宿屋、ヴィラ・トロイメントに再びやってきた。ここへの外遊が決まった時、ペルヒタに予約を取ってもらったのだ。

　高く、澄み切った夜空。そこに輝く星々。耳に届くのは、穏やかな波音。

「ククク……。我ながら大成功だったな……」

　目と耳を癒やしながら、俺はビーチチェアで勝利の美酒を堪たん能のうしている。

　──全裸で。

　それはさておき、俺の演説には大きな反響があった。

　主な項目は次の通りだ。

・まずは、改めてペルヒタ教国が魔界に編入されたことについて。

・魔獣と神獣の優遇策に関する、抜本的な見直し。

・人間族と魔族。そしてペルヒタの魔獣と神獣。皆が互いを尊重し、共に暮らせる国づくりを進めること。

・全裸での遊泳が許される、ヌーディストビーチの制定。

・最後に、ネーメに関すること。

　──以上だ。

　ネーメの似顔絵が印刷された尋ね人チラシは、演説後に改めて大量配布した。何らかの情報が集まればよいが……。

　期待を込めつつ、グラスを傾ける。

「やはり美う味まいな」

　ヴィラ・トロイメントの褐色幼女が作ってくれるトロピカルドリンクは、なにゆえこれほど美び味みなのか……。

　ペルヒタを倒すため、この国に潜入したときのことを思い出していると。

　ザッ、ザッ、ザッ──。

　背後から足音が聞こえてきた。それも、二つ。

「むっ、来たか！」

　俺はビーチチェアから身を起こし、背後を顧みる。

　そこには、

「ま、魔王様……。な、なかなか大胆なご命令ですねぇ……」

「すごく解放的……。でも、これじゃあいよいよ、雌ネコ……」

　ピンク髪の堕だ天てん使し少女リリス。

　黒髪ロングの元女神ペルヒタ。

　二人の少女が立っていた。

　──全裸で。

「ほほぅ！　良き脱ぎっぷりだ！」

　俺は身を乗り出し、小柄な少女たちの裸体を観察した。命令どおり、二人は腰の後ろで両手を組み、恥ずかしい部分を全開にしている。

　リリスとペルヒタに共通するのは、つるぺた体型である点だ。

　つるつるとした無防備な秘宝。

　ぺったんこの無防備な膨らみ。

　腹部はぽっこりなだらかで、肌は見るからにぷにぷにだ。

　そんな彼女たちが、全身を紅潮させ、恥じらいたっぷりの表情で俺に裸体を見せつけている……！

　この状況────勃ぼつ起きは免れない。

「おっほぉ♪」

「おぉぉ……」

　リリスとペルヒタの歓声が起こる。二人の視線は無論、俺の股間に注がれている。

　海神の三みつ叉また槍やりのごとく、我が肉にく槍そうが夜空の方を向いたのだ。

「二人とも、こちらへ」

　言って、俺は自身の太ももを示した。

　ビーチチェアを跨またぐように両脚を広げ、左右の太ももをリリスたちのイスとして活用するためだ。

「では魔王様、失礼しますっ♪」

　右の太ももにリリスが跨がる。

「ご主人様……わたしこと、もっと……見て？」

　左の太ももにペルヒタが跨がる。

　俺の目前に並ぶのは、四つの平たい乳ち房ぶさである。その上方には、少女たちの恥じらいフェイス。絶景かな──絶景かな！

　すぐさま股間の肉槍がクラス・チェンジを遂げる。

　より太く、より長く、より頑丈になった黒き大罪に、リリスとペルヒタが恍こう惚こつの吐息をこぼした。

「はぁぁっ～♪　いつ見ても素晴らしいですっ！　リリス、大事なところのムズムズが止まりませんよぉ！」

「フゥーッ、フゥーッ……。わたしも、我慢できない……。こんなの見せられて発情しない雌ネコ、いない……」

　二人が腰を振り始める。

「んっ、んっ、んんっ……。魔王様、失礼します。太もも……使わせてください！　……はぁぁ、ぁん！　あぁぁっ、あぁぁあ……！」

「ご主人様っ……ご主人様ぁ！　わたしのこと、見てぇ……！　もっとおっきくして……気持ちいいこと、いっぱいしようよぉ……！」

　前後左右に腰を振る。円を描くようにくねらせる。

　ぴったり閉じていた二人の二枚貝からは、瞬く間に熱い肉汁があふれてきた。

　ぐぢゅっ、ぶぢゅっ、にゅるるっ……ぐちゅっ！

　太ももが──熱い。

　小柄な少女たちによる、卑ひ猥わいな水音のデュエット。

　淫らなナイトコンサートを特等席で聴きながら、俺は二人を抱き寄せた。

「フフフ、なかなか面白い趣向だな。俺も堪たまらない気分になってきたぞ。……お前たちの口づけが欲しい。……無論、同時にだ！」

「魔王様ぁ！」

「ご主人様ぁ！」

　言葉が終わらないうちに、リリスとペルヒタが吸いついてきた！

「んぢゅっ……ぶぢゅぅぅっ！　魔王様っ、はぁ、はぁ……魔王様ぁっ！　……ちゅっ、ちゅっ。れろぉっ……れろろぉ……！」

「ちゅっ……ぷちゅうぅ……。ご主人しゃま……しゅきっ、しゅきぃぃ……！　んんっ……はむっ、ちゅるんっ……れろれろれろれろ！」

　二人は先を争うように、俺の唇くちびるを捕食する。ともに舌を伸ばし、こちらの唇を割り開き、口内をれろれろと犯し始めたのだ。

　黙っていられる俺ではない。

　俺は左右の中指を立てると、二人の下半身へと持っていった。

　すでに俺の太ももはぐちょぐちょだ。滑りを増した太ももに、リリスとペルヒタが元気よく秘部を擦りつけている。

　標的は──割れ目と太ももの間。

　二人の肉芽を、中指の腹で不意打ちしてやるのだ。

「ちゅぷぷっ、れろろ……！　魔王様っ、魔王様っ」

「ご主人さま……んんっ……ちゅっちゅっちゅっ！」

　リリスとペルヒタが前方に腰を突き出す瞬間を狙い、俺は中指を前進させた！




　──ずぷうぅぅぅ……!!




『～～～～～～～～ッッ!!!!』

　ぷっしゃあああぁあぁぁあぁああぁあぁぁあぁ!!!!

　一撃必達──。

　リリスとペルヒタは、雷に打たれたかのように背筋をのけぞらせ、声なき悲鳴とともに激しく達したのだった。

「ククク、どうだ？　腰を突き出す動きに合わせ、カウンター気味に肉豆を刺激したのだ。俺の攻め手は無数に……ふぬぅっ!?!?」

　──が、俺の天下はそこまでだった。

　破裂寸前に張りつめていた股間を、二つの手が、左右から摑んできたのだ！

「はぁ、はあ……。さすがに今のはヤバかったです……。リリス、頭がバチバチして……まっ白に飛んじゃいましたよぉ……」

「……わたしも。今のはしゅごかった……。だけど、攻められるのは……ここまで」

　呼吸を弾ませたまま、二人が視線を交こう錯さくさせる。

　そしてニヤリと笑みを重ね、幼くも妖艶なまなざしを向けてきた。

「魔王様ぁ？　お返しの時間ですよぉ～♪」

「今から、二人がかりでシコシコする……。わたしたちのお潮をたっぷりまぶして、ぐっちょぐっちょにする、から……」

　その迫力に気け圧おされながらも、俺は強気に嗤わらってみせる。

「い、いいだろう！　だが、俺はそう簡単には……！」




　びゅるるるっ！　ぶびゅびゅっ！　どぷっ……どぷ！　どびゅるるるる……!!




　──まあ、その。

　これほど小柄な少女たちに二人がかりで手淫を敢行されたら、白く濁った打ち上げ花火を五発、六発上げることなど容易なわけで……。

　三人で唾だ液えきと性液まみれになりながら、ヌーディストビーチの夜は更けていった。

　が、気がかりなこともある。

　それは四度目の発射直前。

　ペルヒタに二つの砲弾を揉まれ、リリスに砲身の先端をこねくり回されているとき、背後に気配を感じたのである。

　俺は即座に探知結界を発動させ、賊を捕捉しようとした。

　しかし……謎の気配はすぐに霧散してしまったのだ。

　あれは一体……。

　白はく濁だく魔王汁をペルヒタの髪にかけながら、俺は一抹の不安を抱いたのだった。
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　時刻は真夜中。

　聖せい隷れいグルヴェイグ王国、王都スクルドにて──。

　──パァン！

「あっひぃぃぃいいいいいっっ！」

　──スパァン！

「っっはぉおぉぉおっ!?」

　王宮にほど近い高級宿屋の一室に、炸裂音と喘あえぎ声ごえが交互に響く。

「ククク……どうだ、グルヴェイグ。少しは反省したか？」

「はっ、はひいいぃ！　気持ひぃぃれすダンナさまぁ！」

「ぜんぜん反省しておらぬではないか！」

　──スパン！　スパンスパン！

　俺は派手な音を立て、目前の熟れたナマ尻を何度も平手で打うち据すえた。

　もちろん尻の主はグルヴェイグだ。

　宿屋のダブルベッドに両手を突かせ、トレードマークの重たい尻を思いっきり突き出させている。

　服や下着によるガードは不許可。

　やたらと丈の短い修道服は、腰の上まで強制的にまくり上げている。さらに、やたらと透けている卑ひ猥わいな下着は、膝ひざのところまでずり下ろしているのだ。

　ここ聖隷グルヴェイグ王国を訪れたのは、ペルヒタ教国のときと同じく、民の前で演説を行うためだ。

　もちろんネーメも一緒である。

　今回は、俺が抱っこ係を担当することとなった。

　ちなみに現在、ネーメは奥のテーブルに置いたバスケットで眠っている。こんな光景、あの子にはとても見せられない。

　今日の演説は、なんとか無事に終了した。




・今後の国の指針。

・新たな教義について。

・ネーメに関する情報。




　……といった項目は、かろうじて民衆に伝えられた。

　が、しかし！

　ペルヒタ教国での外遊を終えたあと、マカイノ村に帰ることなく聖隷グルヴェイグ王国を訪れた俺に、あのようなことをするとは──。

　今日ばかりは、グルヴェイグへの仕置きが必要だと判断したのだ。

　──パンパンスパン！

　気分はさながら打楽器奏者。両手を使い、グルヴェイグの官能的な尻肉をリズミカルに乱打する。

　平手で打ち据えるたび、熟れた柔肉がぶるんっ！　ばゆんっ！　と波打つのだ。

　当然、勃ぼつ起きは否めない。

　だが、これはあくまで仕置きである。股こ間かんの膨ふくらみを棚に上げ、尻の膨らみにさらなる平手を打ち下ろしていく。

　──スパンスパン！

「んほぉぉぉおおおっっ！　ハァ……ハァッ！　ダ、ダンナしゃまぁ～！」

「よ、よがっていないで反省するのだグルヴェイグ！　これでは仕置きにならぬではないか！」

「んぅぅっ、あひぃぃ……。ら、らって……らってえぇぇ！　ダンナ様にお尻を叩かれるなんて、きもひよしゅぎるんですものぉぉぉおん！　さっきから、わたひ何度もイッてひまっへぇぇえ!!」

「くっ、グルヴェイグを侮あなどっていたか……！」

「あぁぁあっ、ダンナ様ぁあん！　真珠玉を挿入いれられるのと同じように、お尻を叩かれるのも、私にとってはご褒美ですものぉん!!」

「ぐぬぬ……！」

　平手のたびに淫いん蜜みつが飛び散るせいで、すでに絨じゆう毯たんはまだら模様になっている。魅惑の巨尻は、どうやら痛みを快感に変える能力を有しているらしい。

「これは強敵だ……！」

　以前、儀式の最中、戯たわむれにスピカの尻を叩いてみたことがあった。あのときは、『私、痛いのはイ・ヤ！』と、ひどく怒られた記憶がある。

　何度も謝り、スピカのリクエストである『しっとりした抱ほう擁よう＆優しいキス』を行うことで、やっと許してもらったのだ。

　ゆえに、なにかと尻に造詣の深いグルヴェイグには、あえて尻太鼓を仕置きにするのが効果的なのでは──と考えたのだが、いやはや酷い読み違えをしてしまった。

　……とはいえ。

　グルヴェイグの激しい喘ぎ声は、なかなかどうして良き勃起をもたらしてくれる。

　──スパンッ！

「はひぃいいぃっっ！」

　──パァンッ！
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「んほおぉぉぉぉっ!!」

　尻を叩き、喘ぎ声に耳を傾け、股間の血流を逞たくましくさせながら、俺は今日の出来事を思い返した。





　　　　♂　　　♀　　　♂　　　♀






「ようこそ聖隷グルヴェイグ王国へ！　ダンナ様、こちらの馬車にどうぞ。演説会場の広場まで、私と一緒にパレードです！」

　転移魔法で、ペルヒタ教国から聖隷グルヴェイグ王国へ。

　俺を待ち受けていたのは、この国の崇すう拝はい対象──グルヴェイグの熱烈な歓迎だった。

　これから乗り込む馬車を見て、

「な、なんだこれは!?」

　俺の思考は、ものの見事に停止してしまった。

　そこにあったのは、純白の馬車。王侯貴族がパレードを行うための、天井がない大型タイプである。

　各所に施された彫金と、精せい緻ちなレリーフ。二人がけの座席はソファのようにフカフカだ。しかも、馬車を引くのは四頭の白馬という徹底ぶりである。

　……この時点で気づくべきだった。

　グルヴェイグと並んで座席に腰かけた時点で、俺の敗北は決定していたのだ。

「んふふ～、ダンナ様ぁん！」

「ち、近いぞグルヴェイグ。俺はこれから、多くの民を前に演説を行うのだ。気を引き締めなければ……」

　ペルヒタ教国での演説と内容が混ざらないよう、少しばかり記憶を整理する時間が欲しかったのだ。

　その言葉を無視して、ベタベタくっついてくるグルヴェイグ。たわわな乳ち房ぶさを感じながらも、俺は今日の演説原稿を想起していた。

　やがて、馬車は王都の中心へ。

　そこに待ち受けていたのは──。

「おめでとうございまーす！」「魔王ジュノさまー！」「グルヴェイグさまー！」「お幸せにー！」「ばんざーい！　ばんざーい！」

　沿道に詰めかけた大群衆が、色とりどりの紙吹雪やフラワーシャワーを乱舞させる光景だった！

　誰も彼もが笑顔を輝かせ、俺たちに祝福のエールを投げかけてくるのである。

「こ、これは……！　短期間で、ここまで国柄が変わってしまうものなのか!?」

　思わず身を乗り出し、俺は目を見開いた。

　──聖隷グルヴェイグ王国。

　そこは六ろく芒ぼうの女神グルヴェイグが治める、徹底された管理国家だった。

　信仰対象であるグルヴェイグを崇あがめ、奉たてまつり、褒ほめ讃たたえることこそ至上の価値観。

　一日七度の祈りを捧ささげ、汗を飛ばして賛さん美び歌かを熱唱しなければ、人に非あらず。異なる意見は弾圧によって叩き潰す。

　街にはグルヴェイグを讃える横断幕や絵画があふれ、どんより曇った空の下、人間たちは死んだような顔で生活していたはずだ。

　それが、今はどうだろう。

　笑顔。歓喜。祝福。紙吹雪にフラワーシャワー。そういえば、空が青く晴れ渡っているではないか。異常なまでの変わりようだ。

　元・異端審問の女神グルヴェイグは、

「私、考えを改めましたので！」

　四角いメガネをキリッと上げて、熟れた巨乳を誇らしげに張ってみせた。

「私はダンナ様の新妻になりました。それに合わせて教義を大きく改定し、弾圧を止め、愛にあふれた国づくりを進めているんです！」

「そ、そうか……。俺としても、様々な種族が幸福に暮らせる国になれば、何も言うことはないのだが……」

　彼女の言葉に噓はなさそうだ。

　やや面食らったが、そういうことなら、今の聖隷グルヴェイグ王国も悪くない。




　──などと思ったときだった。




　馬車が大通りを直角に曲がり、あとは演説会場の広場へ一直線……というところで。

「うわぁぁぁぁ!!」

　視界に飛び込んできた光景に、俺は頓とん狂きような声を上げてしまった。

　沿道を埋め尽くす人々。

　巻き起こる声援。

　またしても乱舞する紙吹雪とフラワーシャワー。

　そんな大通りの建物には。




　純白のタキシードをまとった俺と、純白のウェディングドレスをまとったグルヴェイグが、仲良く寄り添った絵画が飾られていたのだ！




　一〇〇枚や二〇〇枚ではない。

　大小さまざまな複製絵画が、あらゆる建物の壁面に、それはもう病的なほどびっしりと張り出されている……!!

「な、な、な……!?」

　衝撃のあまり絶句する俺に、

「魔王ジュノ様の新妻になったので、教義を大きく改め、弾圧も止める──。そう国民に伝えたら、みんな浮かれてしまって。こんなに素敵な絵画を描き、たくさん複製してくれたんです！」

　グルヴェイグはニッコニコだ。

「もちろん、ダンナ様との結婚はまだですけど、もう嬉しくなってしまいまして。今日は一足早く、結婚記念パレードを開かせていただきました!!」

「な、なんたることだ……」

　見れば沿道の人々が持っている横断幕には、やれ『祝！　御成婚』だの『ハッピーウェディング』などと書いてあるではないか。

　頰を引きつらせながら、俺は自称新妻に振り向いた。

「グルヴェイグよ……」

「はぁい！」

「……今宵は仕置きだ。覚悟していろ……」

「あ、あらら～？」





　　　　♂　　　♀　　　♂　　　♀






　──結局。

　すっかり結婚報告会だと思っている大群衆に、本来の演説の趣旨を理解させるまでには、計り知れない労力を要したのだった。

　俺なりに誤解は解いたつもりだが、一体どれだけ伝わっていることやら……。

　と、いうわけで。

　──スパン！

「はおぉぉぉんっ!!」

　俺はこうして、グルヴェイグの尻山に制裁を加えているのである。

　とはいえ、そろそろ終演だ。

　グルヴェイグの尻はすっかり赤くなっているが、これ以上叩けば翌朝まで腫れが残ってしまうだろう。

　仕置きはしても、ケガをさせるつもりはない。

　グルヴェイグもまた、俺の大切な家族なのだ。

「はぁ、はぁ……ダンナ様ぁ？」

　首を巡らせ、とろけた表情でこちらを見つめるグルヴェイグ。

「仕置きはここまでにしておこう。……ともかく、先走った行動は慎むように。よいな？」

「はぁい……ごめんなさい、ダンナ様ぁ……」

　彼女は素直に反省を口にした。

　よって、俺は巨尻を包み込むように手を置き、

「よし、いい子だ」

　素直な反省を褒めようと、赤くなったむちむちの柔肉を揉もみしだいた。

　円を描くように、やんわりと。

　──その途端。




「あっひああああぁああぁあああああぁぁあぁぁああっっ!!!!」

　ぷっしゃああああああぁぁぁぁあああああっっ!!!!




　グルヴェイグが盛大な嬌きよう声せいを上げ、背筋を反らせたままベッドに崩れ落ちた。

　しかも潮吹きのオマケ付きである。

「な、なんだというのだ!?」

「あひぃ……あへぁ……。……あ、あれだけ叩かれた後に、優しくモミモミされたらぁ……んんっ。は、反動で、心も身体もきゅんきゅんして……すっごいのキちゃいましたぁぁ……」

「なんと！」

　それはさながら寸止め儀式。暴発寸前で焦らされていた白はく濁だく砲ほうに、最後の一コキを加えてしまった状態か。──気持ちよかろう。

「はひぃぃ……あぁぁあ……」

　いずれにせよ、グルヴェイグは再起不能のようだ。

　彼女をダブルベッドの端に寝かせ、布団をかける。

　が、そこで俺は重要なことに思い至った。

「ハッ──。俺自身がイッていないではないか！」

　事実、グルヴェイグの巨尻効果によって、俺の下半身は戦闘形態を継続中だ。一体どうしたものだろう。

「アレを、やるのか？　スピカやアルテミス、リリスたちと同じように、一人で……」

　しかし俺はためらった。

「待て待て。魔王たる者、射しや精せいは俺好みの女性たちに促してもらうものだろう？　それを、こんな……」

　そうこうする間にも、股間はドクドクと力強く脈打ち、発射の時を待ち望んでいる。

　性欲解消と魔王の誇り。

　両者を天秤にかけ、俺は──。

「うおおぉぉ！」

　太く、熱き肉丸太を、右手で握りしめた。

「こ、これは致し方ないことだ。……そ、そうだ。グルヴェイグの寝顔を見ながらしごき倒せばセーフなのでは……？」

　魔界的解釈を経て、俺はグルヴェイグに向き直る。

「そうだ。彼女の顔にかけてしまえば、それはもう儀式の一種。我が邪悪なるプライドに、なんら影響はない！」

　というわけで、右手をシコシコと動かし始めた。

「ぬ、ぬふぅ……！　これはこれで……！」

　だが、とてもスピカたちには見せられぬな……。

　俺が苦笑した、まさにそのときのことだった。




「……ねぇ、何してるの？」




　──心の臓が、弾け飛ぶかと思った──。

「～～～～～～～～ッッ!?!?」

　俺は股間を握ったまま振り返る。

「お、お前は一体……」

　そこには。

　青い髪を戴いただく、一人の少女が立っていた。

　必然、少女を見ながら股間をしごく構図になるが、それは大した問題ではない。

　着実に射精へ近づく俺に、少女は告げる。




「わたしは、ネーメ。ねぇ……わたしにも、気持ちいいこと……教えて？」
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　これは夢だ。夢に違いない。

　自分の心に言い聞かせながら、ネーメを名乗る少女と対峙する。

　言うに及ばず、少女は全裸だ。

　女体と呼ぶには未成熟だが、つるぺたとも言い切れない──痴の狭はざ間まといった体型である。

　ほっそりとした美脚。ほのかに丸みを帯びた腰。肉づきの薄いくびれたウエストを経由し、俺の視線は絶妙なサイズの乳ち房ぶさに据すえつけられた。

「ふむ……」

　乳頭はツンと上を向き、乳にゆう輪りんの色彩もごく薄い。さぞかし美び味みなことだろう。

「……？」

　勃ぼつ起き竿ざおを右手でしごき続ける俺に、少女が小首を傾かしげた。

　セミロングの髪がサラリと流れ、深い色の瞳ひとみが俺をまっすぐ捉とらえてくる。

「……そこ、すごく大きくなるんだね……」

　言って、少女が近づいてくる。その目に宿るのは──好奇心だろうか。

「ま、待つのだ。お前は……」

　一歩たじろぎ、肉棒磨きを継続しつつ、審しん理りの魔ま眼がんを発動させる。




【名前】ネーメ

【性別】女

【＄？[image: ]〆】¶∮△[image: ]

【種族】人間族

【●▽†】♭§√

【年齢】一※歳

【[image: ]∇★≠□∴】※※∧※★※※∧※★

【性欲】一七




　どうやら本当にネーメのようだ。いや待て。本当に、とはどういうことだ？　ネーメは二歳前の赤ん坊だが!?

「くっ……下半身に血液が集まりすぎて、頭が回転せぬ！」

　そのせいか、意識がぼんやり霞かすんでくる。反比例するように、卑ひ猥わいなロングソードはどんどんロングになっていくが……。

「お、落ち着くのだ魔王ジュノ。これは夢。夢なのだ！」

　──いや、それはそれでマズイだろうに！

「つまり俺は、潜在意識下でネーメを性の対象と認識していたというのか!?　いくら寸止め状態で欲求不満でも、それはいかんだろう！」

　さすがに肉剣しごきを止め、両手で頭を抱えて苦悩する俺。

　しかしネーメはお構いなしだ。

「こうすると、気持ちいいんだよね……？」

「ぬぉぉっ!?」

　俺の直前に立ったネーメが、両手を使ってロング＆ロングソードに前後運動を加え始めたのだ！

　小さく、ひんやりとしたネーメの手。しごかれるたび、パンパンに張り詰めた切っ先が、彼女の柔やわらかなヘソに擦れ……たいへん……良い。

「……すごい。手の中で、どんどん大きくなる……」

　無表情ながら、ネーメの視線は俺の下半身に釘付けだ。

　この快感──本当に夢だというのか!?

　脳裏によぎる疑いは、しかし快楽に塗りつぶされていく。腰の奥に痺しびれが走り、甘ったるい快感が駆け上ってきた。

　ネーメの両手に合わせて、こちらも腰を前後させる。

　彼女は俺を見上げ、

「これ、気持ちいい？　すごく、いやらしい顔……」

　淡々とした言葉責めで発射を促うながしてくる。

「あぁぁ……出るぞ!!」

　──と、申告したときだ。

「手、疲れちゃった……」

　なんとネーメが、両手をパッと離したのだ。

　──故意ではない。寸止め儀式の意図はなく、単にしごき疲れてしまったようだ。

　が、これは辛い！

「ぬぅぅっ、ううう……！　あと一コキだったというのに……！」

　射しや精せい、解放、白はく濁だく花はな火び。

　もはや放出することしか考えられない。

「すごい顔……。えっちだなぁ……」

　両手の疲れが癒えたのか、ネーメが俺に抱きついてきた。すべすべの腹で竿を軽く圧迫され、それだけで精せいを吐きそうになる。

「ねぇ……。私にも、気持ちいいこと……教えてよ」

　上目づかいになり、ネーメは平坦な口調でそう言った。

「スピカも、アルテミスも、他のみんなも……あなたに気持ちよくされて、すごく幸せそうだった……。私も、経験してみたい……」

「み、見ていたというのか!?」

「うん。リリスとペルヒタのときも、しっかり……」

　──そういうことか。三人でヌーディストビーチごっこをした夜、俺が背後に感じた気配は、どうやらネーメだったらしい。

　……待て待て待て！

　これを夢だとするならば、あのときも夢を見ていたことになるのか!?

「クッ……思考がまとまらぬ。今はとにかく、下半身に集まりすぎた血液を、脳に回すことを考えなければ！」

　今の俺に必要なのは、ネーメで射精することだ。

　幸い彼女も快楽を求めているようだし、これが夢ならば、何ら問題はない！

　──結論は、出た。

「ゆくぞネーメ！」

　出陣の掛け声とともに、俺は彼女の乳房に手を伸ばした。

「ほほぅ。これはなかなか……」

　手のひらに伝わるのは、世にも繊細な柔らかさだ。

　しっとりした雪白の美肌が、ほどよく吸い付いてくるような感触──。

　ふにっ……むにゅ……もゆっ……。

　手のひらにすっぽり収まる、このサイズ感。揉もめば揉むほど、快感と安心感の両方を享きよう受じゆできる。まさしく良乳と呼ぶべき逸品だ。

　──が。

「…………」

　なんたることだ。

　当のネーメは、俺に乳房をテイスティングされているというのに、無表情を貫いている。醒さめた瞳でこちらを見上げ、声を洩もらすことも、頰を赤らめることもない。

「ネ、ネーメ。……ど、どう思う？」

「……わからない」

「き、気持ちよくはない……か？」

「……わからない」

「な──っ!?」

　乳いじりを継続しつつ、俺は心にヒビが入る音を聞いた。

　さすが【性欲】一七。【性欲】八八〇のスピカとは違い、まだ快感を受け入れる準備が整っていないようだ。

　決して。

　断じて。

　俺がヘタクソなわけではない。…………と、信じたい。

　ゆえに俺は奮起した。

　ただ揉むだけではなく、ネーメの乳頭をくすぐったり、舐め回したり、しゃぶったりを繰り返した。つまんでクリクリ捻ねじってみたり、指先で弾いたり、甘あま嚙がみも交える。

　だというのに。

「…………。ねぇ……これ、まだ続けるの？」

　ネーメは依然、キョトンとしている。もちろん秘所のうるおいも皆無だ。

「ぬ、ぐ、ぐ、ぐ！」

　俺は奥歯を嚙み締めた。

　もはや俺の射精などどうでもいい。魔王として、一匹のオスとして、このまま引き下がるわけにはいかない……！

　──魔ま導どう調ちよう律りつを使えば、おそらく絶ぜつ頂ちようは一瞬だ。

　しかし、それは邪道。

　ここで使うべき武器は、己が培つちかってきた性のテクニックに限定すべきである。誠実淫技の精神とともに、俺は次なる手段を考えた。

「……これでもわからないなんて。私には、無理なの……？　……みんなみたいに、幸せな顔……なれないのかな……」

　小声を洩らすネーメ。無表情ながら、そこには落胆の色が窺えた。

　だから、俺は彼女に告げる。

「案ずるな、ネーメ。魔王の名にかけて、俺が必ずや絶頂へ導いてみせる。だから横になるのだ、仰あお向むけにな。あと、腰の下に枕を敷くがよい」

「……わかった」

　言われるがまま、ネーメはベッドに身体を投げ出し、腰の下に枕を敷いた。

「乳房が無反応なら、ここしかあるまい！」

　俺はネーメの足元に移動した。彼女の膝ひざ裏うらに手を添え、左右に脚を開かせていく。

　それはさながら、おしめ交換である。

「……これ、おまたくぱぁ？」

　リリスがおしめの交換を実演したとき、そんな表現を使っていた。やはりこの子はネーメ本人だ。──夢、確定である。

　ネーメにうなずき、

「うむ。くぱぁで間違いない。だが、今のお前に行うのは……」

　そう言いながら、俺は彼女の両脚の付け根に顔を寄せていった。

「えっ……。……どう、するの？」

　細い両脚が、ピクリと震える。初めて心が揺ゆらいだのだ。

「我が舌技、とくと味わうがよい！」

　俺は、ぴったり閉じたネーメの扉に、粘膜接触を図った。

　ちゅっ……。れろぉぉ……。

　まずは口づけ。続いて舌を左右に動かし、割れ目を弾くような刺激を加えていく。

　──効果は、すぐに表れた。

「あっ……」

　ネーメが微かに喉のどを鳴らしたのだ。細い身体がわずかに震え、快感の兆候を示す。

　勝機──ッッ!!

　俺はさらに舌を伸ばし、それを秘裂に滑り込ませんとした。舌を小刻みに波打たせ、瑞みず々みずしい媚肉に敬意を払いながら。

「……っっ、あ……。これ……なんか、変……」

　ネーメが脚を閉じようとするが、そんなことを許す俺ではない。両手に力を込め、引き続きくぱぁ状態を維持させた。

　舐める。くすぐる。割り込ませる。

　淫みだらに乱舞する舌先が、閉ざされたネーメの扉を着実に開かせてゆく……！

「あぁっ……ぁぁあ……。な、なに……これ。お腹の奥、しびれてっ……おまた、熱いぃぃ……」

　ネーメの口数が増えてきた。彼女は小尻を動かして刺激から逃れようとするが、これも俺は許さない。尻の動きを予測し、ほぼノータイムで追いつくのだ。

　結果、舌先愛あい撫ぶは継続する。官かん能のうの高まりを妨げることなく、ネーメを白き絶頂の彼方かなたへ誘いざなわんとする……！

「ううぅっ、ううぅぅ……。あぁぁっ、ひぅぅ……！」

　ネーメが大きく口を開け、喘あえぎの声量が倍増する。さらに彼女は両手でシーツを摑つかみ、腰を反らせ始めた。

　俺は顔を上げる。

「スンスン……れろろぉ……。ククク、ネーメよ。甘酸っぱい匂いがしてきたぞ？　ちゅぱっ、ぢゅるる……。それに、俺の唾だ液えき以外の味を感じるようにもなってきた」

　ネーメがわずかに身を起こし、下半身の痴ち態たいを見つめる。

「あぅぅっ……はぁ、はぁ……。わ、わたし……濡ぬれ、てるの？」

「その通り。お前の身体も皆と同じように、快感を享受できているのだ」

「そ、そう……なんだ……」

「うむ。だから、落ち込むことなど何もない。この感覚を心から味わい、俺を感じながら、さらなる快楽の果てに安心して達するがよい」

　ネーメの瞳が大きく見開かれる。

「あぁぁ……うそ、でしょ？　これより、もっと気持ちよくなるの……？」

「噓ではない。皆、それを味わうことで幸福の笑みを浮かべているのだ。……どうする？　イキたいか？」

　その質問に──。

「んっ」

　ネーメはコクリとうなずいてみせた。

　舌技、再開。

　俺は彼女の股こ間かんに顔を埋うずめ、いよいよもって激しい責めを展開させた。

　くぱぁと開いた左右の襞ひだをくすぐる！

　中の温かい部分に、舌を深く挿入する！

「はぁぁっ……ぁああ！　ひぅっ……うぅん！」

　そのたびに、ネーメは初うい々ういしくも愛らしい反応を返してくれる。だんだんと汗が浮き立ち、腰をくねらせる回数も増えてきた。

「あぁぁっ、んぅっ、らめ……もぉらめぇぇ……！　んぅっ、ああぁクる！　なんかクるぅぅ！　怖いよぉぉ……！」

　腰を跳ね上げ、ブリッジのごとく爪先立ちになりながら、ネーメは切なげに眉まゆを歪ゆがめている。

　それでも、俺の攻め手はゆるまない。性の泉の真っただ中で、舌を回転させたのだ。肉襞をこそげ取るように、強めの圧迫を加えながら！

「んぁあああっ！　あぁぁっ、で、出るぅぅ！　な、なんか出るよぉぉぉ!!」

　無表情だったネーメはどこへやら。

　今の彼女は性の快楽に悶もだえ、顔を激しく紅潮させている。

「恐れるな、ネーメ。快感に身を任せ、意識を白く飛ばすのだ！」

「んくっ……うぅぅっ！　でもっ……でもぉぉ！」

「安心しろ。最後の最後の瞬間まで、俺がしかと見届ける。後悔しないよう、最大の絶頂へ至るのだ！」

「……う、うん、わかった……。あなたが、見ててくれる、なら……！」

　さあ、フィナーレといこうか。

　俺は舌の動きを継続しながら、あるポイントへ視線を定めた。

　すでに包皮から露出した、ネーメのいやらしい雛豆である。

　唾液と愛液でぬらぬら光るその部分は、集まってきた血液により、はっきりわかるほど隆起していた。

「あぁぁあぁぁイクッ、イクゥゥ！　イクイクイクイクイクゥゥゥ……!!」

　ネーメが切実な嬌きよう声せいを放ったタイミングで。

　カリッ──。

　俺は、彼女の勃起肉芽を甘嚙みした。




「んひゃああぁぁああぁぁぁああぁあぁぁあぁ……!!!!」

　ぶしゃぁぁぁぁぁぁあああああああ!!!!




　跳ね上がる腰。

　飛び散る汗。

　豪快極まるソルトスプラッシュが、俺の顔面に直撃した！

　目が！　目がぁぁ！

　──と、のたうちまわっていただろう。常人ならば。

　だが、俺は魔王だ。リリスに創られたこの肉体は、潮を受けてもびくともしない。

「あ、ぅ……ぁ、あ……」

　力なくベッドに横たわり、腰をヒクヒク震わせるネーメ。

　彼女に寄り添い、その身体を抱きしめる。

「んんっ……！」

　すると、どうだろう。いくら身体を触っても無反応だったネーメが、悩ましい声を洩らしたのだ。

「……！」

　これには本人も驚いたようだ。口を押さえ『いま、わたし……』とつぶやいている。

　俺は手を伸ばし、ベッドサイドの手鏡を取った。

　映すのは、もちろんネーメの顔である。

　手鏡に映った自身の顔──。

　ネーメが、目を瞠みはった。

「これ、わたし……？　わたし、こんな顔、して……。トロトロで、えっちで……。すごく、幸せそう……」

　言葉が途切れ、ネーメの目尻に大粒の涙が滲にじんできた。

　まばたきに合わせて、二筋の雫しずくが紅潮した肌を滑り落ちていく。

「よく頑張ったな。偉いぞ」

　俺は右手で彼女を抱きながら、左手で頭を撫でた。

　ネーメはなんの抵抗もなくそれを受け入れ、

「あ、あり、がと……。す、すごく、気持ちよかった……」

　彼女は泣きながら微笑ほほえみ、俺にすがりついてくる。

「わたしにも、できた……。わたしも、みんなみたいに、幸せな顔、できた……」

　わたし、幸せ……。

　小さな声でつぶやき──それっきり、彼女は寝息を立て始めた。

「やれやれ。いちおう目を洗っておきたいが……まあ、いいか」

　今夜はとことんネーメに付き合おう。

　俺は彼女を抱き直し、ゆっくりと目を閉じる。

　腕に感じるぬくもりに、深い尊とうとさを感じながら──。










　翌朝。

　窓から射し込む光を感じ、俺は身を起こした。

「そうだ、ネーメは!?」

　眠い目を擦るのも忘れて隣を見る。

　が、そこには。

「んあぁ～……むにゃむにゃ。ダンナしゃまぁぁ～……」

　幸せそうな寝顔のグルヴェイグがいるのみだ。

「では、一体……」

　ベッドを降り、向かう先は奥のテーブル。そこに載ったバスケットである。

　おそるおそる視線を下ろすと、

「Ｚｚｚｚ……」

　バスケットに敷かれたクッションの上で、ネーメは安らかな寝息を立てていた。

　その様子を見つめ、両目を擦って再び確認してから、俺は安堵のため息を洩らす。

「やはり、アレは夢だったのか……」

　それはそれで罪悪感が押し寄せてくるが、努めて意識しないようにした。

　そっと、バスケットへ手を伸ばす。

　ネーメの頰を指先で撫なで、

「お前はお前の人生を歩むのだ。愛する者を見つけ、心ゆくまで愛を伝え合い、どうか幸せになってくれ……。お前の幸せを、俺は心から望んでいるぞ」

　胸に湧き出る愛おしさに任せて、そんな言葉を口にした。

　すると、どうだろう。

「んんっ……」

　眠りながらも、ネーメは俺の指先を握り返してきたのだ。

　弱く、儚はかなく、頼りなく。

「健やかに育つのだ……ネーメ」

　このとき、この瞬間、俺はどんな顔をしていたのだろう。

　視界の端──俺の口もとが窓に反射していたが、慌あわてて視線をそらした。

　似合わないのだ、魔王には。

　赤ん坊をのぞき込み、柔らかな笑みを浮かべてしまうなどと──。
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「ぱぁぱ！　えへへ～♪　ぱぁぱ、ぱぁぱ！」

「ククク……ネーメよ。元気なのは結構だが、俺の頰をぺちぺちやるのは程々にしておくのだ」

　いつもの散歩コース（……とは言っても、工房の中庭を回るだけだが）を、ネーメとともに堪たん能のうする。

　この子の成長は順調だ。抱っこしたとき、体重の変化に驚くこともある。快眠＆快食の日々を過ごし、皆の愛情を身に受けながら、日々すくすくと育っているのだ。

　こうしてネーメが大いに懐なついてくれたのは、先日、ペルヒタ教国と聖せい隷れいグルヴェイグ王国への外遊から帰還してからだ。

　……より正確に言うならば、夢の中で妙齢のネーメに魔性の奉ほう仕しを行った、ちょうど翌日からである。

　マカイノ村に帰還後、皆は驚いていた。ネーメがスピカではなく、真っ先に俺の抱っこを欲するようになったからだ。

「あっ、魔王様にネーメ様。今日もお散歩ですね～？」

「魔王様、お疲れ様です。ネーメ様っ、お散歩よかったでちゅね～」

　庭掃きメイドたちがキャッキャと寄ってくる。

　俺は彼女たちに笑いかけ、

「ククク。メイドたちの間でも、すっかりネーメは人気者のようだな」

「めーどたん！　やっほー♪」

　笑顔で手を振るネーメに、メイドたちが『キャー！』と黄色い声を上げた。

「そりゃ～もう人気ですよ、魔王様！　このカワイさ……たまりませんもの！」

「厨房のメイドたちったら、ネーメ様の離乳食研究に没頭してますからね！」

「あ、寝具担当のメイドたちも、ネーメ様のベビーベッドをグレードアップさせるんだって盛り上がってましたっけ」

『ねー！』と声を合わせる二人のメイド。

　時が経つにつれ、ネーメの存在はマカイノ村に欠かせないものになってきている。

　このメイドたちのように、村の人々の愛情を一身に受けているのだ。

「しかし、どうしたものか……」

　俺は目を伏せ、メイドたちに聞き取られないようにつぶやいた。

　ネーメが発見されてから、早いもので二ふた月つきが経つ。尋ね人チラシも、かなりの範囲に出回っているはずだ。

　だが……ネーメの親に関する有力な情報は、未だ得られていない。

　王立騎士団と各地の憲けん兵ぺい隊たいも調査を続けているらしいが、こちらも同じく芳かんばしい結果は……。

『いっそ、ネーメをマカイノ村に永住させてしまうのはどうか？』

　そんな意見は、会議のたびに挙がっている。

　俺とて賛同してしまいそうになったが──しかし。

　それが果たしてネーメの幸せに繋がるのか……確信を持てずにいる。

　魔族と人間族の共存を謳うたっているものの、魔族は魔族、人間族は人間族に育てられた方が、より良い人格形成ができるのでは……。そう考え、迷ってしまうのだ。

「ぱぁぱ！　まぁまにあいたい！」

　──おっと、お呼びがかかったか。

　俺は逡しゆん巡じゆんを止め、ネーメを優しく撫なでさすった。

「よかろう、工房へ戻るか。スピカ、アルテミス、グルヴェイグ、ペルヒタ、リリス……今日は全員いるぞ。誰にでも、好きなだけ甘えるがよい」

「わーい！」

　ネーメの元気な返答が、俺の心をほんわかと温める。

　この子に愛情を注ぎ続け、時が来るまで守り抜かなければ──。

　そんな決意が自然と湧き出してくるのである。

「俺も、変わったものだな……」

　苦笑を添えて、俺はネーメと工房へ戻る。

　願わくば、この子の未来が幸せであふれていますように……。










　……と。

　父親じみた想いを抱き、優しい気持ちになっていたものの。

「こんばんは。今日も、気持ちいいこと……教えて？」

「クッ、またか！」

　夜になると、妙齢に成長したネーメの夢を見てしまうのだ。

　セミロングの青髪。大人と子供の狭はざ間まの女体。

　そして、虚うつろな瞳ひとみと無表情の顔──。

　だが、このごろ変化が表れてきた。

『ここを、このように優しくつまむ。……どうだ？』

『んぅっ……先っぽ、ぴりぴりする……。ひぅんっ……おまた、熱いよぉぉ……』

『よし、今度は乳頭をこね、指先で軽く弾くぞ？　──快感に備えろ』

『わかった……。んっ、あぁぁ……っ。ッ、ッッ……ひぁぁ!!』

　といった具合に、夢の中のネーメが、だんだんと性的な快感を享きよう受じゆできるようになってきたのである。

　今となっては、胸を愛あい撫ぶしても無反応だったときのことが噓のようだ。

　あの夜を懐かしく思いつつ、俺はネーメ（夢）に呼びかける。

「さて、今宵は何を知りたいのだ？」

「……おクチのご奉仕が知りたい。アルテミスがやるみたいな、ぐっぽぐっぽっていう、すごいやつ……」

「ぬぅ。あれはかなりの鍛たん錬れんが必要だぞ？」

「……そうなの？」

「うむ。まず、俺の黒光りした魔の巨きよ塔とうを根元まで咥くわえ込こむのだ。そして、吸う。ひたすら吸う。口内を真空状態へ近づけたのち、頭を前後に振るようにして、大胆に奉仕するのだ。喉のどを使う妙技を覚えていないと、厳しいだろう」

「なんだか難しそう」

「前後運動の際には充分な吸引を怠おこたらず、頰がへこんだ状態をキープすることが肝要だ。清せい楚そな美び貌ぼうが淫みだらに歪ゆがむ──。それが肉にく膨ぼう張ちようを促すのである」

「勉強になる……」

　まあ、ここでアルテミス流の口淫を教え込む気はない。夢の中とはいえ、ネーメを名乗る少女の喉に、白はく濁だく砲ほう台だいをねじ込むのは気が引けるのだ。

「でも、そっか……。私にはできないんだ……」

　小さな口を尖らせ、ネーメの表情は沈み込んでしまった。

　そこですかさず代案を提示するのが俺である。

「ネーメの場合は、亀頭責めを覚えるのがよかろう」

「きとう……ぜめ？」

　こんなにも愛らしい少女に『亀頭責め』と言わせる愉悦に、俺の下半身がピクッと喜んだ。

「……ネーメよ、もう一度だ」

「亀頭責め……？」

「……よし。こちらの準備は整った。さっそく実習を始めよう」










　──こんなやり取りが、夢の中で頻繁に繰り返されていった。

　今やネーメは多くの性技をマスターしている。俺との実習により、知識だけでなく、実践する力をつけているのだ。

　手コキ、足コキはもちろん、素股や顔射、顔面騎乗、そして前回は精飲課程を修了している。

　口内に精汁を溜めた状態で口を開け、舌でかき回して味わうところをたっぷり俺に見せつけてから、大げさに喉を鳴らして飲み込む──。そんな妙技も丁寧に教え込んだ。

　こうして。

　夜は夢の中でネーメ（妙齢）と快楽を探求し、昼はマカイノ村でネーメ（赤ん坊）と遊ぶ日々が過ぎていった。

　もうじきやってくる記念日を前に、俺の胸は躍っている。

　画家のハイネから、ネーメを抱いたスピカの絵画が完成に近づいている、という報せが届いたのだ。

　そしてネーメは、間もなく二歳になるのである──。
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　マカイノ村でネーメと過ごす日々は、温かく、穏やかに過ぎてゆき──。

「時は、来た……！」

「ときはきた～！」

　現在、俺はネーメを抱っこして、工房の扉の前に立っている。

　この先にあるのはエントランスだ。耳を澄ましても、何ら物音は聞こえない。……たくさんの人の気配を感じるがな。

　俺は腕の中に視線を落とし、

「ネーメよ。お前がマカイノ村に来てから、ずいぶん時が経ってしまったな」

「んーっ！　ネーメ、ぱぁぱ、しゅきー！」

「ククク、そうかそうか。……ずいぶんと言葉も覚え、身体も成長し、一人で立ち歩けるようにもなってきた……」

「えへへー。ネーメ、おさんぽもしゅきー！」

　ここで、俺はネーメに頰を寄せた。ぷにぷにの無む垢くな柔やわ肌はだ。ミルクの匂いを感じ、自然と心が安らいでいく。

「……そんなネーメのために、今日は皆が色々と準備をしてくれた。心して楽しむがよい」

「たのしむが、よ～い！」

　両手をバタつかせるネーメに笑みを送りつつ、俺は工房の扉を三度、ゆっくりとノックした。これが合図だ。室内の気配がざわつくのが感じられる。

「では──行くぞ！」

「いくおー！」

　俺は、扉を一気に開け放った！

　するとそこには。




『ネーメちゃん！　二歳のお誕生日、おめでとう!!』




　スピカ、アルテミス、グルヴェイグ、ペルヒタ、リリス。工房のメイド隊。

　そしてマカイノ村の住人たち。

　皆が一斉に声を上げ、ネーメの生誕を祝福したのだ！

　視界を埋め尽くす、たくさんの笑顔。誰も彼もがネーメの存在を尊とうとび、肯定し、あふれんばかりの愛情を注いでいるのだ。

「……！」

　これにはネーメも驚いているらしい。大きく大きく目を見開き、口はポカンと半開きだ。

「あ、う～……」

　しばらく硬直していた彼女だが、やがて声を洩もらし始めた。

　エントランスに集まった人々に顔を向け、

「……あ、あり、がと……」

　最近覚えた感謝の言葉を、はっきりと口にしたのだ。

　直後、室内の空気が柔やわらかみを帯び、ふんわりと膨ふくらんでいった。

　巻き起こるのは、拍手、歓声。

「わぁ！　ネーメ偉いわ！」

「ちゃんとありがとうって言えましたねぇ！」

　スピカとアルテミスが手を取り合い、その場で仲良く飛び跳ねる。母性の象徴が揺ゆれて、揺れて、俺は周囲にバレない程度に前かがみになった。

「あぁぁ、なんて愛らしいのでしょう！」

「ま、まあ、可愛さはわたしと同じぐらいかしら？」

　グルヴェイグとペルヒタも、惜しみない拍手でネーメを祝福している。

　たくさんの祝福が交こう錯さくする中、

「魔王様、ネーメさん。ささ、中庭へどうぞ♪　もろもろ準備は整ってますので！」

　堕だ天てん使し少女のリリスがやってきた。

「うむ。では、行くとするか」

「ぱぁぱ、なにするのー？」

「今日はネーメのための記念日だ。まだまだ多くの催しがネーメを待っているぞ。期待するのだ」

「んっー！」

　ネーメが明るい笑みをのぞかせる。エントランスの華やかな雰囲気。皆の愛情。それらを感じ取ったに違いない。

　俺たちは中庭へ移動した。

　エントランスに入りきらなかった村人たちは、こちらで待機していたようだ。俺とネーメが中庭に降り立った瞬間、盛大な拍手や指笛が鳴り渡った。

　彼らに手を振りつつ、

「ほほぅ、これは期待以上の出来だ……!!」

「しゅごーい！」

　俺とネーメは、ほとんど同時に声を上げた。

　なんと工房の中庭は、ガーデンパーティーの様相を呈していたのだ！

　建物の壁面は色とりどりに飾りつけされ、たくさんのテーブルには様々な料理が所狭しと並んでいる。きっと工房のメイドや、村の料理人が腕を振るったのだろう。

　ふいにネーメがピクリと反応し、

「ぱぁぱ！　あれしゅごい！」

　中庭の奥を指さした。

「おお、アレか！　アレは俺のアイディアなのだ。喜ぶがいい」

「ぱぁぱ、ありがと！　ありがとー！」

　アレとは中庭の奥──。

　そこに鎮座する、五段重ねの特大ケーキのことである！

　ネーメや工房の皆はもちろん、生誕祭に集まった村人たちにも振る舞えるよう、できるだけ大きなケーキをオーダーしておいたのである。よく頑張ってくれたものだ。

　そして、さらにもう一つ。

　特大ケーキの近くには、幕が被せられた四角い物体が置かれている。

　何を隠そう、画家のハイネが例の絵画をついに完成させ、マカイノ村に届けてくれたのである。

　今日はネーメの生誕祭と併せて、絵画の除幕式も行う予定なのだ。ネーメを抱いたスピカの絵が、果たしてどのような仕上がりになっているのか……心から楽しみである。

「ネーメっ！」

　そのとき、スピカがこちらに駆け寄ってきた。

「お誕生日おめでとう！　私からのプレゼントよ！」

　彼女が取り出したのは、花を編んだ冠だ。

　ネーメの頭にそれを載せ、手鏡を掲げる。

「んっ、ばっちり似合ってるわよ！」

「わあ～！　まぁま、ありがとー！」

　手鏡に映る自分の姿に、ネーメが身体をジタバタさせて無邪気な歓声を上げる。

「ククク……よかったな、ネーメ」

「喜んでもらえて嬉しいわ！」

「ぱぁぱ！　まぁま！」

　そんな俺たちに、周囲の皆が拍手を送ってくれる。

　すると、どうだろう。

「っっ……。すんっ……くすん……」

「ネーメ、泣いているのか？」

　俺の腕に抱かれたネーメが、なんと両目に涙を滲にじませていたのだ。

　相手が赤ん坊でなければ、嬉し涙と解釈する。しかしネーメは、まさにその赤ん坊だ。嬉し涙を流すとは考えづらい。

「……っ。……ひっぐ」

　小さく喉のどを鳴らした後、ネーメは俺の胸板に顔を押しつけてきた。これでは表情が確認できない。

「……まあいい。ほら、スピカも来るのだ。ともに特等席へ行こうではないか」

「えっ、私も!?」

　俺はスピカの手を握り、特大ケーキの横にある長テーブルへと歩いていった。

　ここは会場全体が見渡せるポジションだ。今日の主役であるネーメの保護者として、スピカとともに座りたい。

「ふむ、なかなか良い眺めだ。なあ、スピカ？」

「あううぅぅ……」

　だが、どうしたことか。俺と並んでテーブルについたスピカは、耳まで真っ赤にしてうつむいてしまった。

「どうしたのだ？　今日の主役はネーメだ。スピカが緊張することもあるまい」

「だ、だって……だって、この席……」

「この席がなんだというのだ？」

　質問を重ねる俺に、ついにスピカは痺しびれを切らしたようだ。

　テーブルを両手でバンと叩き、真っ赤な顔で叫ぶ。

「こ、こ、こ、婚こん姻いんの宴うたげみたいじゃない!!」

　──なん……だと!?

　スピカの言葉に、俺の邪悪なる心臓が飛び跳ねた。

　ネーメを抱いたまま席を立ち、あたりを見回す。

　華やかなガーデンパーティー。豪ごう華かな料理に特大ケーキ。会場全体が見渡せるポジション。その席に着いた俺とスピカ。

「た、たしかに！　まったく気づかなかった……！」

「ううぅ、もうジュノったら……！　いま王都で流は行やってるタイプの婚姻の宴って、まさにコレなんだからね！」

　スピカの赤面は留まるところを知らない。首から上を赤熱させながら、『もう！　もう！』と繰り返している。

　そんな彼女を、俺は──。

「ひゃん！　ジュ、ジュノ!?」

　真正面から、優しく抱きしめた。

　ネーメを挟んで向かい合い、見つめ合い。

「スピカ。俺は……」

　と、口にしたときだった。




『ちょっと待ったあああぁぁぁぁ!!!!』




　騒がしい大声が乱入し、俺の言葉をかき消したのだ！

　声の主は三人。

　言うに及ばず、アルテミス、グルヴェイグ、ペルヒタである。

　彼女たちは俺とスピカに群がってきて、

「あぁんジュノ様！　婚姻の宴でしたら、わたくしとも練習してくださぁい！　もちろん本番も大歓迎ですぅ！」

「ええい黙りなさい！　ダンナ様の新妻たる私が、まず練習と本番をしますから！」

「……二人とも、うるさい。こういうときは、まずメス猫とにゃんにゃんするのが魔界の摂理……」

　口々に独自の理論を並べ立て、俺とスピカを揉もみくちゃにし始めた。

　だが、今日のスピカは引き下がらない。

「だぁめ！　ジュノと練習するのは私なんだからね！」

　凜り々りしい眉まゆを吊り上げて、三人の元女神を迎撃にかかったのだ。

　視線の火花がバチバチと交錯する中、他の参列者たちは拳闘観戦のごとく盛り上がっている。

　──と、ふいに服の袖を引っ張られた。

「魔王様、ネーメさん、こちらへどうぞ。こっそりリリスと座っちゃいましょう♪」

　堕天使少女のリリスが、俺とネーメに着席を促うながしたのだ。

　手を引かれ、言われるがまま席に着く。するとリリスも隣のイスに腰かけて、俺に寄り添ってくるではないか。

「リ、リリスよ……さすがだな」

「さすがー」

　取っ組み合いを繰り広げるスピカたちを尻目に、まんまと美お味いしいところを持っていったリリスである。

「えっへへ～♪　リリスだって、魔王様とこうなりたいんですものっ。そこのところは譲れませんって！」

「ククク、可愛いやつめ……」

　俺がリリスの頭を撫で、彼女がますます俺にべったり抱きついていると。

『あああああっ!!』

　スピカたちが、リリスの抜け駆けに気づいたようだ。

　そして始まる彼女たちの追いかけっこに、またしても会場は盛り上がる。

　ネーメもキャッキャと声を上げ、騒がしいパーティーを楽しんでいるようだ。

　優しい時間。

　楽しい魔界。

「こんな日々がずっと続けば、どんなに素晴らしいだろうか……」

　ネーメを抱き直し、俺がささやかな願いを口にした、そのとき。

　まさに、その瞬間のことだった。




「あぐっ……うぅぅ!?」




　そのうめき声は、腕の中から。

　ネーメが胸を押さえ、苦しそうにもがき始めたのだ。

「お、おいネーメ！　どうしたのだ!?」

　俺の叫びが会場を震わせ、一気にざわめきが弾け広がる。

「ちょ、ちょっとジュノ！　何があったの!?」

「あああ、ネーメ様が！」

　すぐさま戻ってきたスピカとアルテミスが、ネーメの急変に悲鳴を上げる。

「あぐっ、うぅっ……ぁああ！」

　ネーメの苦しみは止まらない。表情は歪ゆがみ、目には涙が浮いている。

「くっ、これはいけません！　この中に医者は!?　医者はいませんか!?」

「あわわわわ……」

　グルヴェイグとペルヒタも顔面蒼白。村人たちは右往左往するばかりだ。

「魔王様、これを！」

　そんな中、水の入ったバケツとタオルを調達してきたのはリリスだ。工房のメイドたちも、少し遅れて枕や毛布を持ってくる。

　けれども事態は深刻だ。

「うぐっ……ひぐぅぅ……！」

　もがくネーメ。浮かぶ冷や汗。

「ど、どうして……？　どうして、今……なの!?」

　それはまったく突然のことだった。

　苦しみながらも、ネーメが言葉を口にしたのだ。

　今までとは異なる、はっきりとした発音で。

「ネ、ネーメ！　今、お前……！」

　しかし、俺の言葉は届いていない。

　ネーメが天を仰ぎ、歯を食いしばる。




「ど、どうして、こんな……。女神王……ヴィーナス、さまぁ……!!」




　それが、最期の言葉だった。

　俺の腕の中で、とてつもない聖性を帯びた魔力が膨れ上がった。

　そのおぞましい魔力が、ネーメの小さな身体を覆っていったのだ。

　──硬こう化か。

　ギギギギギ……！

　その軋きしみは、計り知れない力で、柔らかいものを鉱物になるまで圧迫するような響きで──。

「…………」

　次の瞬間、ネーメの矮わい軀くは純白のクリスタルに幽閉されていた。

　彼女はピクリとも動かない──動けない。

　天を仰ぎ、目を見開き、涙を飛ばして絶望する。そんな表情のまま……。

「あ、あ、あ……」

　あまりの事態に、俺も、スピカたちも、会場の全員も、呆然と立ち尽くす。

　すると、純白のクリスタルを別種の魔法が包み込んだ。

　これは──浮遊魔法の波動である。

　ネーメを閉じ込めたクリスタルは、天に向かってふわふわと浮かび上がり……工房の最上階付近で静止した。

　──動かない。

　それっきり、何も起こらない。

　会場の全員がクリスタルを見上げ、ただただ事態を静観する中。

「いかん!!」

　俺の全身が粟あわ立だった。

　この沈黙。

　この時間。

　敵はネーメを空中に静止させた後、次なる魔法を準備しているのでは!?

「クッ……！」

　俺は両脚に魔力を込め、大だい跳ちよう躍やくでネーメをキャッチしようと身をかがめた。

　が。

　しかし。

　空の彼方かなたから、純白の閃光が飛来して。




　──パン！




　そんな、儚はかなく、呆気ない音とともに。

　ネーメが入ったクリスタルを、粉々に打ち砕いた。
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　──それは、空の彼方かなたからやってきた。

　粉々に破壊されたネーメのクリスタル。純白の破は片へんが舞い散る中、俺を含め、生誕祭に集まった人々は、上空を見つめるしかなかった。

　動かなかったのではない。

　動けなかったのだ。

　空が歪いびつに引き裂かれ、そこから溢あふれ出だした純白の光が、マカイノ村に降り注いできたのである。光は濃密な魔力そのものだ。そこに含まれる聖性は、魔族にとって毒物に他ならない。

「うげぇぇ……」「き、気分が……」「はぁ、はぁ……うぐっ」「こんな聖性、感じたこと、ない……」「魔王さまぁ……」

　苦しみの声を上げながら、村人たちが次々と中庭の芝生に倒れていく。

　この膨大な魔力。この規格外の聖性。

　間違いない。──奴だ。

「女神王……ヴィーナス!!」

　空に生まれた裂け目を見上げ、俺は腹の底から声を放った。

　メイド隊とリリスが村人たちを介抱する中、スピカ、アルテミス、グルヴェイグ、ペルヒタの四人がこちらに駆け寄ってくる。

「うぅっ……頭、痛い……。ジュノ……これ、あいつよね!?」

　顔をしかめながらも、スピカは気丈に声を張る。

　アルテミスたちも辛そうだ。

「い、以前はあれほど心地ここちよく感じた光ですのに……」

「魔族になった今では……うっぷ。しかし……あの方が、わざわざ？」

「うえぇ……ぎぼぢわるい……。冬眠したい……」

　元女神とはいえ、彼女たちは魔ま導どう調ちよう律りつで魔族になっている。これだけの聖性を帯びた魔力を浴びれば、体調悪化も当然だ。魔王の俺とて、先ほどから目め眩まいを感じている。

「クッ！」

　こめかみを押さえながら考える。先制攻撃に打って出るか──それとも……。

　だが、そんな迷いが許されたのは、たった数瞬だけだった。




「くふっ……はははっ！　ははははははははははははは!!!!」




　甲かん高だかい笑い声とともに、空の裂け目に人影が現れたのだ。

　小さい。細い。髪が長い。たった一人の少女である。

　けれども魔力は膨大だ。おぞましいほどの聖性を撒き散らしながら、少女はこちらにゆっくりと降下してくる。

　魔力に煽あおられて波打つのは、黄金に輝くロングヘア。

　口端を大きく吊り上げ、ケタケタ笑っているものの、俺たちを見下ろす双そう眸ぼうは敵意と殺気に満ち満ちている。

　──そして、制止。

　女神王ヴィーナスは、地面スレスレのところで降下を止めた。魔界の地に降り立つことを忌避しているのかもしれない。

「キサマ……」

　必然、俺たちは身構える。何をしに来たのか。何をするつもりなのか。女神王の意図は読めぬが、いつでも戦闘に移れる態勢を作らなければ。

　しかし。

　そんな俺たちを指さして、女神王ヴィーナスは。




「はははっ、はははは!!　ざまあみろ!!!!」




　まるで子供のように、嘲あざけりの言葉を吐いたのだった。

「ざまあみろ、だと……？」

「あ、あなた……なんなのよ!?」

　俺とスピカの声は、女神王には届かない。彼女は芝生に散らばった純白のクリスタル──ネーメだったものを睥へい睨げいし、

「アホくさ。何がネーメだよ。こいつは六ろく芒ぼうの女神ネメシス本人だ！　魔界の内情を偵察するために、私の魔法でネメシスの魂を赤ん坊の人形に憑ひよう依いさせたんだ!!」

　心底バカにしたように言い捨てた。

「何が聖誕祭だよ、くだらない。みんなでバカみたいに楽しそうにしちゃって……。魔族のお前たちがネメシスと築き上げてきたものは全部……楽しかった思い出も、幸せだった瞬間も、みんなみんなウソっぱちなんだ！　無価値なんだ!!」

「……ッ!!」

　その言葉に、俺は背筋を震わせた。

「そんな……ネーメが……。そ、そんな、ことって……」

「ネメシスさんが赤ん坊の演技を……。だからあの時、急に言葉を……」

　スピカ。アルテミス。

「て、天界最強の魔力があれば、そんな芸当が……？」

「でも……ひどすぎる……。こんなの、あんまり……」

　グルヴェイグ。ペルヒタ。

　ふらつきながらも村人の介抱を続けるリリスも、メイドたちも。誰もが呆然と女神王ヴィーナスを見つめる。

　それっきり、誰も、何も発さない。

　倒れた村人たちのうめき声だけが、足もとを這はい回まわるのみ。

　けれども、俺は魔王だ。魔界の主だ。──行かねば！

　全身に漆しつ黒こくの魔力をまとって純白の聖性に抗あらがいつつ、一歩前に出た。

「おい、女神王……」

　低く、短く、疑問を告げる。

「ネーメの正体が六芒の女神の一角・ネメシスであるなら……。キサマの部下であるならば……。なぜネメシスをクリスタルに封印した？　……なぜ、それを破壊した？」

　天界の仲間を、なぜ──。

　そう告げる俺に、女神王ヴィーナスは歪ゆがんだ笑みを見せつける。




「だって、お前たちを傷つけたかったんだもん」




　それはまるで子供じみた言い分で──。

「大体お前たち、薄汚い魔族のくせに日常を楽しみすぎなんだよ。何かあるとすぐパーティーだもん。バッカじゃないの？　だからね、これはちょっとした神罰さ。

　自分たちが大切にしてきたものが、目の前で聖なる光に壊される──。それで傷ついて悲しむぐらいが、魔族どもには丁度いいんだよ！」

　それでも言葉を重ねる女神王に、

「──ッ！」

　俺は拳を握りしめた。

「キサマ……俺の前で、よくもそんなことを言えたものだな……！」

　漆黒の魔力が逆巻き、周囲の空間が歪み、ざわつく。

　女神王は、それすらも鼻で笑った。

「ハァ？　なんで怒ったり悲しんだりするかなぁ？　『心亡なき女神』っていう二つ名、知ってるでしょ？　ネメシスには心が亡いんだから、別にどうだっていいじゃないか」

「なっ……！」

　ネメシスはネーメとして赤ん坊を演じ、マカイノ村で穏やかな日々を過ごし、そして夜には本来の肉体に戻って、俺との甘い一時を──。

　ネメシスは笑っていた。楽しんでいた。快楽を覚え、探求し、達したときには間違いなく幸福感を抱いていた。

　──心が亡い者に、快楽に染まった笑みを浮かべられるはずがない！

　俺は奥歯を嚙かみしめる。強く、強く。

「ネメシスに、心が亡い、だと……？」

　漆黒の魔力を増大させながら、女神王ヴィーナスを睨にらみつける。

　彼女はピクリと身を震わせ、

「へ、へぇ……。いい魔力してるじゃん」

　そう言いながらも、ネメシスを──ネーメを侮辱し続けた。

「大体さー、ネメシスって一緒にいてもつまんないんだよね。いつも無表情で無反応なんだもん。仲良くなれるわけないって。

　プププッ。だからさー、クリスタルに閉じ込めてぶっ壊すことで、お前たち魔族を傷つけるぐらいの利用価値しかないんだよ」

　ヘラヘラと。

　良心の呵か責しやくなど、まるで感じていないような口ぶりで。

「ま、今度のことでネメシスのイスは空いたからね。神聖ネメシス共和国は別の天使に治めさせるよ。女神に昇格させてあげてさー」

　──ネメシスよりも、私と仲良くなれそうな子にね。

　こやつは。女神王ヴィーナスは。はっきりとそう言った。

　子供じみたワガママで、ネメシスの生をまるごと踏みにじったのである。

「何が女神の王だ……。この世で最も穢けがらわしいのは、キサマの性根ではないか……!!」

　怒りを滾たぎらせる俺の傍かたわらに、スピカが踏み出てきた。

「ジュノの言うとおりだわ！　私は前までこんな奴を信仰してたなんて……！」

　彼女に続き、アルテミス、グルヴェイグ、ペルヒタも厳しい視線を据すえつける。

「ネーメ様に対する暴言……取り消してください！」

「ヴィーナス様……いえ、ヴィーナス。私とて、今の発言は看過できません」

「……わたしたちのことも、そんな風に思ってたんだね……」

　糾きゆう弾だんの言葉。非難のまなざし。

　かつての仲間に己を否定され、さすがの女神王もたじろいだ。

　──が。

「うるさい!!　アルテミス。グルヴェイグ。ペルヒタ。裏切り者のお前たちの言葉なんか、聞くもんか!!」

　その瞳ひとみに、怒りの炎が燃え上がる。

「魔王ジュノのえっちな魔法にやられて、魔族に堕おとされちゃって……。私を簡単に裏切った挙げ句、毎日毎日魔王と乳ちち繰くり合ってアヘアヘ言ってるアホ女神の非難なんか、ぜんぜん効かないんだから!!」

　叫びとともに、女神王ヴィーナスが右手を突き出した。

　その手を包む純白の魔力が、瞬時に密度を増していく。

「──ッ！　いかん!!」

　即座に地を蹴り、前方に疾駆。

　俺はスピカたちをガードするために両腕を広げ、女神王と対峙する。

　こちらに伸びた一本の細腕。

　その手のひらに、聖性を帯びた敵意と害意が凝縮され、俺の肌をジリジリ焦がす。

「消えろおぉぉぉぉ!!!!」

　喉のどを引き裂かんばかりの声──。

　悲鳴じみた発声とともに、純白の魔力弾が射出される。

　が、俺は避けない。

　リリスに創られた俺の身体は、魔法攻撃、物理攻撃を問わず、あらゆる技を無効化するほどの防御力を有している。

　視界が聖なる白色に染まり────着弾。熱。衝撃。

「ぐっ……！」

　腰を落とし、俺はその場で白の聖光に抗う。

　引き下がるわけにはいかない。俺の背後にはスピカたちがいるだけでなく、マカイノ村の住人が倒れているのだ。

　魔王として、魔界を統すべる者として、俺の家族に対する攻撃は絶対に許さない。

　光が収まる。視界が戻る。

　目前の女神王は、『あらら』と気の抜けた声を洩もらした。

「漆黒の魔ま導どう鎧がい装そうが移植された肉体って、ホントだったんだねー。私の魔弾を食らった相手が無傷とか、悪夢を見てるみたい」

　とは言ったものの、彼女に動揺は見られない。

「うーん。それじゃーどうしよっかなー」

「……諦めろ。俺がいる限り、魔界の誰にも手出しはさせぬ。大人しく、ネーメを撃った報いを受けるのだ!!」

　強い口調を叩きつけるも、女神王はどこ吹く風。

　無造作に左手を掲げると、

「こっちを先に壊そーっと」

　大小の魔弾を連射し、俺たちの工房を撃ち始めたのだ。

「なっ……！」

　着弾。破砕音。着弾。破裂音。止める隙など存在しない。

　破壊の連鎖が巻き起こり、あまたの悲鳴が交こう錯さくする。窓ガラスが爆散し、壁が砕け、生誕祭の飾りが炎に包まれる。

「はははははははは!!　ざまあみろ!!　私が寂しい思いをしてるときに、楽しくパーティーなんかやってるからこういう目に遭うんだよー!!」

　叫びながら、破壊する。破壊する。破壊する。

「みんな嫌いだ！　魔族になったら前よりも楽しそうで！　あんなに笑って！　あんなに喜んで！　ぐすっ……みんな私から離れて、こんな、こんなの……!!」

　泣きながら、破壊する。破壊する。破壊する。

　女神王の周囲に、新たな魔力が絶え間なく満ちていく。そこに宿るのは敵意と害意だけではなく、悲しみ、怒り、寂しさ──。

　それらを俺が感じ取った、次の刹せつ那な。

「やめてえぇぇぇっっ!!」

　スピカが悲鳴を上げ、愛用の剣を召喚した。

　アルテミスたちも同様だ。それぞれの武器を構え、

「わたくしとジュノ様の愛の巣を壊すなんて！」

「私とダンナ様の新居……守らなければ！」

「わたしとご主人様のにゃんにゃん部屋……これ以上やらせない……」

　全員で女神王ヴィーナスを直接攻撃する気らしい。

　最速で飛び出すスピカ。剣を構え、姿勢を下げ、標的に肉薄せんと地を駆ける。

　けれども。

「待て!!」

　俺は、彼女の前に飛び出した。

　柔やわらかな身体を受け止め、抱きしめ、剣を下ろさせる。

「んぅっ……ちょ、ちょっとジュノ！　どういうことよ!?　このままだとマカイノ村は……私たちの居場所は……！」

　後続のアルテミスたちも、必死の形相で言い募る。

「ジュノ様、まずは女神王を止めなければ！」

「私たちにお任せください！　あんな輩やから、調教です、調教！」

「魔ま獣じゆうちゃんと神獣ちゃんを召喚して、齧かじってもらう……！」

　猛烈な破壊音が巻き起こる中、俺は告げた。




「女神王ヴィーナス──。奴に対して必要なのは、武器ではない」




『？？？』

　意図を図りかねているらしく、スピカたちが目を白黒させる。

　俺は構わず女神王に向き直った。

　そして首を巡らせ、皆に笑いかける。

「案ずるな。俺は魔界を統べる者、魔王ジュノなり。大切な家族を守るのは──俺の使命なのだ!!」

　口にするのは、たったそれだけ。俺は地を駆け、敵との距離を詰めていく。

「邪魔するなぁぁあああああ!!」

　それに気づいた女神王が純白の魔弾を放つ。

　俺は、避けない。魔界の皆を守るため、それらすべてを被弾する。顔面。胴体。四し肢し。余すところなく聖なる熱と衝撃に見舞われるが、ダメージは限りなくゼロに近い。

「くっ……寄るな！　触るな！」

「残念。時すでに遅しだな」

　そして、ついに。

　俺は女神王に飛びつき、片脚を引っかけて押し倒すことに成功した。

　小さく、細く、頼りない身体だ。もちろん乳ち房ぶさも育っていない。

　彼女の顔をのぞき込み、

「ここでは場所が悪い。我が魔空間で、たっぷり接待してやろう」

　俺は転移魔法を発動させた。

　が、素直に従う女神王ではない。

「何が魔空間だ！　そんなところへ行くもんか！　どうせ私に、えっちなことするつもりだろう!?　汚い！　気持ち悪い！　穢らわしい！」

「綺麗、気持ちいい、気高いの間違いだ！　アホウめ！」

　俺は女神王を転移魔法に引きずり込んだ。

　それでも、彼女は抗う。

　純白の魔力を発し、こちらの転移魔法を歪めにかかったのだ。

　複雑に絡み合う漆黒と純白。

　景色がブレ、互いの魔力が接触し、反発し、俺の転移魔法が瓦解してゆく。

　──ボフンッ。

　浮遊感──落下感──そうして尻に感じたのは、ごく柔らかな感触だった。

　これは……大きな雲のベッドである。俺はあたりを見回した。

「こ、ここは!?」

「くっ、なんで私の聖域に魔王を入れなきゃいけないんだよぉ！」

　高い天井。円形の大広間。壁はパールホワイトとパステルピンクに彩られ、やや薄暗い光が室内を照らしている。

「私の聖域……？　そうか、ここは天界。キサマの寝室か」

「そうだよ！　さっさと出ていけ！」

「キサマが俺の転移魔法を歪めたせいだろうに」

「うるさいなぁ、早く出ていってよ！　ここは男子禁制なんだから！」

　その糾弾を完全無視して、俺は女神王をジッと見つめる。

「出ていくものか。これより俺は、お前に足りないもの──。いや、お前にとって真に必要なものを教えてやるのだからな」

　そう言って。

　俺は、自らのズボンに手をかけた。





[image: ]







「ひえぇぇっ!?」

　天界の王宮──その豪ごう奢しやなる寝室に、女神王ヴィーナスの悲鳴が響き渡る。

　彼女の視線は俺に釘付けだ。

　正確には、俺の股こ間かんの肉欲武装に。

「な、なななな、なんでそんなに……お、おっきくなってるんだよぉ！」

　女神王は涙目だ。脚をもつれさせながら後ずさり、俺から距離を取らんとする。

「ククク……いくら制裁対象とはいえ、美しき少女を前にして股間を膨ふくらませるのは当然であろう？」

　言いながら、俺はズボンと下着のパージに成功した。

　女神王に歩み寄りつつ、マントと上着、そしてシャツを脱ぎ散らかす。

　これにて完成──全裸である。

　両腕を大きく広げ、ことさら股間をアピールしながら接近していく。

「うわああぁ嫌だ！　おっきい！　変なカタチ！　きもちわるい！」

「何が気持ち悪いものか。これよりキサマは、俺の性なる魔技と性なる茎くきによって気持ちよくなるのだぞ？」

「気持ちよくなんかなりたくない！　な、なんでどんどん膨らんでいくんだよぉ!?」

　怯おびえきった女神王は、追い詰められた小しよう魔ま獣じゆうも同然だ。

　ついに後退は限界に達し、壁に背を付けることとなった。

　──が、そこは女神王。果敢にも右手を掲げ、聖なる魔弾を乱射してくる。

「嫌いだ嫌いだ！　えっちなことなんて大っ嫌いだあぁぁ!!」

「フンッ……」

　それぐらいで動じる俺ではない。全身くまなく魔力の塊をぶつけられながらも、歩みを止めることなく近づいていく。

「威力が弱すぎる……。集中力が乱れているようだな。股間や乳頭に魔弾が当たる感触──心地ここちよくすら感じるぞ？」

「えっち！　変態！　絶倫魔獣！　肉欲魔王！　ハーレム趣味！」

「すべて褒め言葉だ」

「ええと、ええと……早そう漏ろう！」

「キッサマアアァァァァァァァァァ!!」

　俺は煮えたぎる怒りとともに、両腕に魔力を集中させた。

　前腕に、黄色い光こう輪りんが幾いく重えにも発生する。魔ま導どう調ちよう律りつ、準備完了だ。

　この戦い──後手に回るわけにはいかない。なぜなら女神王ヴィーナスの魔力量は、俺を遙かに凌りよう駕がしているからだ。

　あえて初手から勃ぼつ起き竿ざおを晒すことで集中力を奪い、相手が魔力の波長を乱しているうちに、魔導調律で一気に堕とす。それが勝利への近道と見た！

「堕おちろ、女神王！」

　俺は怯える金髪少女に両腕を突き出し、華きや奢しやな両肩を摑つかんだ。

　すぐさま魔力が流れ込む。極大の快楽をともなって、彼女の体内に刻まれた魔ま道どう経けい絡らくを、魔族仕様に改変するのである！

　しかし。

「──ッ！　させない……！」

　女神王の全身を、瞬時に純白の魔力が包み込んだ。聖なる輝きを放つそれは、なんと魔導調律を押し返してきたのである。

「クッ、魔力障壁とは小こ賢ざかしい！　こら、暴れるな！」

「うるさいうるさい！　手を放せー!!」

　女神王は悲鳴とともに身体をよじり、床を転がり、俺の拘束から抜け出した。

　──が。

「んくっ……うぅんっ……！」

　わずかに距離を取った先で、耐えられないとばかりに背中を丸めたのだ。両手で股間を押さえている。

「はぁ、はぁ……！　んあぁぁっ……。な、なに……これぇぇ……！」

　悩ましい声を上げ、身体をヒクつかせる女神王。どうやら少しは効いたようだ。

　快楽堕ちまでは持ち込めなかったが、これなら……！

「さあ、制裁を始めようか」

「あぁぁ……！」

　腕を伸ばし、あっさり捕獲に成功した。快楽慣れしていない少女が魔導調律の片鱗を味わったのだ、その場で動けなくなるのも当然である。

　俺は女神王を抱きかかえ、雲のベッドに優しく放り投げた。細い身体に覆い被さると、彼女の両手首をクロスさせ、拘束魔法で縛り上げる。

「うぅぅ……嫌だ！　放せ！　放せよぉ！」

　威勢はいいが、抵抗は無いも同然。魔導調律が少しずつ全身に浸透しているのだ。

　女神王に馬乗りになった俺は、彼女を見下ろして微笑ほほえむ。

「誰が放すものか。拒絶すれば許されると勘違いしているようだが、キサマに制裁を加えることは決定事項だ。大人しくしろ」

「嫌だ！　んんっ、はぁん……っ。うぅう、こんなの犯罪じゃないか！」

「犯罪だと？　まあ、人間族の間ならそうかもしれぬ。だが、俺とお前は魔王と女神王。人間族の取り決めの外にある存在だ。何ら問題はない！」

「ぁんっ、うぅぅ……。も、問題だらけだよぉぉ……！」

「魔界において、俺の制裁はすべて合法なり！」

「ここは天界だもん！」

「やかましい！」

　俺は自身の唇くちびるで、女神王のムダ口を強制的に封じ込めた。薄く、儚はかなく、柔やわらかく……。こやつめ。なかなかどうして、美び味みな唇をしているではないか。

「んんっ……んんんっ!?」

　構わず舌を挿入する。つるつるとした前歯を舐め、口内に侵攻すると同時に、小さな舌を搦からめとることに成功した。

　れりゅっ……ずりゅりゅりゅ……。むちゅっ、くちゅる……！

　女神王にのしかかり、彼女を両手で抱きしめながら粘膜を蹂じゆう躙りんする。

　もちろん体重はかけていない。俺は尻を浮かせて膝ひざ立だちになっているため、女神王は純粋に舌と舌のまぐわいに酔いしれることができるのだ。

「～～～～～～ッッ！　ぢゅるっ、れろりゅろろっ……んぢゅぷるっ！」

　舌を絡ませるたび、女神王の身体が跳ねる。スピカやアルテミス、ペルヒタとリリス──彼女たちとの激しい口吸いを経験してきた歴戦の妙技に、抗あらがえるものか！

「んちゅっ……ぢゅるるっ……嫌だっ……んんぅ！」

「れりゅろろろっ……。ククク、嫌よ嫌よも好きのうちとはよく言ったものだな。気づいているか、女神王？　キサマの方からも舌を絡ませているではないか！」

「んぢゅるっ……れろろっ……。し、してっ……ないぃぃ……。んちゅっ、むちゅるるっ……。んんっ、ちゅっ、ちゅっ……はぁぁ……っ！」

　彼女は否定しているものの、事実は決して揺ゆるがない。

　俺の舌から逃れようとしていたのは、最初の数瞬のみ──。魔導調律が体内に浸透するにつれて、女神王の方からも舌を絡ませ始めたのである。

　その証拠に。

　──ちゅぽんっ！

　俺が急に舌を引き抜くと、

「んんっ……んん～っ。──ハッ！」

　女神王は、俺の舌を追いかけるように自身の舌を伸ばし、名残なごり惜おしそうに虚こ空くうをレロレロさせたのだ。

　それは、たった一瞬の痴ち態たい。すぐに彼女は舌を引っ込めたが、もう遅い。

「ククク……俺の舌は美う味まかろう？」

「お、おおお美お味いしくなんかない！　はぁ、はぁ……き、きもちわるいだけ！」

　何ら説得力のない反論だ。

　すでに女神王は顔を紅潮させ、肩を上下させている。もはや取り返しのつかないところまで、魔導調律が彼女の魔道経絡を冒しているようだ。拒絶の魔弾を放つことなど、とうに忘れてしまったらしい。
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「さて、次はこちらで交わろうか」

　俺は馬乗りの姿勢を解くと、女神王の足もとへ移動した。両膝の裏に手を添え、強制的に大股開きさせる。

「ほほぅ……。花の刺し繡しゆうが入った純白のヒモ下着とは。良き趣味だ」

「うぅぅ、見るな！　見るなぁぁ！」

「よかろう。では、下着を脱がそう。脱がせば見なくて済むからな」

「あぁぁぁ……！」

　俺は下着のヒモを咥くわえ、引っ張った。はらりと床に落ちる、女神王の最終防衛ライン。むわっと広がるメスの香りが、鼻び腔こうと股間を愉しませてくれる。

「や、やめてよぉぉ……。顔、近いぃ……」

「案ずるな。儀式の本質は愛であることを、キサマにじっくり教えてやろう」

　言い切ると同時に、俺は彼女の両脚を摑んだ腕を、前方に押した。

　必然、女神王は後転するような体勢になる。

　頭が下。尻が上。首筋で身体を支える体勢だ。

「ほほう、前も後ろも綺麗ではないか」

「うぅうっ……あぁぁ！　み、見ないで！　そこだけは見ないでよぉぉ！」

　俺の眼前には、世にも恥ずかしい肉孔が二つ。どちらも色素はごく薄く、物欲しそうにヒクヒクと震えている。

　すでに前の肉鉢は潤っており、あふれた粘液が後ろの蕾つぼみを湿らせていた。

「グルヴェイグが教えてくれた。この体位は『恥ずかし固め』と呼ぶそうだ。どうだ、恥ずかしかろう！」

「見ないで……。うぅぅ、見ないでくださぁい……」

　とうとう敬語になった女神王だが、俺は無視して言葉を続ける。

「グルヴェイグはこの体位を好んでいるのだ。彼女の蜜みつ淵ふちが五連真珠玉を飲み込む様子が至近距離で見学できるため、俺も気に入っている。また、女性側の利点としては、俺が割れ目を貪むさぼる様子をしっかり見届けられることが挙げられるぞ」

「んぅぅっ……そ、そんな話、聞きたくないからぁぁ！」

　さあ、次の一手は──。

「ネメシスは、これで目覚めた!!」

　俺は身を乗り出し、前の孔に唇を密着させた。

「～～～～ッッ!?」

　足をジタバタさせる女神王ヴィーナス。それぐらいで止まるものか！

　舌に感じるのは、甘酸っぱい雌めすの味──。俺は彼女の蜜孔に舌を挿入し、円を描くように舐め回した。

　れろっ、じゅるっ……と音を立てる。あふれてきた女神汁は、ことさら下品にすすり上げた。ぢゅぼぼぼっ……ぐぼっ、ぢゅるるるっ……！　といった具合に！

「ひあぁぁぁぁっ!!」

　女神王が愛らしい悲鳴を上げる。

「んんぅっ……ぁンッ！　舌っ、ざらざら……感じりゅうう！　あぁぁぁあっ！　やめっ、んんん……っ！　やめてっ……こ、これ以上、されっ、たらぁ……っ！」

　媚肉が舌をきゅうきゅう締めつける。

　ネメシスよりも酸味が強いが、これはこれで良し……！

「あぁああぁっ！　な、なに、これ……なんか来るっ……昇ってくりゅぅぅ！」

　どうやら絶ぜつ頂ちようの兆きざしを感じたようだ。細い脚をヒクヒクさせて、女神王が甲かん高だかい嬌きよう声せいを撒き散らしていく。

「ひぁあああぁあぁああぁぁぁぁあああ……っっっ!!!!」

　ぷっしゃああああぁああぁぁぁあぁぁあああぁあ!!!!

　──果てた。

　勃起した痴豆を甘あま嚙がみするまでもなく、女神王は呆気なく達してしまったのだ。

「ぁ、あ、ぁぁあ……」

　茫然自失。たっぷり吹き上げた潮を顔面に浴びたまま、女神王は酸欠になった魚のごとく、口をパクパクさせるのみ。

　しかし瞳ひとみは潤うるんでいる。快楽に身を焦がしたことは明らかだ。

「どうだ？　これで少しは愛情の尊とうとさが理解できたか？」

　俺は達成感とともに口もとを拭い、息も絶え絶えの女神王に笑いかける。

「あ、愛……？　お前が、私を……？」

「フッ、勘違いするな。俺がキサマの心に対して、愛情を向けるわけがなかろう。今のプレイ……いや、儀式で愛情を注いだのは、キサマの繊細で華奢な肉体にのみだ！」

「はぁ、はぁ……。うぅぅ……最低……」

「何が最低なものか。いいか？　プラスに考えてみるがよい。単に肉体を愛するだけで、これほどの快楽が得られたのだぞ？　もし、心と身体の両方に愛を注がれて絶頂したなら、そのときは一体どれだけの快楽が味わえるのか……」

「……ごくり」

　確かに目撃した。女神王ヴィーナスが、生唾を飲み込んだのである。

　けれども、彼女は慌あわてた様子で首を左右にブンブン振った。

「い、いや……べつに、気持ちよくなかった、から……」

「なに？」

「はぁ、はぁ……んんっ。き、気持ちよくないし……そもそも、イッてないもん」

「こ、こやつめ！」

「うるさいうるさい！　んぁぁ……こ、こんな汚い感覚……大っ嫌いだよ！　こんなので絆ほだされるなんて……んぁ、はぁんっ……あ、ありえない、から！」

　なんて強情な。あれだけ喘あえぎと潮を迸ほとばしらせたというのに、惚とぼけるつもりらしい。

「女神王ヴィーナスよ……」

　声のトーンを下げ、神妙な面持ちをつくる。

　こやつには、言わねばならないことがある。

　俺は大きく息を吸い込み、ベッドに倒れる女神の王に至言を叩きつけた。




「──性欲から、逃げるな……!!」




「……！」

　両目を見開く女神王。こうなったら、もう俺は止まらない。

「お前は性欲を否定するあまり、愛情すらも見えなくなっているのだ！　だからネメシスの心にも気づけぬのだ！　ネメシスに心が亡ないだと？　バカも休み休み言え！」

　言葉は続く。

　想いがあふれる限り……！

「あの日の夜──俺はネメシスを絶頂させ、幸せそうな笑みを間近に見て、彼女の心をありありと感じ取った。ときには赤ん坊を演じ、ときには喘ぎ声を洩もらして潮を吹き、悦よろこびを露あらわにする──。心が亡ければ、そんなことはできないではないか!!」

「うぐっ……」

　俺の剣幕に圧おされたのか、女神王が言いよどむ。

　彼女の顔を睨みつけ、

「俺より遙かに長い期間、ネメシスとともにいながら、なぜ彼女の心に気づかなかった!?　なぜ彼女の心を見つめようとしなかったのだ!?」

「うぐぐっ、ぐぐぐ……」

　歯ぎしりをする女神王。

　俺は彼女に、唯一無二の答えを放つ。




「──お前が性欲から逃げ、愛情を直視しようとしなかったからだ!!」




　女神王が、ビクリと肩を震わせる。

　顎をわななかせ、視線を左右に泳がせて……。

「……そう、かなぁ？」

　疑惑満点の面持ちで、俺を上目づかいに見つめてきた。

　しかし俺は動じない。この愚かなる女神王ヴィーナスは、俺の至言を理解できる段階に成熟していないのである。

　ならば──やるべきことは一つだけ。

「これよりキサマに性欲と愛情を直視させてやろう。イッてイッてイキまくり、世紀のイキ地獄を体感すれば、俺の言葉を嫌でも理解できるようになるだろう！」

「ひぃぃぃっ!!」

　女神王が俯うつぶせになり、ベッドを這はって逃げようとする。

　が、俺はその背中に覆い被さり、軽々と身体をひっくり返して天井を向かせた。すかさず両脚を絡めて彼女の下半身を固定し、逃亡を封じる。

　間かん髪はつ容いれず、ドレスの中に両手を滑り込ませた。愛あい撫ぶの基点──乳揉もみの開始だ。

「ひあっ……はぁ、んんっ！　や、やめっ……」

「ふむ。指先に伝わる、この儚いふにふに感……。微乳であるがゆえの趣おもむきだな」

　ふにゅっ、ぷににっ……ほゆんっ。

　なだらかな膨らみを指先で優しく撫で回し、外から内へ──愛撫の手を、徐々に乳頭へ近づけてゆく。

　乳ち房ぶさの中心──小さき乳頭。さらにその先端部分に触れ、指先を小刻みに振動させる。さながら羽毛でくすぐるかのように、ごく優しく。

「ひぁっ、あぁぁ……なに、これぇ……っ。んんぅっ、やさ、しいぃぃ……！」

　女神王の身体が跳ねる。しかし、下半身を固定しているので逃げられない。

「ククク、気持ちよかろう？　我が乳頭愛撫は、これまで幾度となくスピカを乳首だけでイカせてきた──その経験の賜たまものなのだ！」

「あぁぁあっ……ひぅぅっ！　待って、やめてぇぇ……！　またクるっ……なんか昇ってくるよぉぉぉ……！」

　女神王が身体をくねらせる。どうやら絶頂は間近のようだ。

　スピカに潮吹きを促うながす決め手──今こそ女神王にも試してやる！

　きゅうぅぅ！

　俺は左右の乳首をつまみ、やや乱暴に引っ張った！

「ひっぐううぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……!!」

　腰を大きく跳ね上げる女神王。同時に迸るのは、ぷっしゃああぁぁぁ！　という潮吹き音。本日二度目のスプラッシュである。

「はぁ、はぁ……。らめぇ……こんなの、もぉ、無理ぃぃぃ……」

「無理だと思うから無理なのだ。さあ、次の絶頂を味わえ！」

　俺のターンはまだまだ続く。

　ポジションを正常位に移行させた。今度は女神王のドレスに手をかけ、まだ見ぬ微乳を露出させる！

「あぁぁ！　み、見ないでぇぇ……」

　彼女は両手で胸を隠すが、俺はその手を取り、ベッドに押しつけて固定した。

「なぜ隠すのだ？　ツンと元気よく勃起した、小さき乳頭──。その色合いは薄く、感度も抜ばつ群ぐん。誇るべき乳頭だと思うが？」

「全知全能の高いカリスマを持つ私に、無礼な……！」

「全ぜん痴ち全ぜん濃のうの高いカリクビを持つ俺と、プレイを……！」

　言うが早いか、俺は右の乳頭にむしゃぶりついた。

　舌先に訪れるコリコリ感。ほんのり汗の味がする。

「んあぁぁぁああっっ!!　はぁっ、くすぐった……んぅああっ！」

　ジタバタ暴れる女神王。しかし魔導調律が効いているため、その抵抗はごく弱い。

　乳頭を舌先で弾く！　圧力を加えてネットリ舐める！　ひたすら吸う！　円の動きで乳にゆう輪りんをくすぐる！　時には唇で挟み、時には前歯で甘嚙みする！

「あぁあぁっ！　イク！　イク！　またイクうぅぅぅ！」

　女神王の痙けい攣れんと潮吹きが巻き起こる。では、次は左の乳頭だ。

「ひあぁぁっ、待って！　待ってぇぇ！　私、まだイッてるからぁあああ！」

　すぐに左乳首を責め始めた俺に、女神王は切迫した声音で抗議してくる。

　が──無視！

　アルテミスの豊乳を味わい、リリスの微乳をくすぐり、時間をかけて習得してきた乳舐め術の数々を、女神王ヴィーナスに刻み込んでいくのだ。

「ああぁあイクッ！　ひグっ、イグぅぅ！　イクイクイクイクうぅぅぅぅ……!!」

　絶頂。絶頂。絶頂。

「あひぃぃぃっ！　またイクぅあああぁあ!!　ひっひゃうよぉぉぉぉ……!!」

　絶頂。絶頂。絶頂。

　細い身体が抵抗を止め、ただただ快楽に震えるようになった後……念のため、さらに十三回絶頂させてから、俺は身を起こした。

「ふぅ……。女神王ヴィーナスよ。連続絶頂は気持ちよかろう？」

「は、はひぃぃぃ……。きもひいいれす魔王しゃまあぁぁ……」

　雲のベッドで絶頂痙攣に打ち震える女神王は、世にもだらしないトロけ顔に変へん貌ぼうしていた。涙によだれ、その他諸もろ々もろ……顔から出るものを全部出し、度重なる大量潮吹きによって、雲のベッドを雨雲のベッドに変えてしまっている。

「で、女神王よ。少しは性欲と向き合う気になれたか？」

　ここまでイケば、こやつも改心するだろう。

　──そう思っていた俺は、まだまだ甘かった。

「やらぁぁ……」

　なんと女神王ヴィーナスは、この期に及んで性欲の直視を拒絶したのだ。

「きもひいぃけど……こんなの、だめぇ……。罪深くて、汚いぃぃ……」

　ならば──やるしかあるまい。

　俺は彼女を背後から抱き上げた。もちろん単なる抱っこではない。

　両膝の裏に手を添え、つるつるの股を〝くぱぁ〟と広げた体位。ペルヒタの潮吹きで魔法陣を描いたときと同じ、聖水の放出を手伝うようなポジションである！

「あぅっ……あぅぅ……なに、しゅるのぉぉ……？」

　女神王には、もう抗う力は残っていないようだ。しかし、その傲ごう慢まんな心をへし折って性欲を直視させなければ、俺の勝利とはならない！

「こうするのだ……!!」

　言って、俺は女神王の身体をわずかに下ろした。

　くぱぁと広がった割れ目。その下には──。

　膨ぼう張ちようしきった股間の魔剣が、未通の肉鞘を待ち構えているのである!!

「～～～～～～ッッ!!」

　さすがの女神王も、これには動揺したらしい。

「らめぇ……らめらめらめぇ……！　それは……それだけはらめぇぇ……！」

　両脚を力なくパタパタさせる彼女に、

「大丈夫だ。安心しろ、女神王ヴィーナスよ。なぜならば──」

　俺はにこやかに告げる。




「──先っぽだけなら、挿入いれたことにはならないからだ！」




「なるよ！　ばか！」

　……ん？　今、女神王が言い返してきたような気もするが、よく聞こえなかった。

　よって、無視。

　引き続き、肉剣と肉鞘の接触に努めることとする。

「ああぁぁらめぇ……！　入っちゃう……入っひゃうよぉぉ……！」

　剣と鞘。鍵と鍵穴。男と女。雄と雌。

　──ぬぷぅぅぅぅ。

「んんぅああぁああぁぁぁぁああああっっ!!」

　室内に甘い嬌声が轟とどろく。俺は、ついに女神王へと到達したのだ。

　熱い──。狭い──。スピカよりも高温だ。ドロドロに濡ぬれそぼった粘膜をかき分け、俺は赤黒く膨れ上がった痴の塊を、女神王にめり込ませていく。

　だが、まずい！

　ぶびゅううううっ！　びゅぶるるるるるるるるるっっ!!

「ぬぅぅぅっ……う、お、おぉぉ……」

　盛大な射精ドピユ音とともに、俺は一瞬で快楽の頂点に至ってしまった。

　この、ぬぷぅぅ……とした甘い粘膜。柔らかな圧迫感。そして高い体温。

　こんなもの──我慢できるわけがなかろう！

　俺は、恐る恐る女神王の様子を確認する。これで『プッ、早っ』とバカにされようものなら、こちらの心が折られてしまう。

　果たして。女神王は。

「ひぐっ、ああぁぁあ……。入ってくりゅうぅぅ……。どろどろで、あったかいの……入ってくるよぉぉ……」

　ヒクヒク震えて絶頂しながら、俺の白濁ドピユ液に感じ入っているようだった。

　望外の僥ぎよう倖こう──。機を逃さず、さらなる攻勢に打って出る！

「ククク……どうだ？　そろそろ性欲と向き合う気になったか？」

「あぁぁぁ……。きもひいぃけど、らめぇ……。むきあわないぃぃ……」

　そう言うと思っていた。

　ゆえに、俺は腰を振り始める。女神王を抱き上げたまま、彼女のとろけた二枚貝を、暴食のタートルヘッドで何度も何度も貪むさぼっていく！

「あっ、あっ、あっ！　入ってりゅうぅ！　普通に入ってりゅからぁぁ！」

「あくまで挿入は先端のみ！　ノーカウントだ！」

　腰を振る。熱を感じる。股間が幸福に包まれる。

「ああぁぁあぁイク！　またイクうぅぅぅぅ！」

　どびゅうううっ！　びゅるるるるる!!

「ひぐっ……はぁぁんっ！　ど、どうしてまだ腰振りできるんだよぉ!?」

「キサマが純白の魔弾を連射できるのとまったく同じように、俺も白濁の魔弾を連射できるのだ！　ほれ、ほれ、ほれ!!」

「い、一緒にするにゃあぁぁっ！　あっ、あっ……またイクッ……もぉ無理いぃぃ！」

　びゅるるるるっ！　どぷっ、どぷぷっ！

「ああぁぁぁっ、またおっきくなったぁぁ……。イクッ、イクイクイクぅぅ……！」

　どびゅっ！　ぶびゅうぅぅぅっっ!!

「ひああぁっ……ぁぁぁあああ!!　らめぇっ、りゃめぇぇぇ……！」

　どっびゅううぅぅぅっ!!　ぶびゅるるるるる……！

「あぁあああぁっ！　も、もぉホントに無理ぃぃ！　わ、わたひの負けぇええ！」

　ばびゅるるるっ！　びゅぶるるっ、どぷりゅるるるる……!!

「ンひぃぃああぁあぁっ！　はひっ、はひっ……許ひへっ、許ひへぇぇぇ！」

　びゅびゅるるるるっ！　どぼっ……どぷどぷどぷぅぅう……！

「気持ひよしゅぎりゅぅう！　おかひくなりゅぅう！　頭ヘンになりゅうぅうう！」

　どびゅるるるるる！　ぶびゅぶるるっ！　どっぷりゅるるるるるる!!

「ああぁぁあああ！　イクッ、イクイクイクぅぅ!!　はぁぁあっ！　死ぬっ、ちんぢゃうぅ！　おひんひんにこりょさりぇりゅうぅぅぅ……！」

　射精。潮吹き。嬌声。射精。潮吹き。嬌声。射精。

　濁った水音と女神王ヴィーナスの甘ったるい悲鳴が王宮内を乱れ飛び、男女の性液と汗の匂いが充満していく。

　何回……いや、何十回絶頂したのだろう。俺自身も数えるのを止め、ひたすら女神王ヴィーナスに吐精の連射をお見舞いする。

　決して腰振りを止めず、全身全霊をもって、性欲と愛情を叩きつけた。

　そして。

「……ッ。……ッッ」

　ついに彼女がまったく反応しなくなり、こちらも弾切れを予感したところで──。

「ふぅ……。今日のところは、これぐらいで勘弁してやろう」

　俺は女神王をベッドに下ろした。

「あぅ……あ、ぅ……ぅ……」

　仰向けに寝転がった女神の王。下半身はもちろん、身体の前面が大量の白濁液でドロドロに染まっている。我ながら、よくぞここまで射精したものだ。

「女神王ヴィーナスに問う」

　俺は彼女の顔面近くで身をかがめ、未だ硬さを保っている三本目の豪腕で、白濁まみれの頰をぺちぺちと叩いた。

「己の性欲を直視し、他者の心を見つめ、愛情をもって生きると誓うか？」

　長い長い沈黙の末に──。

　女神王ヴィーナスは、とろけた笑みのままつぶやいた。

「は、はいぃぃ……誓いましゅうぅ……。ネメシスのことも、今までのことも……ごめんなしゃいぃ……。わ、わたひの愛しゅる、魔王しゃまあぁぁぁ……」
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　──人はなぜ、快楽を求めるのだろう。

　──人はなぜ、快楽を求め続けるのだろう。

「ふぅ……」

　転移魔法によってマカイノ村に帰還するまでの間、俺はそんな自問を繰り返していた。あれだけ射しや精せいしたのだ。やたらと哲学的な思考に耽ふけりたくなるのも止むなしである。

　頭の中を通り過ぎていく自問に、俺は一人、自答する。

「ただ、愛ゆえに……か」

　魔空間がじんわりと歪ゆがみ、工房の中庭──懐なつかしい景色と同化していく。

　帰ってきたのだ。マカイノ村に。

　スタンッ！　と小気味よい音を立て、芝生に着地。空を見上げれば、歪いびつな裂け目は跡形もなく消滅している。

　柔やわらかな日差し。のどかな風。そして、森の香り。

「うむ。これぞ我が故郷なり……」

　俺がしみじみと口にしたとき。

「ジュノー！」

　少し離れたところから、耳慣れた声が聞こえてきた。

　声は一つではない。

「ジュノ様！」「ダンナ様！」「ご主人様！」「魔王様！」

　様々な形で俺を呼ぶ少女たちが、こちらに駆けてくるのである。

「ジュノー!!」

　先頭はもちろんスピカ。ロングの金髪をなびかせ、満面の笑みだ。

　──が。

「ひゃあぁぁ!?」

　彼女は俺に飛びつかんとする直前で、急制動をかけた。

　後続のアルテミスたちも、同じく。

　理由は明白。

「あひぃぃぃ……。あへぇぇぇぇ……」

　俺の足もとに、一人の少女が横たわっているからだ。

　愛にあふれたイキ地獄を味わったばかりの、女神王ヴィーナスが。

「あぁぁっ、あぁ……。き、きもひぃぃ……」

　華きや奢しやな身体を不規則に痙けい攣れんさせ、女神王は絶ぜつ頂ちようの余よ韻いんに浸りきっている。今も彼女は全裸だが、大量の精液は拭き取り済みだ。女神王がまとっていたローブが、にごり汁をよく吸い取るタイプの生地だったことが功を奏したのである。

　その身体に、もはや聖性は感じられない。あれだけ強大だった魔力も、今や一切錬ねれなくなっている。

　ここにいるのは、ただのイキ疲れた少女だ。

『…………』

　スピカたちは、ただたた顔を引きつらせている。

　女神王の様子を見て、どれだけ激しい絶頂を経験したか察したのだろう。

「す、すごいイキ顔ね……」

「わたくし、そんなになるまでイキ続けられる自信がありません……」

「あら、お尻は無傷のようですね？　お尻を使わずここまでイかせ倒すとは……さ、さすがダンナ様です」

「発情期まっ盛りでも、わたしには無理かも……」

「リリスの全力をもってしても、イキすぎて消滅しちゃうかもですね……」

　口々に述べられる感想に、俺は肩を揺ゆらした。

「案ずるな。これは、女神王ヴィーナスに愛のなんたるかを教え込むためのもの。すでに愛を知っているお前たちには……」

　──ここまでのイキ地獄は味わわせない。

　と、続けようとしたのだが。

「ふーッ、ふーッ」

「はぁ、はぁ……」

「んんっ……くふぅ」

「ごろにゃ～ん」

「魔王様ぁ♪」

　スピカも、アルテミスも、グルヴェイグも、ペルヒタも、おまけにリリスも。

　一度は恐れたくせに、全員が全員、好奇心に目を輝かせているではないか！

　審しん理りの魔ま眼がんを使うまでもない。スピカたちの【性欲】がムクムクと膨ふくれ上あがるのを、俺は肌で感じた。

　同時に、皆の様子に疑問を抱く。

「お前たち……どうしてそんなに明るいのだ？」

　たしかに女神王ヴィーナスは戦闘不能だ。けれどもネーメは。ネメシスは。

　手が震える。目頭に熱が宿る。

「ネーメは女神王によってクリスタルに封印され、魔弾で粉々にされてしまったではないか。なのに、どうして！」

　俺は切々と、やるせない想いを吐き出すが……。

　スピカやアルテミスは【性欲】を高めつつ、『ふふっ』『んふふっ』と微笑ほほえむばかり。

　……何かがおかしい。

「お前たち、何か妙案が見つかったのか!?　ネーメを現世に復活させる手段が！」

「ご名答ですっ！」

　俺の叫びに応えたのは、リリスである。

　堕だ天てん使し少女にして魔ま導どう研究師長は、平たい胸をいっぱいに張った。

「住民さんたちの介抱はメイド隊に任せ、リリスはネーメさんを復活させる策を練ったんです。そりゃ～もう必死に考えましたよ、えぇ！」

　リリスは人さし指をピンと立て、

「ポイントは、魔王様を復活させた時の術式です！」

「ふ、ふむ……。神聖空間に幽閉されていた俺の魂を引き揚げ、新たな肉体に憑ひよう依いさせた術式か」

「そうです、アレです！　アレをネーメさんにも応用したんですよ！　天界へ昇っていく途中だったネーメさんの魂は、すでに工房の魔道具を使ってキャッチしました♪」

　そこで言葉を引き継ぐのは、

「んふふっ。あとは、ネメシスさんの肉体の精製が必要なんですよねっ！」

「ですが、それには時間がかかるとか……」

「心配……。ネメシス、魂だけになって、苦しくないのかな？」

　アルテミス、グルヴェイグ、ペルヒタの三人だ。

　そう、まさにソコなんです。とリリスは言う。

「どこかにネメシスさんの元の肉体が残っていれば、わりとすぐに復活させられるんですが……」

　俺は顎に手を添える。

　ネメシスの、元の肉体……。……ハッ！

　心当たりなら──ある！

　ネーメ＝ネメシス。ならば、てっきり淫夢だと思っていた真夜中の性教育は、現実だったことになる！

　……やはりな。おかしいと思っていたのだ。ネメシスとの交わりは、夢にしては気持ちよすぎたのである。

「喜べ、皆の衆！　ネメシスの元の肉体は残っている！　大丈夫だ。健康で、絶妙な肉付きで、感かん度ど抜ばつ群ぐんに仕上がっているぞ！」

　俺が勇んで口にすると、スピカは飛び跳ねて喜んだ。

「それはよかったわ！」

　しかし彼女は首をかしげる。

「……でも、どうしてジュノがそんなこと知ってるの？　感度抜群とか……」

「ぬっ!?」

　失言だった……！　が、今さら慌あわてる俺ではない。

「それは後で説明しよう。とにもかくにも、ネメシスは復活可能なのだ。今はそれを喜ぼうではないか」

　鷹おう揚ような態度でそう告げると、スピカは眉まゆ根ねを寄せながらも、『え、えぇ……』と一応納得したようだった。

　さて、残る懸念は──。

「はぁはぁ……まおうしゃま……。はひぃぃ……」

　芝生の上でイキ地獄の余韻に浸っている、全知全能の高いカリスマを持っているらしい少女である。俺は彼女を抱き起こし、羽は交がい締じめのような体位に移行した。

「ジュノ……。その子、どうするの？」

　スピカの声音に宿るのは、ほのかな疑念。『まさか、女神王ヴィーナスも魔界の一員に加えるつもりなの？』という想いだろう。

『…………』

　アルテミスたちも不安げな面持ちだ。皆、俺の裁定を待っているらしい。

　俺は小さな咳せき払ばらいを交え、

「今となっては、こやつに魔ま導どう調ちよう律りつを使い、魔族に堕おとすことなど造作もない。しかし……俺にそのつもりはないのだ」

　ざわっ──。空気が揺らぐ。

「じゃあ、ジュノはどうするつもりなの？」

「俺は……」

　言いかけて、口をつぐむ。実演したほうが早いと思ったのだ。

　俺は左手だけで羽交い締めを継続したまま、右手を女神王ヴィーナスの下半身へ持っていく。

「当代の女神王ヴィーナスは、あまりにも多くの犠牲者を出した。己の怠たい惰だな生活を維持するために、己以外のすべてを蔑ないがしろにしてきたのだ」

　それに──。

「なにより、こやつは俺の大切な家族を傷つけた。己の子供じみた感情に任せて！」

　いったん言葉を切り、呼吸を交える。

「──よって、こやつをすぐに許す気はない！」

　そして俺は叩きつけた。女神王ヴィーナスを厳罰に処す──その決意を。

『……ッ！』

　スピカたちが目を見開く。厳罰の内容が気になるのだろう。

　女神王ヴィーナスに相応ふさわしい刑罰は、すでに決めている。

「さあ、始めようか……！」

　俺は右手で、女神王の濡ぬれそぼった花園をかき回した！

「んひぃぃぃぃぃっ!!」

　細い身体が嬌きよう声せいとともに跳ねる。指先に感じるのは、熱い蜜みつ汁じる。そして、きゅうぅぅ……という官かん能のう的な締めつけだ。

「ひあぁぁっ！　まおうしゃま！　大しゅきな魔王しゃまぁぁぁ！」

　俺は構わず指を動かす。ぐぢゅっ！　ぶぢゅっ！　とあえて下品な音を立てて肉襞を擦り上げ、女神王の鼓こ膜まくまでをも辱はずかしめるのである。

『…………』

　それを間近にしたスピカたちは、

『あぁぁ……』

　指先を口もとに添え、物欲しそうな視線を向けてきた。『いいなぁ……』というセリフが聞こえてきそうだ。

「はぁあぁ！　んんん……っ！　はぁ、はぁぁ……っ！　あぁぁああ！」

　しかし、今の主役は女神王。

　我が厳罰を受けるのは、こやつの特権なのである。

「ククク……どうした？　そんなに腰を振って」

「らって！　らってぇぇ！　もっとイキたいからぁぁぁあああっ！」

　全身を震わせて快楽に溺れながら、女神王ヴィーナスは玉のような小尻を、俺の股こ間かんに擦りつけてきた。

「ほほぅ。当初はあれだけ嫌悪していた魔界の宝剣だぞ？　女神王ヴィーナスとして、それでよいのか？」

「いい！　いいもん！　女神王である前に……わ、わたひはおんにゃのこで……！　えっちなことが、だぁいしゅきになっひゃったからぁぁぁ！」

　ぐぢゅ！　ぶぢゅっ！　ぐぢゅぢゅぢゅぢゅ!!

「んひぃぃんっ！　はぁ、はぁ……あぁぁああああああっっ！」

　女神王が顔を上げ、天に向かって卑ひ猥わいな声を放出する。ガクガクと膝ひざが笑い、もはや腰振りすらままならなくなってきたようだ。

「魔王しゃまぁぁあ！　しゅきっ……しゅきぃぃ！　ごめんなしゃい！　しゅき！　許してくりゃしゃい……申し訳ございましぇんでしたぁぁ!!」

　愛の告白と謝罪を繰り返す女神王。

　俺は右手を動かしながら、ため息をつく。

「……キサマ、後悔しているのか？」

「し、しへましゅ！　あぁぁんっ……ちょ、調子に乗ってしゅみませんれした！　わたひは女神王ヴィーナスの名前を継承しただけの……ダメッ子れしゅうぅぅ！」

「まだ言うことがあるのではないか？」

「は、はぁい！」

　トロトロにとろけた声音で、女神王は目前の少女たちに叫んだ。

「皆しゃま！　あぁん、ご迷惑をおかけしましたぁぁ……！　皆さまを傷つけるようなことをして……ごめんなしゃあい!!」

「──よし、まあよかろう」

　俺の一言に、女神王がビクッと震える。

「ゆ、ゆるしてくれりゅんですか!?」

「それとこれとは別問題だ」

「しょんなぁ！」

　俺の決意は固まっている。今さらどれだけ謝罪をしても、厳罰回避は不可能である。

　ゆえに、指の動きをさらに速める。女神王が感じるポイントを擦り、圧迫し、甘く引っかき、徹底的にかき回す!!

「ひぃぃぃっ！　イク、イクイクッ……イク！　イグぅぅぅ！　今までで一番しゅごいの！　昇ってくりゅうう……！」

　とうとう限界が来たようだ。声音は切迫し、いつ達してもおかしくない局面である。

『おぉぉ……！』

　厳罰を観戦するスピカたちの間にも、緊張感が高まっているようだ。

「魔王しゃまぁぁ！　わたひ、もぉ……もぉぉぉ……！」

　ぐぢゅ！　ぐちゅる！　くちゅくちゅくちゅくちゅくちゅ！

　艶なまめかしい嬌声といやらしい水音が連鎖し、共鳴し、ぐちゃぐちゃに混ざり合う。

　指を動かしながら、俺はとある魔法を発動させた。

　漆しつ黒こくの魔力を帯びた右手が、女神王ヴィーナスの秘密の女神様を、奥の奥まで蹂じゆう躙りんしてゆく……！

　そして、ついに幕切れが訪れた。

「ひぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああっっ!!」

　ひときわ淫みだらな悲鳴を上げて、女神王が思いっきりイキ────。

　──かけた、その寸前で。

　ずるんっ。

　イかせないよう細心の注意を払いつつ、俺はいたずらな中指と薬指を、女神王から引き抜いた。

「ぁぁぁぁぁああああ……！　……ぁ、あれ……？」

　絶頂の寸前も寸前。あと半擦りすれば、すさまじい快楽を味わえる──そんな状況で生殺しを食らった女神王ヴィーナスは、完全に放心状態だ。

「き、気持ちいいのは……？　しゅっごいのは……？」

　顎をわなわなさせる彼女に、俺は告げる。

「忘れたのか？　これは厳罰なのだぞ？」

　そして、パチン！　と指を鳴らした。

「あっ、あれっ!?　あ、あ、あ……！」

　俺の右手に仕込んでいた魔法が、ついに発動したのだ。

　女神王ヴィーナスの足もとに、漆黒の円形魔法陣が広がり──。

　次の瞬間、ガチン!!　という激しい衝突音が発生した。

「うぐっ……うぅぅ!?」

　現れたのは、俺の身の丈を超すサイズの黒色クリスタルだ。

　ネーメの仕返しとばかりに、女神王ヴィーナスを閉じ込めたのである。

　黒みがかった透明の隔壁──その向こうで、女神王は。

「あひぃぃぃぃぃっ!!」

　先ほどとまったく同じ刺激を味わい、猛烈な性的快感に悶えている。

「ククク……聞くがよい、女神王。俺は右手に、刺激を後から再現する魔法を仕込んでいたのだ」

　彼女に見せつけるように、中指と薬指を淫らに動かす。

「いまキサマが感じているのは、先ほど俺がもたらした指技の刺激だ。達する寸前まで蜜壺をかき回され、生殺しに遭い、かき回され、生殺しに遭い……。イキそうでイケない状態を、そのクリスタルの中で何度も何度も味わい続けるのだ！」

「～～～～～～～～ッ!?!?」

　女神王が目を瞠みはる。

　しかし、文句は出てこない。

「ひぃあああああああああっっ!!」

　当然だ。

　俺の指技──再現された刺激が彼女を襲い、何度も何度も快感を与えているのである。文句を口にする余裕など、皆無だ。

　ただし、どれだけ快楽を得ようとも、女神王ヴィーナスが絶頂に辿り着くことは決してない。毎回必ず寸止め限定である。

「これより数日間、お前は指の刺激と生殺しのサイクルを繰り返すのだ！」

　イキたくてもイけない状態を数日も……。

　まさしく厳罰である！

「す、すうじつ……!?」

　女神王が驚きよう愕がくする。

「んあぁぁんっ、しょんなの無理ぃぃ！　イキたいよぉ！　イキたいよぉぉ……！」

　彼女は涙ながらに訴えてくるが、

「……諦めろ。これが、お前に対する厳罰だ」

　俺はゆっくり頭かぶりを振った。

「俺の大切なものを傷つけた罪──骨の髄まで、子宮の奥まで反省するがよい!!」

「んひぃぃぃああああああっっ！」

　淫らな嬌声から視線を切り、俺はマカイノ村の空を見上げた。

　どこまでも高く、どこまでも澄み渡った、俺の大好きな青空だ。

　マカイノ村の工房──その中庭にあるクリスタル。

[image: ]

　女神王本人を閉じ込めた『ジュノのヴィーナス』は、マカイノ村の……いや、魔界の平和のモニュメントとなるのだ。公開期間は数日限定だが。

　それから先──。刑期を終えた女神王がクリスタルから出てきたとき、俺は魔界を代表して、彼女をどのように扱うのだろう。

　魔導調律を使うのか、天界へ追放するのか、それとも……。

　そうして邪魔者がいなくなった後、魔界はどのように繁栄していくのだろう。

　俺はそっと拳を握り、胸に当てた。邪悪なる未来に想いを馳はせるのだ。

　……が、しかし。

　遠い未来を想うより、今は近場の現実を片付けなければ。

　俺はスピカたちに──愛すべき家族に、目いっぱいの愛情を込めて微笑んだ。

「女神王ヴィーナスを責めていたら、またしても股間が膨ぼう張ちようしてしまった。お前たちの淫らな技を総動員し、白はく濁だくの祝砲を搾り出してくれ!!」

　皆の返事は、明るく淫らで華やかだ。

　愛にあふれた俺たちの日常は、これから先も続いていく。

　魔界の繁栄とともに、どこまでも、永遠に──。
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　時は流れ、新たな年がやってきた。

「ふぅ……」

　俺は静かに息を吐く。旅立ちを間近に控え、神妙な心持ちなのだ。直前の射しや精せいも影響しているかもしれないが、その可能性は未知数である。

　旅の支度は万全だ。俺は魔王の衣をしっかり身につけ、集合場所である工房前に一番乗りしたのである。

　当代の女神王ヴィーナスを封印してからの日々は、肉欲と絶ぜつ頂ちように彩られた、じつに幸福なものだった。

　スピカと一日中、先っぽで繋がっていたり。ローションまみれのアルテミスとグルヴェイグに押し潰されたり。ペルヒタを全裸にひん剝むき、深夜の野外散歩に繰り出したり。肌にいいからと、リリスの顔に濃厚な白はく濁だくパックをプレゼントしたり。

　ちなみに、クリスタルから釈放した女神王は、ひとまず天界に帰すことにした。『じっくり考え、自分が進むべき道を決めたら、俺の所へ来るのだ』と伝えてある。

　そして──。

「ジュノさん……。私が二番？」

「うむ。ネメシスよ、早かったな」

「うん……。ジュノさんと一緒に旅に出られるんだもの。楽しみで……自然と動作が早まったの」

「ククク……可愛いやつめ」

「……ありがと」

　そう。俺に合流したのは、青い髪の乙女──ネメシスである。

　澄んだまなざし。物静かな態度。しかし好意は隠すことなく、己に正直な心を持っている子だ。

　俺は手を伸ばし、彼女の乳ち房ぶさに手を添えた。

「ふむ。やはり、安心する……」

「ぁンッ！」

　手のひらにジャストフィットする、安心感抜ばつ群ぐんの膨ふくらみだ。揉もめば揉むほど、心が安らぎに包まれていく。

「んあぁっ！　ジュノさんっ……！　そ、そんなにされたら、私……また下着を替えなきゃいけなくなる……」

「よかったな、ネメシス。快楽の味を、しっかり感じられるようになって」

「は、はぃぃ……。私、幸せです……ひぁあん！」

　控えめな嬌きよう声せいを感じながら、俺は手のひらを動かし続ける。

　ネメシスの魂は、無事に救出することができた。そして天界に保管してあった元の肉体に憑ひよう依いさせることで、事なきを得たのである。

　その後、ネメシスは魔ま導どう調ちよう律りつを求めてきた。俺たちと同じ、魔族になることを選んだのだ。

　感慨に耽ふけっていると、背後の扉が押し開かれた。

「あっ、ネメシスに先を越されたわ！」

　金髪ロングの元王女、スピカ。

「あぁんジュノ様！　わたくしのお胸もモミモミしてくださぁい！」

　乳房の歴史的大豊作、アルテミス。

「くっ、出遅れました。しかし私は、この旅をきっかけに必ず新妻の座を……！」

　巨尻が魅力の自称新妻、グルヴェイグ。

「ごろにゃん……。ご主人様、旅の間も構ってね……？」

　ゴスロリドレスのメス猫ペット、ペルヒタ。

「いや～♪　婚前交渉……じゃなくて、婚前旅行日和びよりですねぇ魔王様っ！」

　そして最後に現れたのは、我が腹心のリリスである。

　皆の後方──工房のエントランスには、ネーメを抱いたスピカの絵画が飾られている。赤ん坊を見つめる、慈愛に満ちた母のまなざし……。この絵を眺めながらコーヒーを嗜たしなむのが、俺の日課になっている。

　しかし、それはしばらくお休みだ。

　全員集合したところで、俺は旅の目的を再確認する。

「これより俺たちが赴おもむくのは、東の大陸だ。そこには、魔導調律に並ぶ卑ひ猥わいな魔法が伝わっているという。今後の戦いに備え、なんとしても戦力を向上させるのだ!!」

　忘れてはならない。

　俺の復讐が完了するのは、先代の女神王ヴィーナス──俺を神聖空間に封印した張本人を快かい楽らく堕おちさせた瞬間なのだ。残りの六ろく芒ぼうの女神たちは静観を保っているが、彼女らの侵攻がいつ始まるかもわからない。戦力の増強は必須である。

「俺の魔法を習得する旅なのだから、全員で行く必要はないと思うのだが……」

　と、前から感じていた疑問を口にすると、

「まぁまぁ魔王様♪　旅といっても、転移魔法でいつでも帰ってこられますからね。敵襲があっても安心ですよ！」

　リリスがにこやかな笑みを向けてきた。

「そ、それはそうだが……」

「にゅふふふふっ。この旅を利用して、リリスもお嫁さん候補のランクを上げちゃいますよ～♪」

「……？　リリス、今なんと？」

「なんでもありませ～んっ♪」

　そんなやりとりを経て、いよいよ出発というときに──。

　何の前触れもなく、何のきっかけもなく、おそらく何の悪気もなく、唐突にネメシスが言った。




「……ねぇ。ジュノさんは、この中の誰をお嫁さんにするの？」




　──ざわっ──。

　一同、静かに騒然。あたりの空気がピキッと音を立て、皆の視線が俺に集中する。突き刺すような、必死のまなざしが！

　だが、俺は魔王だ。たじろぐことも、慌あわてることもなく、ネメシスの問いを真正面から受け止める。

　なぜならば──すでに答えを用意しているからだ。

「俺は……」

　話を切り出す。空気がざわつく。緊張が走る。

『ごくり……』

　六人の少女たちが、固かた唾ずを飲んで俺の言葉に耳を澄ませる。

　魔界を統すべる王の答えは──。




「俺は、この中の誰か一人を選ぶつもりはない……!!」




　これしかあるまい。

　だが、どうしたことか。スピカを筆頭に、全員の顔が曇ってゆく。

「ううっ、ジュノ……。誰も正妻にするつもりはないの……？」

「ぜ、全員側室か愛人ということですか!?」

　詰め寄ってくるスピカとアルテミス。

　あとの四人は、その背後で何度もうなずいている。

　彼女たちを制しながら、

「何を言っている。それは誤解だ」

　俺は真意を告げた。




「ここにいる全員が、俺の正妻となる女性なのだ!!」




　俺のまわりに側室や愛人など不要だ。スピカも、アルテミスも、グルヴェイグも、ペルヒタも、ネメシスも、もちろんリリスも。

　──全員が全員、俺の正妻なのである!!

　力強く宣言したつもりだが……どうしたことか。

『…………』

　皆は苦笑したり、ため息をついたり、ひどい呆れ顔になっている。

「もう……。全員正妻って、そんなのアリなのかしら？」

　スピカの頭を、俺は優しく撫でさすった。

「フッ、当たり前だ。お前たちもよく知っているであろう？　魔王ジュノは、独占欲が人一倍強いのだ！」

　王女も女神も快楽堕ち。

　気に入った乙女は、全員俺の正妻だ！

　と、魔王らしく堂々と言ってのけた、その直後。

「それじゃあ……えいっ！」

　なんと、スピカが真正面から抱きついてきた。そして身体をひねりつつ、軽く跳ちよう躍やく。

　俺は思わず彼女を抱き留め──お姫様抱っこの体勢になった！

「ス、スピカ。いきなりどうしたのだ!?」

「ふふっ、別にいいでしょ？　だって──」

　彼女は微笑ほほえむ。

　たっぷりの愛情を感じさせる、柔やわらかで、あたたかい微笑みだ。
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「──だって私は、ジュノの正妻なんだもの！」




　……！！！！！

　すっかり胸を撃ち抜かれ、俺はクラッとよろめいた。

　が、次の瞬間。

「スピカ様、抜け駆けはいけません！」

「新妻の私を差し置いて……！」

「にゃお～ん！」

「リリスも抱っこしてくださぁい♪」

「あ、あの、ジュノさん……。私も……！」

　スピカ以外の全員が、俺に群がってきた！

「お、お前たち、落ち着くのだ！」

　制止の声を発しながらも、俺は自分が笑っていることを自覚していた。

　いずれ復讐が終わったら、この子たちとの楽しい日々が待っているのだ。

　笑い声と嬌声に満ちた、精液がいくらあっても足りないような、どこまでも充実した毎日が──。

　やがて訪れる輝かしい未来を想い、俺はつぶやく。







　──愛しているぞ。みんな──。











新生魔王の女神狩りヴイーナスハント〈完〉
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　本書をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。是これ鐘がねリュウジです。

　オリジナル小説としては自身初の三巻をお届けすることができました！　今までよりも多くのキャラや様々な舞台、そして色々なプレイ……いや、儀式を執筆できる喜びを嚙かみしめているところです。ここまで応援していただいた読者の皆さまに、深い感謝を。性なる絆を深める機会をたくさん設けられたので、ジュノたちもリリアヘイムで喜んでいることでしょう！

　さて。

　新生魔王シリーズは、とても多くの方々によって支えられてきました。

　担当編集様。

　アレな描写が暴走しがちな私の手た綱づなを握っていただき、本シリーズをギリギリ健全な状態に保っていただいたこと、感謝しております。

　にろ先生。

　シリーズを通じて、数々の素晴らしいイラストを創り出していただき、誠にありがとうございました。先生の超絶イラストにアレコレを刺激され、今回も原稿完成に向けて驀ばく進しんすることができました！

　そして読者の皆さま方。

　新生魔王の女神狩りにお付き合いいただき、心から御礼申し上げます。

　魔王ジュノの復讐劇はこれにて一区切りとなりますが、次の作品、そのまた次の作品と、いろいろ〝仕込み〟をしているところです。

　いつ頃、どのような形でお届けできるのか、お伝えできる時期が来るのをもう少々お待ちください。また私の作品をチェックしていただけたら嬉しいです！　新生魔王やフラワーナイトガールの寝室等がお気に召した方々をはじめ、より多くの読者様に親しんでいただけるであろう内容になる予定なので、お楽しみに！

　それでは、またどこかで!!




　──仰ぎ願わくは、リリアヘイムを統すべし魔王ジュノの黒き恵み、邪悪なる愛情、白はく濁だくにまみれし性なる繁栄が、今も後も、世々限りなくあらんことを────ザー※ン。





二〇一八年十月　是鐘リュウジ
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